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序章　噂の婚約者と、そのお相手の殿下




　ウィルアベル王国内に吉報が報じられたのは、一週間前のことだ。

　このたび二十歳の第一王子マティウス・フォン・ウィルアベルが、めでたくもイリスバーグ侯こう爵しゃく家の令嬢ミッシェル・イリスバーグと婚約した。

　彼女の父親のイリスバーグ侯爵は、宰さい相しょうを務めるお方である。

　その娘は澄んだ湖色の瞳に、見事な美しい銀髪を持っていた。女神のような外見をした才女と知られ、国民からも絶大な支持を受けていた。

　元々、王太子の相手は、彼女こそふさわしいという声も強かった。

　だが、幼い頃から国内の問題の解決にも貢献した彼女は、病弱であることを理由に表に出なかった。

　その頃から面識があった二人がいい感じであることは、マティウスが足しげく彼女の療養地へ通っていたことからも推測されていた。縁談を遠ざけるミッシェルを誰もが惜しんで約十年――。

　電撃的なその婚約は、国内をおおいに賑わせた。

　療養でよくなった彼女が縁談の受付を止めていたのは、マティウスへの恋ゆえだった。想い合っていたことも明かされて国民はいっそう熱中している。

　そしてめでたいことに、弟王子も婚約者といい感じであることが同日に知れ渡った。兄弟揃そろってめでたいと、国内はお祝いムード一色だ。

【薔ば薇ら君ぎみの令嬢】

　十八歳の第二王子エリオット・フォン・ウィルアベルの婚約者。

　美しい特徴的なチェリーピンクの髪を持った、十五歳の伯爵令嬢アメリア・クラレンスを示す言葉である。

　それは、彼女が表に出るようになって、見た者たちにつけられた名だ。

『クラレンス伯爵家が、その愛らしさと美しさのあまり、家からほとんど出さずに溺愛していた令嬢』

　一度見れば、惹きつけられずにはいられない赤薔薇の瞳。

　十五歳にしてはやや幼い顔立ちも、持ち前の美しさが妖精のような愛らしさを増幅させていると社交界で噂が再燃した。

　彼女と見合いをした第二王子が、美しさのあまり一目惚れして即婚約、という経緯も恋に夢見る女性たちを騒がせている。実際はエリオットから女よけとして契約を持ちかけられての婚約、だったのだが結果的に恋に発展し相思相愛となった。

　仲のよさを見せつけた決め手は、マティウスとミッシェルの婚約が決定した国王夫妻の結婚記念日のパーティーだ。

　そこでの公開プロポーズも含めて各新聞の一面を飾ったのだが、その兄王子の祝福のそばで二人は仲睦まじさを見せつけ、国民たちを安心させた。

　それから一週間が経った。

　教育日程も決定し、本日よりミッシェルの王太子妃教育が始まる。

【活動にも積極的ながら、教育にも熱意を示す】

　今朝、それを伝えた号外が発行された。ミッシェルの取材記事を大勢のファンが求め、刷り数は過去最大になったとのちに話題になった。

　先に第二王子と婚約していたアメリアの妃教育の開始は、次週からということになっている。アメリアが自ら、ミッシェルの次でかまわないと申し出てのことだ。

　それまでは準備期間として、一週間の休みをいただくこととなっていた。

『アメリア様、なんてお優しいお方なのかしら！』

『国民に貢献したいというお気持ちに気づき、ミッシェル様のお心をくんでのことだろう。彼女を救った救世主というし』

『十五歳にして配慮と慈愛にあふれていらっしゃる。そんな十五歳の才女に愛された第二王子殿下もまた、幸せ者だ』

　そう誰もが噂しているアメリアは――実は〝前世から〟の猛烈なミッシェルのファンだった。

　悪役令嬢になるはずだった彼女は、日本人女性として生きていた頃の記憶を持っていた。その時に彼女がやっていたのが、乙女ゲーム【ソフィア・ハーバーと青い鳥】だ。

　ゲームのヒロインは、タイトルに書かれている通りソフィア・ハーバーという美少女だ。ミッシェルは、モブの一人として登場していた。

　しかし、ミッシェルはファンの間で〝高貴なる令嬢〟と呼ばれて騒がれた大人気のキャラクターだった。前世のアメリアも彼女をあがめ、推し活をしていたのだ。

　アメリアが前世の記憶を持っているという秘密は、誰も知らない。

　ひそかに奮闘して第一王子との婚約まで持っていき、今回は妃教育の順番を先に譲った。それもすべて〝最推し〟のミッシェルの幸せのためだった。

　だがその行動が、前世事情を知らない者たちの間で、かなり『女神的である』とぶっちぎりで好感度を得ていた。

　推しのミッシェルは、好いていたマティウスと無事に婚約した。

　悪役令嬢という立場であることを〝思い出した〟アメリアは、恋ができないという悲劇さえも回避し、晴れてゲームのメインヒーローこと、第二王子のエリオットと両想いの婚約者同士になった。

　これで円満――かと思いきや彼女の〝熱い想い〟はいまだ冷めない。

「ああっ、今日も私の推しが美しい……！」

　現在も噂の真っただ中にいる伯爵令嬢、アメリアは現在、茂みにしゃがみ込んで推しを絶賛観察中、いや見守っていた。

　手には、隣のやけに綺麗な男と〝お揃い〟の双眼鏡を持っている。

「宰相のお父様とのツーショットとか、大変貴重！」

「ご移動前に、本日から始まる王太子妃教育へねぎらいの言葉をかけておられるのでしょう」

「家でも聞いただろうに、ここでも話す時間を持つところもキュンポイントね！」

「お前、ミッシェル様の父親も推しているのですか？」

「高貴なる令嬢の父親なので、彼女をこの世に生み出した彼を尊敬しています！」

「なるほど、合点がいきました」

　隣で生真面目にうなずくのは、二十歳の冷酷無情な若き近衛騎士隊長クラーク・バトスだ。軍の中では珍しく、細い眼鏡めがねをかけた絶世の美男子である。

　彼は乙女ゲーム【ソフィア・ハーバーと青い鳥】の中で、難攻不落と呼ばれていたレア級の攻略キャラだ。

　灰色の髪と、細い眼鏡と冷ややかなアッシュブルーの目。淡々と仕事をこなす優秀な男で、その鉄仮面が崩れることはない――とゲームでは設定されていた。

　だが事実は、ただのミッシェルのストーカーだった。

　彼はアメリアと共に奮闘した〝推し仲間の同志〟である。

　妃教育が始まる日から、彼女の護衛騎士になることも確定していた。

　本日、アメリアは会えないミッシェルの様子を目に収めるべく、クラークとわざわざ待ち合わせて観賞に乗り出していたのだ。

　アメリアは、ゲームになかった推しのハッピーエンドが見られたことに興奮していた。そして、今まさに、ゲームのシナリオにない展開を目に収めていることに、変態的な鼻息を立てて歓喜している。

「最高！　幸せだわっ！　これから私の推し活ハッピーライフが始まるのね！」

　滅亡フラグもないアメリア自身の人生が開けたわけである。

　彼女は、すべてから解放されたような幸せな気分を味わっていた。

　それもそのはず。

　社交が休みに突入したことでいっそう見守り放題になっていたアメリアは、とある人のことなど、頭の中から綺麗さっぱり吹っ飛んでいたからだった。
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　その一方――。

　同時刻、彼女の婚約者で、第二王子、エリオット・フォン・ウィルアベルは、正反対の重々しい空気を放って業務にあたっていた。

「幸せな人生が、開けない」

　彼の手元で書類がくしゃっと音を立てた。

　十八歳のエリオットは、多忙になった第一王子を支えるべく別管轄の仕事も一部担っていた。

　輝くような金髪に、一目見つめられれば令嬢たちが恋に落ちるとされている威風堂々とした紺色の瞳。優しい相貌のマティウスとは正反対の強気な美貌は、どんな表情であっても美しい。

　そう、たとえ書斎机に両拳を押しつけて、ぶるぶる震えていても、だ。

「……殿下、どうされたんだろうな」

「大丈夫だろうか？」

　室内を行き来していた部下たちが、ひそひそと困惑して話す。

　その時、目立つチェリーピンクの髪が扉から現れて、彼らは一斉にそちらを見た。

「あっ、ロバート様！」

　異動前の部署から引っ張ってこられていた部下の一人が、報告書類の承認で大臣のもとから戻ってきたロバートに駆け寄る。

「おや、どうしたんだい？」

　にこやかに答えた彼は、エリオットと同年齢のロバート・クラレンス。アメリアを溺愛する、彼女の実の兄である。

　アメリアと同じチェリーピンクの髪と、赤薔薇の瞳を持った美男子だ。王宮の軍部で優秀な書記官として働いていたが、少し前、自薦して第二王子の執務室に部下たちを連れて異動してきた。

　妹と違って、やわらかな印象の愛想のいい表情をしている。優しくて、仕事もよくでき、職場の後輩たちからも支持されていた。

「ロバート様、少しよろしいですか？」

「書類整理のコツのことかな？」

「……いえ、違います」

　どこからそんな推測に飛んだんだろう。

　若い部下の困惑顔が、そう語っていた。周りの者たちも「今の目、迷いがなかったぞ」とひそひそささやいている。

「その、殿下の機嫌が今日はさらに悪くて」

　若い彼は、手を添えてこそっと尋ねる。ロバートはきょとんとしたのち、男性でさえ見惚れる笑みをにこっと浮かべた。

「ふふふ、『僕のアメリア』からの連絡がないんだって」

「あ」

　途端に、室内に察した空気が漂う。

　ロバートの笑い声はすぐに大きくなった。彼は片手に持っていた書類の束を自身の胸に叩きつけて、得意げに顎を上げた。

「何せ妹が世界で一番好きなのは、まだ僕だからね！」

　ロバートが声高らかに言い放った。

　彼の元々の部下たちも、第二王子担当の事務官たちもドン引きした。

「残念なイケメンだ……」

「妹が関わるといつもそうだよ」

「応援する気でいたくせに、すごく楽しんでいますね……」

　なんて残念なんだと一人がつぶやく。

「妹のファンなんだよ。今、ファンクラブの一番の支持者なんだってさ」

「あ、最近できたというアメリア嬢のファンクラブですね。ひそかな活動、がモットーでしたっけ――というかあの人、忙しいのにどこにそんな時間が？」

「うちのロバート様は、いちおう優秀なのよ」

　部下たちが、ひそひそと話し合っている。

（ちくしょー、高笑いが一段と苛々するな）

　エリオットは、アメリアとの仲がいまいち進展しない事実に呻うめく。

　問題は、その『ファン』というやつなのだ。アメリアと、彼女の護衛騎士のクラークは二人揃ってミッシェルのファンだった。

　婚約者なのにこの数日、彼はアメリアの動向さえ掴つかめていない。

　アメリアから、いい反応をもらえるようになった。今や彼に胸をときめかせてくれている。ミッシェルとマティウスの結婚が確定すれば、彼女は心おきなくエリオットにめろめろになる――と考えていたのに、予想が外れた。

（くそぉ、行動範囲がまるで予測不能だ！）

　エリオットは、テーブルに手を打ちつけたい気持ちを懸命にこらえる。

　近衛騎士隊長のクラークが同行しているので、アメリアは王宮内のほとんどの場所は出入りできる。そのせいで彼女の行動範囲が広がっていた。

（アメリアとは相思相愛。なのになぜ、会えないのか）

　彼女の中の優先順位的に、エリオットは女性のミッシェルにいちいち負けている気がしている。

　妃教育の日程の決定を知らされた際に、一緒にお茶をした。

　だがその後、アメリアとまったく会えていない。

「あれから四日……、もしや俺、忘れられてないか？」

　エリオットは、思わず近くにいた部下に尋ねた。

　彼がそのような弱気発言をするのも珍しい。最年長の部下は目を丸くしたのち、苦笑を浮かべた。

「まさか。そんなことはございませんよ」

　既婚者である彼は、そう言ってエリオットを励ました。




　――だがしかし、忘れられている説は合っているのだった。










一章　推し活宣言は彼の苦悩と共に




　アメリアの〝最推し〟ことミッシェルは、先週に第一王子であるマティウスと婚約をした。

　王太子殿下の婚約者として、社交も忙しくなっている。

　昨日も引き続き、彼女のスケジュールは目まぐるしいほどだった。お披露目のための衣装替え、大貴族との顔合わせ、他国からのお祝いや会食も続いている。

「昨日は会えなくて寂しかったよ。元気にしていたかい？」

「もちろんです！」

　ミッシェルの個性である優雅な紳士口調に胸がときめく。アメリアが元気いっぱいに答えると、彼女の湖色の目が優しく細められた。

「そうか。よかった」

　少し頭が傾いた際に、ミッシェルの美しい銀色の髪が、細い肩にさらりとかかっていた。

（んああああああっ、美しすぎる……！）

　アメリアは、椅い子すの下に隠した手をぎゅうぎゅうに握りしめてこらえる。隣でクラークが、挙動不審なくらいに固まっていた。

　ミッシェルとマティウスの電撃婚約が決まってから、怒ど涛とうのように一週間と一日が過ぎた。

　その忙しい間も、ミッシェルはアメリアとクラークに会う時間をつくってくれていた。本日も彼女の空き時間に待ち合わせし、王宮奥の別棟にある植物に囲まれた小さな庭でお茶をしていた。

　場所は、ミッシェルの状況によって変わった。宰相の部屋だったり、控室だったり、王宮の上階のテラス席だったり。

　けれど、三人で会ってお茶をする、という目的は変わっていない。

　こうして集まれる時間を、互いが大切にしていた。アメリアとクラークにとっては、推しの尊顔を見られる最高のポジションでもある。

（ああ。近い、鼻血出そう）

　アメリアの表情が、へにゃっとだらしなさを滲にじませる。

（恋愛でうきうきしているミッシェル様、尊すぎ――）

　そんなことを思った時、テーブルの下でこつんと膝があたった。

　ハッとした直後、クラークのささやきが降ってくる。

「お前、表情が大変なことになっていますよ。バレたいのですか、引き締めなさい」

　アメリアは、両膝の上に手を置いた彼を見上げた。

「クラーク様こそ、肩ががちがちになってます」

　ふと気づき、彼の薄い肩に人さし指を伸ばした。

「立派な令嬢、もとい淑女がつつくんじゃありません」

　ミッシェルに顔を向けたまま、クラークがテンションをやや落とした。

　まだ触っていないのにと思いながら、アメリアは指を引っ込めた。生粋の貴族なので、彼はそういったことも細かい。

（恥じらいとか、なんとかいうやつ……？）

　先日も言われたような、つい昨日の〝見守りの会〟の時にも言われたような。

　前世で恋を知らなかったアメリアだけに、いまだ心は無む垢くさが勝っている。今世で初めてできた〝男性の推し〟以外、異性であると意識していない。

　その時、ミッシェルの笑い声が聞こえた。

「ふふ、仲がいいね。何を話していたんだい？」

「あ。いえ、肩凝りとか」

　直後、クラークが無言でゆっくりとアメリアを見た。

　他に何かなかったのかと、彼の零度の目が伝えてくる――気がする。

（ううん、たぶんそう言ってる）

　ごめん他に思いつかなかったんです、とアメリアは表情で詫びた。再び紅茶を飲んだミッシェルにひそかにほっとする。

「ところでミッシェル様、昨日の王太子妃教育はどうでしたか？」

　話をはぐらかすべく質問した。

　ティーカップから口を離したミッシェルが、なるほどとうなずく。

「まぁ、アメリアも気になるだろうね」

「はい。講師とは気が合いそうでしたか？　あっ、世間話とかされました？」

　ミッシェルが目を丸くする。

　クラークも「は」と口で形を作った。しかし彼は、すぐに吐息を漏らして頭を小さく横に振った。

「そうでした、お前はそういう人間でしたね」

「ははっ、そうだねぇ。アメリアらしいと言えば、らしい質問内容だ」

「え。私、何かおかしなことでも？」

　一人だけ置いてけぼりにされたようで、不安になる。

　それもミッシェルはおかしかったのか、笑う口元を手の甲で隠しながら「ごめん」と言った。

「普通ならね、状況を探るようなことを尋ねるのではないかな？と思って。ふふっ」

「私、状況を聞きましたよ？」

「講師のこととか？」

　こらえきれないと言わんばかりの笑いを含んだ声で、ミッシェルが確認してくる。

「はいっ。怖い感じの人だったら、愚痴を聞いてあげようと思って！」

　アメリアは、にこーっとした。友達相手なら、ミッシェルだって気構えをせずに話せるだろう。自分が役に立てるところだと自信があった。

「――ぷっ」

　ふと、隣から珍しい感じの笑いが聞こえた。

　一瞬、なんなのかすぐには頭で結びつかなかった。聞こえた方を見てみると、クラークがあっちを向いている。

「……え、もしかして笑ったんですか？　クラーク様が笑うとか、貴重じゃないですか!?」

　アメリアは半ば腰を上げ、クラークの肩を掴んで振り向かせようとした。

「肩を掴んで揺らすんじゃありません」

「えぇっ、だって見たい！　こっち向いて！」

　無駄に鍛えられた彼はびくともしない。彼の体は、気のせいではなく忍び笑いをもらして揺れていた。

「アメリアのその気持ち、よくわかるなぁ」

　ミッシェルの方向からは、よく見えるようだ。彼女もつられたようにくすくす笑っていた。

（え。いったいどんな表情がそこにあるというの!?）

　アメリアはとても気になった。彼を振り向かせられなくて固まった時、ミッシェルがにっこりと笑ってはぐらかす。

「ところで、アメリアの妃教育は来週からだね。昨日の講師も担当すると言っていたよ」

「あ、そうなんですか？」

　妃教育と聞いて目を戻したアメリアは、ミッシェルに笑顔で着席を促され、意識せずすとんと腰を下ろす。

　それを見たミッシェルが、また肩を小さく揺らして笑った。

「ふふふ、アメリアはかわいいなぁ。素直だね」

「ただ単純なだけです」

　クラークが眼鏡を押し上げつつ、座りなおす。小さく「うらやましい」と彼の声が聞こえたアメリアは、ちょっとゾッとした。

（よくわからないけど、うらやましがられている……）

　こちらとしては、クラークの表情が見られたミッシェルがうらやましい。

　彼が噴き出すなんて、大変貴重だ。

　どんなふうに笑っていたんだろうと想像していると、ミッシェルが喉を潤すべくティーカップを持ち上げた。

「その『講師になった人』だけれど、とてもユーモアがあって、元気なお方だよ。アメリアのこと、すぐ好きになると思うな」

　どんな人なんだろう？

　アメリアは尋ね返しもせず、きらきらとした目で想像する。

（ミッシェル様がそう言うのだから、絶対にいい人！）

　はじめましての講師陣に不安もあったアメリアは、その一つが解消されて、初日を迎えるのが楽しみになる。

　するとクラークが、考察するように顎をなでた。

「なるほど。つまるところ、彼女の意外性も受け入れられるタイプの貴族、というわけですね」

「何を納得しているんですか、クラーク様」

「いえ。ミッシェル様に絶対の信頼を置いているお前のことは、評価しています」

「ありがとうございます！」

　アメリアは真に受けてにこーっとした。その途端にミッシェルが再び噴き出し、クラークも顔を横に向け、口元に軽く握った手を添えて「ぷっ」とやった。

「えぇぇっ、またクラーク様が噴き出した！」

　また笑いを含んだ声が飛び交い、場の会話は途切れなかった。

　少し離れた位置で待つミッシェル付きの侯爵家のメイドたちも、口元が微笑んでしまっていた。

　ミッシェルの婚約が決まってから、三人の集まりは、互いの妃教育の予定などの情報交換の場にもなっている。

　おかげで二人は、ミッシェルがマティウスと順調だと知れて安心してもいた。

　先日は晩餐会へ参加する前に、お忍びで王都を散策デートしたのだとか。

「でもミッシェル様は、婚約者となった日からずっと、家に帰る時間がお父様と同じなんですよね？　休日もマティウス王太子殿下と視察に回られて」

　紅茶を飲んで一息ついたアメリアは、今日までに聞いた話を思い返す。

　正直、それを目撃した王都の町民たちがうらやましい――ではなくて、休日もあってないようなもので大変だ。

「クラーク様からも聞きましたが、しばらくは二人の時間はあまり持てないとか。お忙しくて、少し心配になるというか……」

「これくらい忙しいに入らないよ」

　答えたミッシェルが、下を向いた。手でスカートを触りながら、その頬がじわーっと染まった。

「その……毎日、マティウス殿下と会えるのが、私にとってご褒美というか」

　なんっっって、尊い。

　アメリアは、ティーカップを取り損ねて倒しそうになった。隣でパーンッと小さな音がして、びくっと肩がはねる。

（またクラーク様、眼鏡割ったの？　あっぶな！）

　しかし、今は、目の前から視線をそらせない。

　両想いになってますます乙女チックになった〝高貴なる令嬢〟が、鼻血を誘発させんばかりの威力で、高貴すぎて、尊い。

　この様子をもうしばらく楽しむためには、もういろいろとこらえるしかない。

　クラークには、速やかに懐から眼鏡のスペアを取り出し、ミッシェルにバレないうちに交換していただきたい。

（ああああああ恋する乙女な推しがっ、尊い！　鼻血出そう！）

　今、鼻血を出すわけにはいかない。

　必死にメンタルで耐える。テーブルの端をぎゅぅっと手で握るアメリアの横では、眼鏡を替えつつ、クラークがとうとう顔を伏せて震えている。

　十分な時間を置いた頃、メイドたちが現われた騎士に気づいて動き出した。

「ミッシェルお嬢様、そろそろお時間です」

「ああ、今行こう」

　頬の熱をごまかすようにミッシェルが立ち上がる。

（恥ずかしいんだろうなぁ。ミッシェル様こそほんとかわいいっ）

　アメリアは、ひそかにくふくふと思ってしまう。

　無表情だけれど、クラークも絶対にそう思っているはずだ。なんといったって、アメリアがこの世界で出会えた最高の〝同志〟なのだ。

「それじゃ、またね」

　ミッシェルがくすぐったそうに言って、メイドたちを連れて歩いていく。

　彼女はいつも『また』と告げる時、はにかんだ。再会の約束ができることがうれしいようだった。

　そんな彼女の後ろ姿を、アメリアはクラークと一心に眺める。

「はぁ。後ろ姿さえも尊いわ……」

「しばらく追いかけて、目に焼きつけたいです」

　アメリアはうっとりしながら、その言葉を想像する。

（うふふ、そんなことしたら本当にストーカー……あ、いや、彼はストーカー野郎だった）

　出会った時、クラークは、見も知らぬ乙女であるアメリアに剣を突きつけてきたとんでもない男なのだ。

（最推しがいるからゲームのヒロインにさえ目がいかなかった、そうわかると難攻不落も納得よね）

　愛が重い、かなりの〝ファン〟なのだ。

　彼とこんなに意気投合するとは、出会った時には思ってもいなかった。

　だってアメリアは〝悪役令嬢〟で、彼のような攻略キャラを含めてみんなに嫌われて、婚約者となった第二王子には、誕生日を迎えることなく婚約破棄をされてぼっちのまま――。

　あの時だって、今の未来は微み塵じんにも予想していなかった。

　ミッシェルがほとんど見えなくなって、アメリアは隣に並んでいるクラークを横目に見た。

（この席が見える別棟の廊下で彼に出会って。この場所で、ミッシェル様とも再会を果たしたのよね）

　一人ぼっちでもいい。

　ゲームに登場していた人たちに嫌われてもかまわない。

　ミッシェルを一番に助けられるところにいられれば、それでいい――と思っていたのに、いつの間にか三人、親友、と呼べるような関係になっていた。

（あ。でも、私がミッシェル様とクラーク様と親友だなんて、おこがましいか）

　もしかしたらそれは、アメリアだけが思っていることかもしれない。

　それでも二人は、胸を張って言える〝友達〟だ。

　この世界で初めてできた、アメリアにとってかけがえのない二人だった。

「ん？　どうされたのです、じっと見て」

　ふっとクラークの目がアメリアに向く。

　誰にも無関心の、難攻不落の攻略キャラ――前世でゲームをしていた時の、そんな知識が脳裏をよぎった。

（でも今、彼、視線だけで応えた？）

　どうしてか一瞬、とても懐かしいような感覚に襲われた。前世でよく知っていた人に、とても似ているような――。

　そう思った時、目の前のその人が眉を寄せる。

「腹でも減りましたか？　クッキーなら近衛騎士隊のサロンでもらえますが」

「ひどい。私をなんだと思っているんですか」

　真顔でなんてことを言うんだ。直前に感じていたしんみりとした気分も、丸ごと吹き飛んでしまった。

「いらないのならいいのです」

「いります。近衛騎士隊のサロンに同行させてください」

　アメリアは、すばやくクラークの手を両手でつかまえた。いや包み込んだ。

「お前は素直ですね。そういうところ嫌いじゃないです」

　いいでしょうと彼がうなずく。

　王宮へ来るたび、クラークのおかげで糖分補給もできていた。休憩にもお菓子にも困らないので、とても有意義な見守り生活を送れていた。

（まずはハッピーエンドを見たわ。でもミッシェル様の人生は続いているっ）

　ゲームのシナリオにない展開だ。

　興奮が収まらず、アメリアは改めて思う。熱烈なミッシェルのファンである彼女の欲望は、とどまることを知らない。

「何やら考えているみたいですね」

　クラークが丁寧に膝の上へ手を戻させ、アメリアと向き合う。

「言ってみてごらんなさい」

「ミッシェル様の幸せを今後も見守り続け、邪魔をする者や出来事があれば即座にあのお方の人生から排除し、困難があればサポートしたいです」

　アメリアは、促されるがまま真顔で推し魂の熱意を言葉にした。

「さすがはお前です。物騒ですが、ミッシェル様のこととなると敵に容赦がないのは百点満点です」

（ですよね！　クラーク様なら斬りそうですもんね！）

　アメリアは、彼の腰に見える剣を見て思う。けれど今は、それよりも大事なことがある。考えを伝えるべく、立ち上がって告げた。

「恋が成就した今っ、彼女の幸せなお姿をより多く目に焼きつけるためっ、ここにミッシェル様のさらなる推し活を宣言したいと思います！」

　クラークがすばやく両手を出し、パチパチと拍手した。

（ミッシェル様の幸せのためっ。何より、彼女を見たい私たちのためにも！）

　まずはその計画について、アメリアはクラークと話すことにした。




　帰宅後、アメリアはリビングの隣の部屋に居座った。

（まずは見守れる場所の確保よねっ）

　下準備は必要だ。妃教育が始まってしばらくはアメリアも身動きがあまり取れないだろうし、ここはコツコツと積み重ねていくしかない。

　ここ数日と同じく、引き続き明日も〝追いかけるルート〟で見守りポイントを発見できるか探すのだ。

　一緒に話した際に、ミッシェルからスケジュールは聞けた。

　それを書き出した紙を忙しく見直しながら、アメリアは明日の計画を立てていく。

「おや、夕食前なのにまだここで遊んでいるのかい？」

　帰宅した兄のロバートが、着替える前にひょいと顔を覗のぞかせた。妹と違って、目元がきつくない。

「遊んでいるわけではありませんわ。真面目に取り組んでいるのです」

「ああ、また王宮での社交活動？」

　とくに手元のノートを覗きもせず、ロバートが部屋の出入り口で顎をなでる。何やら考えているようだ。

「そこにいられると気が散るのですが、何かご用ですか？」

「ははは、そんなに集中しているのか。眉をひそめた顔もかわいいぞ。いやぁ、なんというかさ」

　貴族らしからぬ口調で言ったロバートが、愛想のいい目でじっと見てくる。

　何か言いたいことでもあるみたいだ。

　けれどポーカーフェイス、というより何を考えているのかわからない能天気な顔をいくら見ても、彼が何を言おうとしているのか推測するのは難しい。

「だから、なんです？」

「ほら、毎日その活動とやらで王宮に通っているわけだけど――アメリア、それだけでいいの？」

「私にとっては重要ですわ！」

　何より楽しいのだと思って、アメリアの笑顔は輝く。そうしていると雰囲気が幼くなり、屋敷の使用人たちも毎日楽しそうで何よりだとくすくす笑っている。

　しかしロバートは、やはり少し考える。

「……えーと」

「なんです？」

「いやー、先日妃教育の日程を聞きにいった後、帰ってくるなり赤面してソファのクッションを叩いていたのになー、と思ってね？」

　具体的なヒントを出してきたが、アメリアは彼が何を言っているのかわからない。

　その時に会っていた〝人物〟も思い出さなかった。とにかく今は、ミッシェルのことに集中できる大事な時間だ。

「私、見守りポイントの確認をするのに忙しいので、お話ならまた今度で！」

「見守り？」

　ロバートは少し考えたものの、のんきな顔のまま「ま、いっか」と言って着替えにいった。

　この時、彼が簡単に『いっか』と切り捨てた話題が、第二王子のエリオットのことであると気づく使用人もいなかった。




　そして翌日も、アメリアは王宮にいた。

「や、だ。殿下とのツーショットが麗しすぎる……！」

　茂みの向こうにあるのは、優雅なガーデンパーティーだ。

　日々多くの祝辞の手紙が届けられている中、第一王子マティウスとミッシェルの婚約祝いで、近隣の数ヵ国の王族関係者と要人がウィルアベル王国を訪れていた。それを歓迎してのパーティーである。

「クラーク様見てくださいっ、今のミッシェル様の微笑みっ――クラーク様？」

　沈黙が続いているのに気づいたアメリアは、不審に思いようやく目を向ける。

　すると隣で、クラークがハンカチを鼻にあてていた。

「……まさか、また鼻血ですか？」

「大変至福です」

　彼は、実に凛り々りしい目で向こうを見ていた。

　彼のこんな眼差し、仕事に励んでいる時も見たことがない。アメリアの問いかけも、半ば聞こえていない様子だ。

「ま、いいか」

　アメリアは気にしないことにした。推しに集中しているのを邪魔しては悪い。彼女も、今はミッシェルに集中していたかった。

　そのすぐ後ろに立っている警備兵たちが、見て見ぬふりも限界で思わずつぶやく。

「『いいか』じゃない……」

「どうなっているんだこの二人は」

「しかし『見るな』とバトス近衛騎士隊長様からのご命令だ。絶対に見るなよ」

「きつい。それ、どんどんつらくなってくる……嫌でも目がいきそうになります班長殿……」

　ひそひそと警備兵たちが話している。

　今、アメリアとクラークがいるのは庭園の端だった。敷地を囲む茂みの通路に並んでしゃがみ込み、植物の間から覗き込んでいる。

　後ろからだと盗み見ている姿はかなり目立つが、参加者たちにはバレそうで、バレていない。

　それほどまでに、パーティーが盛り上がっているせいだ。

　警備も普段より厳重なので、まさか覗き見客がいようとは誰も思っていない。

「ああぁぁっ、ミッシェル様が尊い！」

　客人のためのテーブル席が設けられ、華々しい立食テーブルも並び、花壇の周りや通路のアーチにもリボンなどの飾りつけがされた庭園の広場で、ミッシェルはマティウスと寄り添い、客人との対話に励んでいた。

　マティウスは『白馬の王子』という呼び名が似合う美貌の王太子だ。眼差しからも優しさがあふれ、ダークブラウンの髪を揺らす仕草にもやわらかな品が漂う。

　女神のごとく微笑みを浮かべた彼女と、大変似合っている。

「ううっ、この世界に生まれて本当によかった……！」

　アメリアは、つい拝んでしまった。

　婚約者として彼をサポートしている姿はいじらしく、一緒にいられて幸せと言わんばかりの恋する女性の表情もたまらない。

「あぁ、見えなくなっちゃった……それにしても、ここまで入り込めてよかったですね！」

　ミッシェルの姿が、再び人混みの中に見えなくなった。アメリアはそのタイミングで、輝く笑みをくるっとクラークに向ける。

「私が管轄している部隊が警備責任を担っていますからね。王妃陛下の方の騎士たちは、私の部下です」

「なるほど、だから案内してくれたんですね――あっ、鼻血が止まってよかったですね！」

「お前もいりますか？」

　クラークがジャケットを引っ張り、内側にある予備のハンカチを見せる。

「大丈夫ですっ、鼻血対策で一枚持ってきてます。準備万端です！」

　アメリアは、えへんと胸を張って予備のハンカチを見せてやる。

　後ろの警備兵たちが、ますます顔色を悪くしている。

　庭へと続く通路にいる兵たちも同じだった。相手は近衛騎士隊長と、第二王子の婚約者だ。部外者だとして追い出せない。しかし――。

「意味がわからない……」

「出席の許可をもらえばいいのに、なぜ茂みから……」

　つぶやいた兵たちだけでなく、警備兵たちは全員思っている。

「ミッシェル様、どこにいっちゃったんでしょうか」

　アメリアは、まだ戻ってこないなーと額に手を添えて会場をうかがう。

「恐らくは、王妃陛下のところでしょう。仲がよく、ご一緒されているディゼル王国の大公へご挨拶に向かわれたかと」

「ディゼル王国の大公まで？　偉い方々がそんなにたくさん出席されているんですね」

　貴族たちの動向を眺めていたクラークが、何か思うところがあるというような顔をした。けれど数秒考える間を置いたのち、説明する。

　大貴族の王都入りが続く中、予定されていた通り、すでに七ヵ国の国賓たちが祝いの品を持って到着している。

　さらに間もなく来訪する国賓らを待って、お礼と歓迎を込めて舞踏会が開催される予定だという。

「出席者の中で最も王家とつながりが強いのが、後宮で滞在されている王位継承待ちのその大公夫妻。次が、隣国のバゼリリアン王国の第五王子です」

「バゼリリアン王国……？」

「もっと勉強なさい。代々、王家は兄弟が最も多いことで知られています」

　その代表で来訪しているのだとか。

　バゼリリアン王国は、このウィルアベル王国と、複数の国が隣接している大国だという。

「その五番目の王子様、かぁ」

「まぁ王子の来訪は初めてですし、こちらから訪問する予定もないので今すぐ全兄弟の名前を把握する必要はないかと。それに彼らにはそれぞれ特徴がありますから、すぐ見分けもつくはずですよ」

「特徴？」

　と、クラークの視線が再び茂みの向こうへ移動する。

「前を見ないともったいないですよ。ミッシェル様と王妃陛下が並んでいます」

「えっ！」

　ぐりんっとアメリアは顔を正面へ向けた。

　目に入ったのは、マティウスとその母、そしてミッシェルだった。その周りには大貴族か異国の王族関係者らしい者たちがいる。

（オーラが違うわ）

　心の中で泣いた。ミッシェルが一際輝いて見える。

　これほどロイヤルファミリーに似合う女性はいるだろうか。まさに銀髪の妖精のようだ。

「ありがとうマティウス殿下、肩を抱いてお母様との間にミッシェル様を挟んでいるの、最高に素敵です」

「私もそう思います」

　クラークも瞬き一つせずうなずく。

（なんて至福の光景。この世界に写真があれば、ぜひとも収めたかった！）

　涙腺が緩んだアメリアに、後ろの警備兵たちが「ひっ」と声を上げている。突然の涙に困惑しているようだ。

　クラークの目が、極寒へと変わって後ろをゆっくりと見る。

「ひぃぃっ」

「――お前たち、私は『見るな』と指示しませんでしたか？　視線がうるさいですよ、ストーキングが台無しです」

「ストーキング!?」

　兵たちが声を揃える。いよいよわけがわからないと動揺した。

「視線だけでうるさいってひどすぎますっ、ご勘弁くださいませぇ！」

　日頃からクラークがどんな隊長であるかを知っている警備兵たちが、半泣きで互いをかばい合った。

　だがアメリアは、そちらの騒ぎを振り返ることができなかった。

　ミッシェルの近くにいた一人が、ふとアメリアを振り返ってきたのだ。ばっちり目が合い、完全に気づかれた。

（……ど、どうしよう。ずっと目が合っちゃっているわ）

　シャンパングラスを持った美男子が、じっと見てくる。

　びっくりするくらい濃い紫の髪だった。それでいて目も、何百万本ものラベンダーを集めたみたいに綺麗な紫色だ。

　アメリアは冷や汗が流れた。

　衣装からしても王族関係者だろう。ジャケットの前と後ろが長くて、ウィルアベルの国内では見たことがないデザインだ。

（クラーク様、冷酷な隊長として後ろの人たちをどうこう思っているところじゃないです、まずいですっ）

　クラークに相談したくてたまらないが、緊張で動けもしない。

　その時、不意に美男子が目つきを和らげ、視線を前に戻してマティウスたちとの会話に加わっていった。

（……あら？　気にしてないみたい？）

　変な目で見られるかと思ったのに、不思議な男性だ。

　王宮では警備もきちんとされているので、アメリアたちを不審者ではないと推測した上での余裕の表れなのだろうか。

「あ。忘れてた」

　アメリアは、ハタと思い出してクラークの袖をくいくい引っ張る。

「クラーク様、いい場面を逃してしまいますよ」

　茂みの向こうへ指を差し向けると、警備兵らを無言で威圧し続けていた彼が、眼差しを和らげる。

「そうでした。軍人として教育をしなおしているところではないですね」

　警備兵たちが、一斉にほーっと肩を落とした。

　アメリアは露骨な様子を見て「はは……」と苦笑を浮かべた。ちょっとだけ申し訳なさと同情を覚える。

　部下どころか、同僚や上司にも容赦がない冷酷無情な厳しい隊長である。

　時々忘れてしまいそうになるのは、こんなアメリアの問いかけにも普通に反応してくれるからだ。

（ゲームでは『無関心キャラ』と書かれていたけど――よく話を聞いてくれるのよね）

　不思議に思って見つめると、クラークが向こうを指差して言う。

「ほら、お前も見逃してしまいますよ」

「うん」

　どうしてか、また懐かしい感じがしてアメリアはうなずいた。

　再びクラークと共に、ミッシェルの〝見守り〟を続行した。会場は人々の談笑でうるさいほどだった。

「あのきらきらとした笑顔、素敵すぎだわ……」

　アメリアは、しゃがみ込んだまま両頬を手で包み、うっとりとする。

「双眼鏡を持ってくるべきでしたね」

「わかります。もう少し近くでミッシェル様のご尊顔を堪能したい！　はぁー、私幸せです。二人が無事に婚約できることになったあのパーティー以来、とても充実しているのを感じます」

　こうして、同じ最推しファン同士での活動もうれしい。

　しかし、ふと、自分で口にしてアメリアは「ん？」と首をひねった。

「パーティー……誰か忘れているような？」

　クラークが、何やら察したような顔をした。

　だが、間もなくして彼はこう続ける。

「他に気を取られている場合ではないですね。貴重なミッシェル様の姿を目に焼きつけますよ」

「はいっ、クラーク様！」

（そうだよね、考え事は後で！）

　アメリアは彼のファン発言が、婚約者のエリオットを二の次にしてのものだと気づくことはなかった。




◆§◆§◆




　一方その頃、同じ王宮の別場所で。

「アメリアが、つかまらん……！」

　軍部の演習の打ち合わせのため会議室入りしたところで、エリオットがテーブルに手をつく。

　婚約したのち、彼女と両想いになった。

　しかし、ハッピーライフの始まりとはなかなかいかないみたいだ。それを痛感させられた気がした。

「アメリアが来ているんだよな？　仕事の合間とはいえ、朝からずっと捜しているというのに姿さえ見つけられないとはっ」

　そばで資料の準備に取りかかっている補佐官たちは、すっと目をそらす。

「目撃情報はかなり上がってくるのにな……」

「何をしているんだろうな。ご婚約者様は半ば走って移動されていたとか？」

「ロバート様の高笑いが聞こえてきそう」

　ささやきを交わした彼らが、最後は揃ってうなずく。

　アメリアの動いている〝理由〟はわかっている。

　部下の私語を叱ってもよさそうなものだが、エリオットにそんな余裕はない。またミッシェルかと再び呻いてしまう。

「俺は『アメリアの好きな婚約者』なんだよな？　ファンだとかいうミッシェル嬢のことを前にして忘れられていたらと思うと……ゾッとする」

　エリオットは、アメリアのことを好きすぎるあまり、自信がなくなっていた。










二章　アメリア・クラレンスの妃教育




　本日から、アメリアの妃教育が始まる。

　護衛を任されたクラークが到着した彼女を建物で出迎え、行動を共にする。

「普段も一緒にいることが多いので、なんか変な感じですね」

　廊下を歩きながら、隣のクラークを見上げる。

「そうですかね。いつもは仕事の合間に都合をつけて、という感じでしたが」

　彼は顎をなでてつぶやき、言葉を続ける。

「まぁ、これからは仕事でも気兼ねなく同行可能と考えればよいのですよ。私の行動は、お前の希望などが最優先されますから」

「近衛騎士隊長のお仕事の方は大丈夫なんですか？」

「一部は引き継ぎなども済ませてあります。私が抜けても問題なく回るようにしています。護衛騎士が臨機応変に対応できないのは問題ですから」

　そういうものであるらしい。

　午前中の王宮中央は、人の行き来もあまりなく静かだ。事務官たちも各持ち場に就いているのだろう。

　アメリアは今、授業場所に指定された部屋とは別方向に歩いていた。

【時間があるので、授業前に少し立ち寄ってくれないか】

　そうエリオットからの伝言をもらったのだ。

「勉強のこと、心配になったのかしら？　わざわざ講師にも言って、急きょ時間を取ってもらうなんて」

「――まぁ、可能性としては一つ浮かびますがね」

　クラークが、よそへ目を向けて口にした。

「それはどんなことですか？」

「それが思い浮かばないなんて、少し殿下に同情しますね」

　何を？と思った時、第二王子の執務室が目に入った。扉の前には、警備が二人ついている。

「アメリア嬢、お待ちしておりました。どうぞ」

　警備の騎士たちが、扉を開けて入室を促す。

（なんだか、どきどきしてきたわ）

　アメリアは騒ぎだした胸に手をあてた。ひそかに深呼吸してから、クラークを従えてそろそろと足を進める。

　室内には事務官の他、エリオットが持つ部隊の部下らしき者たちもいた。アメリアが入室しても引き続き各自が仕事の作業を進めている。

　そんな者たちの中に一人、すぐ長椅子から立ち上がる人がいた。

　婚約者の第二王子、エリオットだ。

　優しいダークブラウン色の髪をした兄のマティウスとは違い、目を引く金髪。意思の強そうな魅力的な紺色の瞳がアメリアを見つめている。

　彼は、ゲームのメインヒーローだ。

　本来ならヒロインと恋に落ちるはずだったのだが、アメリアが〝推し活〟に奮闘していると、いつの間にか展開が変わっていた。

　彼はゲームヒロインに惚れず、悪役令嬢であるアメリアを選んだのだ。

（――男性で、初めて私の〝推し〟になった人）

　ミッシェルとはまた違う胸のときめきを覚えて、アメリアは彼と会うと、いつも照れ臭くなる。エリオットの愛の告白を安心して受け入れた日から、どきどきは止まらない。

（そんなに時間が経っていないせいもあるかも？）

　マティウスとミッシェルが告白をし合った国王夫妻の結婚記念日パーティーから、まだ二週間しか経っていない。

　そんなことを考えて恥じらっていると、ため息が聞こえた。

「……アメリア、いい加減俺のところに落ちてきてくれないだろうか」

　向かってくるエリオットが、なぜか疲労困憊気味といった様子で髪をなで上げる。

　アメリアはきょとんとして、少し考えた。

（あ。もしかして……）

　彼は、自分を好きになってくれた人。

　だというのに、ついミッシェルに夢中になって彼を放っておいてしまっていた自覚はある。

「……落ちるも何も。私、エリオット様が好きだと言ったじゃない」

　言葉遣いだって、こちらの方がいいと言ってくれた。だから努力はしている。

　恥じらいつつも言葉を紡ぐと、すぐそこまで来たエリオットが、アメリアの手を取った。

「それでも足りないんだ。もっと言われたい」

　そう言って、彼がじっと覗き込む。

　ストレートに言われて顔が熱くなった。真面目な顔で、なんてことを言う人だろう。何気ない視線だけでアメリアの胸を高鳴らせるなんて、彼は思いもしていないのかもしれない。

　前世を含めて、アメリアは初めて恋をしたのだ。

　その相手は、あの頃無自覚にも、顔にも声にも惚れてしまった男性だった。

「そ、その、努力はするわ。……だからひねくれないで」

　見つめられている恥ずかしさがピークに達したアメリアは、無理やり彼の手を引っぱった。

　つま先立ちした際に、ドレスのスカートが揺れた。少し足にあたったエリオットが、身を固まらせた直後――。

　ちゅ、と彼の頬に彼女の唇が触れていた。

　離れてすぐ、目を見開いている彼が視界に映る。

　これが、初う心ぶなアメリアのせいいっぱいの甘やかしだ。彼のように素直に愛の言葉などは伝えられない。

（頬へのキスを返せるようになったのは、自分でも驚きだわ）

　彼が溺愛全開モードで接しまくってきたせいだろう。その上、アメリアからもして欲しいと彼にさんざんねだられて困らされた。

「私がこうするのも、エリオット様だけなんだからね」

　クラークが見ていると思うと、じわじわと頬が染まりそうになる。

「だから、その……機嫌を直してくれる？」

「まぁ、アメリアがそう言うのなら」

　ややあって身動きしたエリオットが、悪くなさそうに頬をさする。

　周りの者たちが各自仕事を進めながら「……単純」「なんて単純」と口に出しているのを、クラークが横目に見ていた。

「忙しそうね」

　エリオットに導かれて、アメリアは共にソファに腰を下ろした。

「まぁ今だけだろう。がんばるさ。兄上の婚約が決まってから祝辞だけでなく、近隣国の者たちも挨拶に訪れているからな」

　国王夫妻と揃って、第二王子であるエリオットも社交に追われている。

　今のうちに、未来の国王と王妃と友好関係を築きたい狙いがあるのだ。こちらにとっても同じで、彼がサポートしていた。

（この先、か……ゲームにはなかったことだから、どうなんだろう？）

　続編版や特別ストーリーの発売に覚えはないので、国を揺るがすような大きな問題は起きないのだろう。

（そう、思いたいわ）

　ここはアメリアにとって現実の世界だ。そう願うしかない部分もある。何よりも、ここにいるみんなが大好きだから。

　今のところ、ミッシェルの方も順調だ。

　毎日スケジュールが埋まっているみたいだが、体力に問題がなさそうなことにもアメリアは安心していた。

（彼女のメイドさんたちが、全面協力でケアしてくれているおかげね）

　すっかり仲よくなったメイドたちとの会話を思い出す。任せてくださいと、頼もしく言ってくれていた。

「そういうわけで、俺の方はもうしばらくは忙しいな。恐らく明日以降、アメリアにもパーティーへの出席の要請がくる可能性もある」

「わかっているわ。その時にはちゃんと務めるわね」

　妃として、彼の隣でこの先の人生を生きる。

　そう考え、改めてじーんっと胸にくるものがあった。

　二つ季節を越えたら、アメリアは彼と挙式が行われる予定も大まかに立てられていた。

　もちろん先に結婚するのは、王太子マティウスとミッシェルだ。

　その後、アメリアはエリオットの元に嫁ぐ。家を離れて、王宮での暮らしが始まる――。

（妃教育が終わる頃には、日取りも決まっているのかしら）

　幸せだけれど、心配なのは、彼が愛情表現をどんどんしてくることだ。

　そんなことを思った時、手を握られて心臓がはねた。

　覚えがある空気だ。部下だけでなく、護衛騎士としてクラークもいるので余計に緊張してしまう。

「久しぶりに会えたんだ。仕事の前に、アメリアを補給しておきたい」

　隣の彼を上目遣いに見つめ返してすぐ、甘く微笑みかけられる。

「俺のことを忘れられたくないしな」

「えと、その、完全に忘れていたわけでは……」

「おいで、アメリア」

　エリオットが優しく手を引き、もう一方の腕を広げる。

　もう、何度もされたことだ。

　恥ずかしさにためらったものの、アメリアは手をつなぎ合わせたまま彼の膝の上に座った。

　彼がひねくれたのは、自分がかまってあげられなかったせいだと思うと断れない。尻と太ふと腿ももの下に感じる逞たくましい男性の体温に、どきどきが急上昇する。

「いいな。素直に甘えさせてくれるのが、またいっそう愛らしい」

　満足げにチェリーピンクの髪を指ですく。彼の大きな手が頭に触れると、その温もりだけで肩がはねそうになる。

　それをわかっているはずなのに、エリオットは悠々とアメリアをなでるのだ。

（クラーク様の前なのに、恥ずかしい……）

　何度かクラークの前でも強制的にいちゃいちゃされたが、素直になるというのは、まだ慣れないことだった。

「……エリオット様。そ、そういうのをたくさん言われると、恥ずかしすぎるのだけれど」

　ペットじゃないのよと訴えて、軽く彼の胸板を押す。

「下を向くな。せっかくの顔が見えない」

「だ、だって、恥ずかしすぎて」

「それくらい俺たちには許されることだ。言葉だって、本音で向き合っているのだから、あきらめてアメリアが慣れろ」

　アメリアの目を自分へと向かせた上で、エリオットが取っている手を持ち上げて婚約指輪へ口づけた。

　惜しみなく愛情を表現してくれるところに、アメリアは好感を覚えている。だから膝の上にも座った。

　何より、そうされていると、愛されているのだという安心感もこみ上げた。

（エリオット様がどんどん来るせいで、変なふうに慣れちゃったのかしら……それとも感化されて？）

　客観的に考えると、やはり恥ずかしくもある。いつだってアメリアの人生の中心で主人公だったのは〝高貴なる令嬢〟のミッシェルだったのに。

　今や、そこにエリオットもいる。

　日々自分の中で、彼の存在が大きくなっているのを感じていた。

「アメリア、俺は君が好きだ」

　彼の声が、背筋から腰まで甘く走り抜ける。

　アメリアの胸は、目の前で落とされた彼の声に甘く震えた。

「……私も、好き」

　どきどきしながら、どうにか素直に答えた。

「俺の声も好きなんだろう？」

「そっ、そうはっきり言ったことあった!?」

「アメリアの体が、そう教えてくる」

　ちゅっと指先にキスをされると同時に、アメリアはかぁっと頬を染めた。

　覚えは、ある。

　二人きりの時、エリオットは愛情表現だと言ってキスをしたり触れてきたりした。ゲームのキャラの中で一番〝盛んな〟彼の愛情表現は、初心なアメリアには、くらくらするほど遠慮がなさすぎて――。

　それでも慣れようとがんばって、付き合っている。

　体は与えられる温もりに従順に反応して、いつも甘く疼うずいた。

「エ……っ、エリオット様のエッチ！」

　思い返しみるみるうちに耳まで真っ赤になったアメリアは、たまらずそう叫ぶなり彼の膝から飛びのいた。

　後ろから聞こえるエリオットの「かわいい反応だな」と言う上に機嫌のいい大笑いから逃れるように、執務室から飛び出した。

「元気ですね」

　事務官たちの仕事を邪魔しない位置で待っていたクラークが、そう言いながら、ランニングの並走のごとくアメリアの隣に続いた。




　教育の方は、これまで習ったことのおさらいも含むので、なんとかなりそうだ。

「――問題は、ミッシェル様のストーキングが難しい、ということね」

　アメリアは、いつも見てきた兄ロバートの真似をして、顎に手をあてて真面目な顔をして考え込む。

　しかし、その隣でクラークは顔面を〝無〟にしていた。

「いえ。問題は近衛騎士隊のサロンにいる、お前です」

　王太子妃教育が始まって二日目、アメリアは近衛騎士隊のサロンに来ていた。

　アメリアは授業より一刻前に王宮に来るなり、クラークが休憩に入ったと聞いて、そのままサロンに足を運んだのだ。

　案内してきた王宮の騎士は、かなり困惑していた。

「なぜここに来ようと思ったのですか。知らせがあれば私が迎えに行きますし、お前が希望すれば貴賓向けの休憩室や談話室も借りられますが」

「ここならクラーク様も休めるでしょう？」

「――まぁ、そうですね。知れた場所の方が休まりやすい。いちいち見られるのは本当にうっとうしいです」

　クラークがティーカップを手に取って喉を潤す。そのテーブルには、急きょアメリアの分も追加されていた。

　イケメンなので、王宮で働く女性たちからも熱い視線を送られているのだ。

　しかし彼は、それをうっとうしいと言い放つ。

（好意を持って見られている、というふうには受け取らないんだなぁ）

　女性嫌い、と言われているだけはある。

　彼が唯一認めた女性は、推しことミッシェルだ。

　会場にどんな美女がいようと顔すら覚えないし、気遣いもしない。取りつく島がないイケメンである。

「おや、何か考え事ですか。それとも糖分不足ですかね。ほら、クッキーをお食べなさい」

「ン。ありがとうございます、クラーク様」

「考えながら食べるから、ほら、くずがついてますよ」

　考えに耽っているアメリアの口元を、クラークがハンカチで拭う。

「あの冷酷騎士隊長が気遣っているぞ……」

「世話を焼いている、だと……!?」

　近衛騎士隊のサロンが、またさらに少しざわついた。

　そんなこと〝高貴なる令嬢〟であるミッシェルのことを考えている二人の耳には入らない。

「しかし、ストーキングが難しいところは私も思っています」

　ハンカチをしまって、彼が腕を組む。

「我々も自由になる時間が限られてしまいましたからね」

「そうなんですよ！　暇になったタイミングで、ミッシェル様は外に行かれたりしていますし」

　昨日を振り返ったアメリアは、ため息をつく。

　授業の後半にあった休憩で兵に尋ねたら、『国賓と急きょ外へ出かけられた』と言われてミッシェルの姿を見ることは叶わなかった。

　妃教育初日を経て、授業の休憩の時間が合わないことが多いとも実感した。

「マティウス王太子殿下は、今朝から外でミッシェル様とご一緒に公務が入っているとか。護衛についたのは第四部隊の隊長で、私の騎士学校の先輩でもあるのですが、つい斬り殺したくなります」

「それは物騒ですね！」

（あっぶない！）

　さらりと語っているが、クラークならやる。

　冷酷で冷徹、というゲームの紹介文は、仕事でも容赦がないところからもきているのだ。

　マティウスは現在、将来のためにも、婚約者になったミッシェルとほとんど行動を共にしている。

　第一王子の護衛たちは、彼女も一緒に守っているのだ。

（前までは、殿下にはクラーク様の部隊がついていることが多かったというけど）

　そう考えて、ふと思う。

「なら、私の護衛騎士に推薦しなかった方がよかったのではないですか？」

　アメリアにつかなければ、妃教育に縛られなかったはずだ。マティウスと一緒にミッシェルも見られただろう。

　すると、クラークが眼鏡越しに冷ややかに見下ろしてきた。

「私以上に、誰がお前の護衛騎士にふさわしいと思っているのですか」

　近くで騎士たちが咳せき込んだ。

　目が合った彼のアッシュブルーの瞳は、ただアメリアを見つめていて、彼女は吸い込まれそうだと思った。

「クラーク様は、嫌だとか思っていないんですか？　全然？」

「そう思っているように見えますか？　お前が感じた通りですよ。鈍さもお馬鹿さもありますが、聡いところもありますからね」

　もしかして、珍しく褒められたのか。

（彼が嫌だと思っていないのなら、いいの）

　ひとまず、かしげた首を元に戻して納得する。クラークが無理をしているのが、アメリアは嫌だから。

「まぁ、そうですね。私から見ると、クラーク様は自分でなければダメだと思っているように見えます」

「その通りですよ。お前ほど予測不能の危なっかしい人物を、私は知りません。目を離すと何をしでかすかわからない」

「ひどい」

　そんなことした覚えはない。

「目を離している間に心配するくらいなら、そばにいて自分が守った方がいい」

　クラークがティーカップを取り、口に運ぶ。

　ショックを受けた直後、アメリアは彼らしい優しさにじーんっとした。

「ん？　なんですか」

「友達なんだなぁ、と思って」

　周りで、気になって仕方がないと言わんばかりに聞き耳を立てていた騎士たちが、一斉にがくーっとしていた。

　クラークが「ふむ」と顎をなでる。

「お前のことだから勘違いもしないとは思っていましたが、友達、少なすぎやしませんか？」

「クラーク様に言われたくありません！　あいたっ」

　図星だったからか、軽く握った拳で頭をコツンとされた。

　エリオットに鷲掴みされた時に比べると、全然痛くない。

（友達、なんだなぁ……）

　アメリアは頭をさすりながら、またしても胸が熱くなってしまった。こんなふうにやり取りできる〝友達〟も、彼が初めてだ。

（クラーク様も、ミッシェル様が最推しなんだもん。がんばろ）

　授業よりも早く来て時間をつくったのは、前から始めていたことを彼と進めるためでもあった。

「ストーキングスポットも、もっと探して開発していかないといけないですね」

　アメリアは、早速メモ帳を取り出した。

　そこに記載された見守りポイントは、二人の努力のたまものだ。

　これから王宮にいる間はクラークが護衛騎士となるので、隙間時間にスポットを探しやすくなるだろう。

「正午前に戻ってくるミッシェル様のご移動であれば、ここから見られそうです」

　横から覗き込んだクラークが、メモ帳に指を差す。

　さすがは近衛騎士隊長だ。護衛指示の場に居合わせているので、もちろん情報だって把握しているのだろう。

「あ、ほんとですか？　それなら食事作法の授業前に間に合いそうですね！」

「それにしても、お前は図面作成の能力が壊滅的ですね。どれ、また私が描きなおしましょう」

「心強いですクラーク様！　ありがとうございますっ！」

「ミッシェル様のことです、当然です」

　クラークが手帳をテーブルに広げ、ペンを走らせていく。

　二人によって、この〝ミッシェル様を見守る会〟第一号のメモ帳の内容は仕上がっているのだ。

　とはいえ聞いていた騎士たちは「なぜストーカー行為について真剣に語り合っているのだろう……」と困惑していた。




　その週の休日前、王宮でパーティーが開かれた。

　第二王子の婚約者として登城したアメリアは、残念だという思いからため息が止まらない。

「どうしてミッシェル様がいないの……」

「その気持ち、よくわかります」

　生真面目にうなずくクラークの近くで、警備中の兵がまたしても困惑の目を向けていた。

　本日は、来訪している近隣国の要人たちとの交流を兼ねたパーティーだった。

　主役は、第二王子と婚約中のアメリアだ。

　社交界で顔を広くするため、懇意にしている大貴族たちへ王妃がわざわざ顔合わせをさせてくれる予定だった。

　ミッシェルとマティウスは、国王と共に王族関係者らと公爵家が持つ王宮で正餐会だ。ここにマティウスたちがいれば、そちらに注目も分散してしまうという配慮もあったのだろう。

　でもアメリアは、ぜひともミッシェルとパーティーを楽しみたかった。

「ミッシェル嬢がいなくて悪かったな」

　ふと声が聞こえた。

　目を向けてみると、そこには口角を引きつらせているエリオットがいた。

　公務が忙しい彼とは、ここで合流予定だった。

　本日の彼は、貴族の間で流行しているおしゃれなジャケットに身を包んでいた。軍服仕様感のないストックタイも、よく似合っている。

「やはり負けている気がする……」

　ときめきを覚えた直後、なぜかため息をつかれてしまった。

「エリオット様？」

「なぁアメリア」

　顔を上げた途端、彼がずいっと迫ってくる。

（ち、近いっ）

　男性の推し顔だ。アメリアは無性にどきどきしてしまった。つい、ボリュームがあるドレスのスカートを両手で握る。

「な、なんでしょうか？」

「一つ確認したい。俺とミッシェル嬢、どっちが――」

「ミッシェル様のことで何か情報が!?　今日、もしかして会えたりするのですか!?　あいたぁっ」

　すばやく彼の手が伸びて、またしても頭を鷲掴みにされてしまった。

「エ、エリオット様っ、この場での頭ガシッはまずいかと！」

「ああ、すまないな。愛おしすぎてつい」

「目が殺気立ってますけど!?」

　まずいと言っているのに、エリオットはぎりぎりと頭を締めつけてくる。

　助けを求めても、クラークは『自業自得です』と言わんばかりに細く息を吐くばかりだ。

（あ。もしかして、またミッシェル様に嫉妬を……？）

　ふと、以前にも言われたことがあったのを思い出す。

　推測に至った途端、アメリアはかぁっと頬を赤くした。うぬぼれだろうかと思ったが、確認せずにいられなくなる。

「……あの、ミッシェル様に焼きもちを焼いちゃった？」

　上目遣いに見つめると、エリオットが固まった。

「えと、私……男性での推しはエリオット様、よ……？」

　恥ずかしがりながら伝える。こしょこしょと愛らしい声で伝えられた直後、エリオットの目元が赤くなった。

「……その『推し』というのは、例のファンか？」

「そ、そうよ」

「男では、俺が初めて？」

「お、男の人の推しなんて生まれて初めてよっ」

　だからアメリアも、時々よくわからないくらいどきどきするのだ。

　思わず恥ずかしさに手を振り払ったら、エリオットの手はあっさりと離れる。

「そうか。俺が初めての『男の人の推し』か」

　つぶやく彼の口元には、笑みが浮かんでいる。

　言葉を繰り返されると恥ずかしいが、なんだか彼はまんざらでもなさそうだ。機嫌がよくなってくれたようでホッとする。

「じゃあ、これで安心してくれた？」

「まぁ、まだまだ不十分だがひとまずのところは。アメリアが、俺のためにわざわざ恥ずかしがりながら申告してくれたし？」

「んなっ」

　エリオットのために恥ずかしがったわけではない。

　彼がミッシェルに嫉妬したのか、確認したくなっただけで――。

（だって、それってすごく『好き』ってことでしょ？）

　誰かと恋をしたことがないせいか、何度だって確かめたくなってしまうのだ。

　でも、そう打ち明けるのは心底恥ずかしい。

　自分が乙女チックであることが、いまだアメリアは慣れないのだ。しかしエリオットは手を緩めてくれない。

「意地悪をしてすまなかった。かわいくて、つい」

　すばやく頬にキスをされた。

　かわいい、そしてキス――アメリアはとうとう真っ赤になった。クラークの視線を感じて咄とっ嗟さにエリオットの腕を引っ張った。

「い、行くわよっ。王妃様を待たせてしまったら大変だもの」

「アメリアからエスコートしてくれるとは、うれしいな。なぁクラーク」

　見せつけるような上機嫌な声がして、耳たぶも熱くなる。

「はい。とても仲睦まじいかと」

「わ、私そんな雰囲気出してないですっ」

「お前の場合、全部顔に出るんです」

「たしかに。意外と全部出るよな」

　エリオットが喉の奥で笑っている。

　掴んでいる腕からもそれが伝わってきて、アメリアは言葉も出なくなる。何やらわかり合っている男たちが憎たらしい。

「それでは、私は離れたところから警護いたしますので」

「ああ、俺の部隊の者たちも近くにいるから問題はないと思うが、この前も話した通り警護にあたっている間はお前に指揮権を与える。騒ぎがあった場合には、俺が指揮に戻る」

　政治をメインで見ている未来の国王と、軍事面から王家に貢献している第二王子。両陛下も兄のマティウスも、とても頼もしく思っていることだろう。

　そんな尊敬できる人が、アメリアを妻に欲しているのだ。

（……彼のためにも、今日はがんばらなくちゃ）

　颯さっ爽そうと離れていったクラークに『また後で』とも言えなかったアメリアは、改めて気を引き締める。

　王妃と合流したのち、エリオットとの挨拶回りがスタートした。

　目的は、第二王子の婚約者として他国の方々にも顔を知ってもらうことだ。話してはすぐに移動、というのが繰り返された。

　マティウスとミッシェルの社交を眺めていたせいだろう。

　このパーティーではやたら軍事方面の者たちの出席が多いことに気づけて、その違いには驚いた。

（そうか。〝未来の国王の弟〟を目的に来訪している者たちもいるんだわ）

　彼らが会おうとしていたのは、元々王太子であるマティウスではなく、エリオットの方なのだ。

　積極的に話しかけてくる男たちを前に、軍事でエリオットが注目されていて、それなりに指揮権も強いことを感じた。

　見慣れない屈強な男を前にした時は緊張したが、伯爵令嬢としてきちんと対応した。

　どのくらい短い会話と移動を繰り返しただろうか。

　やがて王妃が、ようやく足を止めてくれる。

「アメリアさんも、よくがんばりましたわね。次は女性同士のものよ――強い助っ人を呼んでありますから、安心なさって」

　続いて、女性ならではの友好固めのために動くことになった。

　エリオットを帝国の大隊長らのもとに残したのち、王妃がアメリアに紹介したのは、意外な人物だった。

　それはエリオットのいとこ、十五歳のヴァレンティーナ・フォン・アベル公爵令嬢だった。彼と同じく目力の強い金髪の美形で、王妃が管轄する後宮を管理する『白薔薇の会』のリーダーだ。

　今回は、その『白薔薇の会』もアメリアを全面サポートしてくれるという。

　それは王宮内の規律にも貢献している王家公認の会で、王妃に後宮を任された未婚の令嬢たちで構成されている。代々、王族の血族から未婚の女性がとりまとめることが習わしとなっていた。

　会場内にはすでにそのメンバーたちも待機しており、何かあれば何食わぬ顔で談笑に交じってアメリアを助ける手はずになっているようだ。

　王宮でのパーティーを、第一王子と第二王子で分けたのは、つきっきりでサポートすることも考えられてのことであったらしい。

「――というわけで、この先はわたくしが連れ添いますわ」

　王妃が後を頼んで貴婦人らと移動するなり、ヴァレンティーナは金髪を手で払って言ってのけた。

　相変わらず、存在感をすごく引き立てる縦巻きドリルヘアーだ。

「言っておきますけれど、王妃陛下に頼まれたから見てあげるだけであって、わたくしが自分で名乗り出たわけじゃないんだからねっ」

「そ、そうなんですね……」

　説得力がなくて、アメリアは困り顔で微笑みを返した。

　ぷんぷんした様子を装っているが、ヴァレンティーナは頬を上気させて、そわそわしている。

（相変わらずのツンデレだわ……）

　先日、王宮の茶会に呼ばれた時もこんな反応だった。

　ミッシェルの件で関わってから、彼女とも交流が続いていた。初めは白薔薇の会がミッシェルに目くじらを立てているのではないかと、第二王子の侍従のファンクラブから相談があったが、話を聞きにいってみるとそれは誤解だった。

　白薔薇の会は、非公式ながらミッシェルの〝一番の応援者〟だったのだ。アメリアにとっても、王妃が信頼する公爵令嬢はとても心強い味方だ。

　とはいえ、目をつり上げる顔すら美しいそのヴァレンティーナの〝背景〟が気になって仕方がない。

　少し後ろに、彼女の移動を待つ屈強な護衛騎士たちの姿があった。

（……彼ら、後宮の特別サロンでいつも女装している面々なのでは）

　特徴的なその筋肉ムキムキの体格は、彼ら以外に見たことがない。

「ところで、わたくしは昨日もミッシェル様にご同行いたしましたわ」

「えっ、うらやましい！」

　アメリアは、ぎゅんっと視線を戻す。

　すると、ヴァレンティーナが気分よさそうに扇を開いて口元に寄せた。

（あ、その表情。なんかエリオット様に似てるかも）

　得意げなところを見ると、上機嫌に早変わりしたようだ。

「ふふん、あなたならそう言ってくださると思っていましたわ。ええ、わたくしもミッシェル様がご婚約されてから、日々ハッピーでございますの」

「ハッピー……」

　よほどうれしいことであったらしい。

「あのお方に『また明日』と微笑まれて約束をされた時、もう天にも昇る気持ちでしたわ！」

　以前、誤解があって悲しんでいた。それを知っているだけに、アメリアは今の『白薔薇の会』とミッシェルの友好関係のよさもうれしく思っていた。

「ふふ。そうですか、それはよかったです――ンッ」

　ちょっと言葉が詰まってしまった。

　気のせいでなければ、背後から鋭い殺気を感じる。

　すぐ頭に浮かんだのは、自分の護衛騎士になった〝王宮一のミッシェルのやばいファン〟である。

　殺気の先をハッとたどると、人混みの間から見つめるクラークの姿があった。

　彼は、ヴァレンティーナを真っすぐ見ていた。まるで刺客でも見るような目だ。氷の先端のごとく冷たい。

　こんな美少女を、あの男はなんて目で見るんだ。

「さ、さあヴァレンティーナ様っ、まいりましょう！」

　アメリアは、察知される前にと思って彼女の背を押した。同じ最推しを持つ同志とはいえ……嫉妬が怖い、と思った。

　早速、ヴァレンティーナと共に行動開始する。

　覚える人脈も家系も多かった。

　だが、さすがは公爵令嬢だ。ヴァレンティーナは立場としての恥じぬ対応だけでなく、社交界における女性貴族たちの力関係まですべて把握していた。

「これくらいでなければ、王妃陛下の後宮を任せられませんわ」

「同じ年なのにすごいわ……」

　思わず移動の最中に感想を漏らすと、彼女はまたしても扇を口元にあてる。

「おほほほ。あなたの方が早く十六歳になるのですから、がんばらないといけませんわよ」

　ヴァレンティーナは、またしても得意げになった。

　先程の軍事方面の男性たちへの挨拶に続いての、今度は女性同士の社交からの友好関係を構築するとあっては頭の疲労はすさまじい。

（でも……〝未来の妻〟としては、がんばらないとね）

　自分に言い聞かせた時、つい頬が赤くなりそうになった。

　彼の妻として、と、不安もなく考えられるようになったこともうれしい。ヴァレンティーナにバレないよう機敏に次の貴婦人グループと接触する。

（……私、彼に望まれてこの場所にいるんだわ）

　それが、無性にうれしい。

「アメリア様、そろそろお疲れではないかしら？」

「えっ？　いえ、そんなことは」

　やる気に満ちあふれて次々に行い続けていた。ようやくヴァレンティーナにそんなことを言われて、アメリアはきょとんっとする。

　だが立ち止まった途端、赤面もとうに鎮まったはずなのに頬が熱いことに気づいた。

「あれ？　あの、私別に恥ずかしいとかそういうわけではないんです」

　思わず両手で頬を押さえる。するとヴァレンティーナが「強がらなくてもいいですわ」と嘆息した。

「あれから一時間連れ回してしまいましたから、さすがにきついでしょう」

「えぇっ、一時間経ってたの!?」

「だってあなた、ちっとも弱音を吐かずに励むんですもの！　健気で、こっちとしては応えたくなるし応援したくなるでしょう！」

　恥じらった顔で怒られた。がんばりに応えたい想いもあって、彼女も『次』『さあ次に行きますわよ』と連れ回していたらしい。

　素直ではないが、それなりにアメリアのことを認めてくれているようだ。

　向けられている好意がうれしくなる。

「あの、ヴァレンティーナ様……ありがとうございます」

「べ、別に気に入っているとか、そんなんじゃないんだからねっ。ミッシェル様のことでは世話になったし」

　目をつり上げつつも、彼女も恥じらい顔でごにょごにょと言う。

　美少女同士が立ち止まって向かい合っているのを、周りの貴族たちが不思議そうに見ていく。

「と、とにかく、少し休んでいらっしゃいな。わたくしはエリオット殿下の様子を見てきますわ。空いていそうなら向かわせます」

　足早にドリンクコーナーに案内したのち、ヴァレンティーナは彼と同じ金髪を揺らして、人混みの中を進んでいった。

　アメリアは、喉を潤すことにしてアルコールが入っていないドリンクをもらった。

　口にしたところで、喉がからからなのを自覚した。一気に飲み干す。

（ふぅ。結構歩いたのね）

　これまで、あまり社交界に出ていなかったことを思い知った。

　改めてヴァレンティーナを尊敬する。彼女のように、対面と歩き慣れもしていかないといけないだろう。

　ミッシェルだって日々、マティウスと会への出席や移動が続いているのだ。

「――私も、がんばらなくちゃね」

　彼女のことまでサポートするためにも、場数を踏んで体力、精神力を鍛えていく。

　その地道な努力が、将来エリオットの妻として役に立てるだろう。

（エリオット様は、そろそろ都合がつきそうかしら）

　空いたグラスを使用人に預け、その場を後にする。

　待ち合わせ場所などは決めていない。歩き出したものの、さてどうしようかと思った時だった。

「あなたがアメリア嬢？」

　知らない声だ。

　だが振り返ったところで、アメリアは驚いた。そこに立っていたのは、先日のガーデンパーティーにいた紫色の髪をした美男子だったのだ。癖毛で、やんちゃ系な愛想のいい表情をしている。

（み、見れば見るほど外国の人、よね……？）

　今のところ、招かれているのは国賓たちだ。

　早々に失礼をしたのではと勘ぐって、アメリアは血の気が引く。

「……わたくしは、たしかにアメリア・クラレンスですわ。あ、あの、まさか先日のことで、何か」

　言葉もつっかえ、つい恐る恐る指を向けてしまう。

　すると、きょとんとした彼が、ややあって笑い出した。

「あはは、勘違いしないで欲しい。あれは秘密にしてあるよ。面白いことしてるなーって思っただけ」

「はぁ、そうなのですか……」

　意外にも砕けた話し方をする人だ。

（伯爵令嬢である私相手にその話し方だとすると……結構身分が高いのかも？）

　ふと思い至って、余計に胃がきりきりしてきた。

「あの……それで、あなた様はいったい？」

「ああ、ごめん。俺はバゼリリアン王国の第五王子、ルカ・バゼリリアン・ラルド」

「えっ、バゼリリアン王国!?」

　つい最近聞いた名で驚く。

　すると彼が「あれ？」と首をかしげる。

「おかしいな、俺のこと知らない？　王族は全員紫の髪と目で、それ以外は王位継承外とされる風習もあるんだけど。あ、ちなみに『ラルド』がその証。五番目の王家直系ってこと」

　そんなこと言われても、知らないものは知らない。

（『特徴があるからすぐ見分けもつく』って、このことだったのね!?）

　今回の国賓の中で、二番目に偉い来訪者だということは、先日のクラークの話でわかっている。

　まさか目が合った彼が、例の隣国の王族だとは思わなかった。

　兄弟が多いというし、五番目と言っても末席の立場ではないだろう。

（へまをしたら、まずい）

　アメリアの頭に真っ先に浮かんだのは、これ以上の失礼を重ねないように注意することだった。

　相手が美男子だとか、そういうことはどうでもいい。

　彼は、国王の客人だ。エリオットたちに迷惑はかけられない。

「この前のことまで心配に思ってるのか？　大丈夫だって。まぁ、ちょっと気になりはしたけどな。護衛を連れて誰を見ていたんだ？」

　クラークの存在にも気づいていたようだ。

「え、と。友人のミッシェル様が気になって……見守っていたというか？」

「ああ、王太子殿下の婚約相手？　まぁ顔は知っている仲だよな、アメリア嬢は第二王子殿下の婚約者だし？」

　うんうんと相づちは打っているものの、軽く聞き流されているような感じを受ける。

　初対面なのに、知ったような口調がだんだん苦手意識を煽った。マティウスやエリオットとは、だいぶ方向性の違う王子様らしい。

（ちょっと苦手かも……）

　早々に辞退した方がよさそうだ。

「それでは、わたくしはこれで……」

「あ、待てよ。暇なら一緒にケーキとかどう？」

　回れ右をしようとしたら、前に回り込まれて引き留められる。

「女の子ってそういうの好きだろ？　おすすめのお菓子とかあったら、俺に紹介してみない？」

　アメリアはびっくりした。腕に触られなかっただけましだけれど、苦手感がぐんっと増した。

「いえ、ケーキは別に」

「一人なんて寂しいだろ？　俺も君と話したいし」

　まるで決めつけるような言い方に不信感を覚えた。アメリアは本日のパーティーの主役の一人でもあるのに、普通そう思うだろうか？

　アメリアは、エリオットの婚約者だ。

　そもそもここは『彼と共にケーキを食べたりする』と思うのが自然だろう。

「……つい先程、休憩で〝友人〟といったん別れただけですわ。これから待ち合わせの予定もありますので」

「じゃあさ、それまで俺と一緒に待つのはどう？」

「え？」

　すぐに予定があると思わない意外な返しに、目を丸くする。

「そうしたら話せるじゃん」

「あの……これから向かうところですから、残念ながら」

「途中まで歩きながら話すのでもいいし」

　軽口調でも嫌みっぽさはないが、ぐいぐいくるところには違和感も覚えた。なんというか、とにかく離れたい。

「ルカ殿下は、どうしてそんなにお喋りがしたいのですか？」

　じっと見つめると、彼の紫の目が潔白を証明するみたいに輝きを帯びる。

「アメリア嬢とお喋りしたいな～って純粋に思っただけ。俺のことは殿下呼びじゃなくてもいいからさ、気軽に話してよ」

　愛想のいい態度なんて一つも取れていないのに、彼は子供みたいな目でにこにこと笑って提案してくる。

「……どうしてわたくしに？」

「興味があるだけ。あ、それにガーデンパーティーのことが忘れられなくて？」

　そういえばと思い出し、取ってつけたようなニュアンスだった。

（本当かなぁ）

　あまり信用ならないと思った。

　お見合いの時、真っ先に本心を語って契約を持ちかけてきたエリオットの方が、アメリアには全然いい。

（どうしよう。彼、このままついてきたりしないわよね？）

　向かう先なんて決めていないので、つきまとわれたら大変困る。

　その時、見覚えのある二人の騎士が現われた。

「アメリア嬢、殿下がお待ちです」

　それはエリオットが持つ部隊の、あの失礼な軍人二人だった。人込みを抜けてきた途端、並んで立ったので余計に存在感が増す。

（たしか、アルレッドとバイザー、だったわよね）

　班ではなく、二人一組で動いている小隊長コンビだと、後でエリオットに軽く紹介されていた。

「迎えが遅くなってしまい申し訳ございません。喉は潤せましたでしょうか？　待ち合わせ場所まで同行いたします」

「え、ええ、お願いするわ」

　そういうことにするつもりらしい。

　ありがたい。助かったと思いながら、アメリアは彼らと話を合わせた。

「ルカ様、そういうわけですので申し訳ございません」

「いいよ。話せて楽しかった」

　ルカがにこにこと笑って、手を小さく振る。次の話し相手を探しにいくと態度で示すみたいに、向こうへと歩きながら新しいシャンパングラスをもらっていた。

　アメリアは、騎士二人に導かれてその場を離れる。

　あっさりと別れることができて、ほっとした。

（王族の気まぐれ、かしら……？）

　ガーデンパーティーの一件を考えると、本当にただの好奇心だったのか。

　それでも、目が合った時のことを思い返すと、なんとなく腑に落ちないような、もやもやしたものが胸に起こる気がした。

　その時、向こうからエリオットが駆け寄ってくるのが見えた。

「クラークから知らせを受けて部下を先に行かせたが、何かあったのか？　あの紫の髪は、バゼリリアン王国の第五王子だろう」

「いえ、何も」

　咄嗟にそう答えた。

　頭によぎったのは、先程まで完璧な立ち居振る舞いを見せたヴァレンティーナだった。彼女のような婚約者であれば、きっとエリオットを動かさずに済んだ。

　部下をよこしてくれたということは、彼は忙しくてすぐに動けなかったのだ。

（忙しいのに申し訳ないわ……これくらい自分でやらなくちゃ）

　アメリアは、知らずきゅっと手の拳を固くしていた。二人の騎士が目を合わせ、小さく息を吐く。

「あんたらしくないですよ」

「そうそう、堂々としてりゃいいんです」

　どういう意味だと言い返したかったが、彼らはアメリアの背中を押すと、そのまま人の波に紛れてしまった。

「気にするな。クラークへこのことを共有しにいくんだろう」

　そう告げたエリオットが、自分へ視線を戻させて心配そうにうかがってきた。

「さっきは本当に大丈夫だったのか？　第五王子は勉学も兼ねて少し滞在するとは聞いたが――」

「平気よ、急に挨拶をされて驚いただけ」

　笑ってそう答えたが、彼はますます気にしたような顔になる。

　とても困っているようだったと、クラークにでも報告されたのだろうか。そんな表情をさせたかったわけではないのに。

（私が――まだまだ頼りないせいだわ）

　妹をかなり溺愛している兄のロバートに、あまり社交はしてこなかった、だとかいろいろと言われたりしたのだろうか。

　先程までの元気な彼が見たくて、アメリアは無理やり笑ってみせた。

「あたりさわりない会話をした程度よ。問題は何もないわ。それに、もう会わないと思うし」

　だから大丈夫と伝えた。

　エリオットが少し考える。空気を変えることにしたのか、いつも通り笑いかけなおされてアメリアは安心した。

「それなら、休憩で甘いものはどうだ？」

「ぜひ食べたいわ」

「じゃあ決まりだ。おいで」

　甘いものにつられて、アメリアは彼の腕にエスコートを受ける。

　だが、後でエリオットに人前で食べさせられることになるとは、まだまだ学習していなかった。




「――意外だな。警戒させちまったか」

　その様子を観察していたルカは、貴族たちの賑わいの中に言葉を紛れさせた。

　とにかく、彼女に近づかなければならない。

（俺の目的のために）

「『薔薇君の令嬢』という噂通りの美人で、よかったよ」

　彼は次の接触の手を考えるべく、飲みもしないシャンパングラスをテーブルに置くと、つまらないパーティーを後にした。
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　もう会わないと思う。

　そう軽く考えていた先週の自分を殴りたい。

「よく歩くな。好きなのか？」

「運動は好きですが、それが何かっ」

　王宮に到着して早々、アメリアはルカを振りきるように早歩きしていた。

　休みを挟んだ翌週、授業のために王宮に行くとルカに突撃されるようになった。来た時や、帰る時、彼は神出鬼没に現われた。

　連日、この状態だ。とにかく話しかけてくる。

（勉強のための滞在ということは、留学滞在でもあるわけよね？　勉強はしているの？　暇をしているのではないの？）

　昨日なんて、クラークに馬車まで送り届けられたのち、窓を叩かれた。

　なんだろうと思って見てみたところ、彼と代わるようにしてルカがいたのには驚いたものだ。

　相手は隣国の王族なので、仕方なく窓を開けた。しかし勢いよく質問されたので、「ごきげんよう！」とだけ言って閉めたのである。

　普通、馬車に訪ねるなんて、失礼なくらいだ。

（『興味がある』と言っていたのが理由？）

　今日も、待ち伏せていたかのように王宮の建物の出入り口で声をかけられた。

（私が嫌がっているのわかるわよね？　それなのにルカ様が行く先々に現れるんですけど!?）

　とにかく、変だ。この状況はなんなのか。

「運動は健康にいいから、いいよな。うん、俺の国でも運動している美人はモテるよ。君みたいな」

　偶然会ったわりには、よく喋る。そしてよくアメリアを持ち上げもした。

（『美人』？　冗談でしょう？）

　普通は、ここで照れるところなのかもしれない。

　しかしアメリアは、ろくに知らない男性にこんなに褒められることも、こんなふうに話しかけられる経験も他になくておののいていた。

　空気が、もうダメだ。

　とにかく、このやんちゃ系イケメンを振り払いたい。何よりアメリアは、彼のせいでとても悔しい思いをしていた。

（ミッシェル様のさらなる推し活を考えたいところなのにぃ！）

　大変邪魔だ。振りきろうとして早足で歩いても、彼は後ろで好き勝手喋ってきて、ストーキングスポットを発見するための巡回もできない。

　もう会うこともないと答えた手前、エリオットに知られるのも嫌だ。彼に弱音は吐きたくない。

（忙しいものね。私でこの世間知らずっぽいぼんぼん坊ちゃんを、どうにかしないといけないわよねっ）

　そもそも、何が目的なのか？

　ここ連日続いているように、胡乱な目を向けてしまう。

　するとルカが、不意に立ち止まった。身を引くように両手を軽く上げて、一歩後退する。

「今日はここまでだな。じゃあまたな、アメリア嬢」

　向こうからクラークが歩いてくる。

　それを確認して、アメリアは納得した。ルカは、いつもクラークの合流直前に離れていくのだ。

（『またな』、じゃないわ）

　アメリアは、飄々と去っていくルカの後ろ姿をげんなりとして見送る。

「……いったい、どうなっているのかしら？」

「私に尋ねるより、後の集まりで全員から意見を聞いた方が公平かと」

　クラークの言う通りかもしれない。

　まずは授業をがんばるべく、アメリアは彼と共に、本日の講師が待つ勉強場所へと向かった。




　数時間後。

「彼、あなたに『惚の字』なのではないかしら？」

「ほ、『惚の字』!?」

　まさかの単語がヴァレンティーナの口から出て、アメリアはのけぞった。

　授業後、後宮の特別サロン近くの部屋にお茶休憩で集まった。そこには、ミッシェルと活動途中のヴァレンティーナも一緒に足を休めている。

「だって、話を聞くにそういう構図しか浮かばないですわ」

「私としても、その可能性が高いかと」

　ヴァレンティーナが言うなり、クラークが同意する。

「クラーク様もそう思ってたの!?」

　なんであの時に言わなかったのか。

「私一人が言ったところで、お前のことですから笑い飛ばして終わるかと」

「うっ、そう言われたら否定できない……！」

　アメリアは、クラークの隣でテーブルに拳を押しつける。

　彼が紅茶を口に含む直前「否定しましょうよ」と、ジョークなのか本気なのかわからない口調でつぶやいた。

　するとミッシェルが、ふっと顔を上げてきらきらとした笑顔を向ける。

「アメリアは綺麗だからね。婚約者がいるとわかっても、かまって欲しかったのかも知れないよ」

「ミッシェル様の方が女神級のお美しさですうううううう！」

　疲弊しきっていたアメリアは、思わず拝んで心の声を口に出してしまった。

　綺麗だとか美人だとかいう理由は、絶対にあり得ない。

　アメリアは、まぶしいくらいの美男美女の面々を目に収めて思う。黄金の輝きを持った強烈な美少女ヴァレンティーナ、芸術品のような崇高な美しさを持った銀の髪の美女ミッシェル。

　その一方で、そこに唯一加わった男性なのに、まったく違和感がない灰色の髪をした美貌のクラーク。

（ああ、目にまぶしい）

　つい、今度は三人まとめて拝んでしまう。

「じっと見ていたと思ったら、悟ったようなその気持ち悪い笑みはなんですの？」

「いえ、まさに悟りを得た心境です」

　答えたアメリアに、ヴァレンティーナが顔をしかめている。その表情さえも美少女だと思った。

（それにしても『惚の字』、ねぇ……）

　ルカの顔を見たのは、ガーデンパーティーの時が初めてだ。

　後で再会してからよく声をかけられるようになったのだが――隣国の王子に惚れられる可能性なんて、現実的に考えればゼロに思える。

（それに私は……エリオット様以外の男性は目に入らないもの）

　なので、勝手に一目惚れされても困る。

　悪役令嬢だったはずのアメリアを、好きだと言って妻に求めてくれた人だ。

　アメリアは意地悪な顔をしているのに、エリオットはよく『素直さが滲み出ていて愛らしい』と恥ずかしげもなく言う。

　他にそんなふうに言ってくれる男性が現われるなんて――。

（……ない、はずよね？）

　元々ゲームでは悪役令嬢の〝相手〟なんて設定されていなかった。

（婚約者がいるのに、いけない恋をするような要素はこの乙女ゲームには含まれていなかったはずだし……）

　ルカを思い返すに、大人の略奪愛、というイメージを感じない。

「目的は何かしら？」

　つい考え込むと、ヴァレンティーナがいじるのも飽きてきたようで頬杖をつく。

「だから、恋愛よ。いけない恋」

「ヴァレンティーナ様、それはあり得ないですよ。私はこんなんですし」

　アメリアは、即行で笑い飛ばした。

　それを見て、ヴァレンティーナが唖然とする。そばで紅茶を飲んだクラークが「やはり笑い飛ばして終わりにしましたね」と言った。

「……あの堅物で、嫌みっぽいツンツンのエリオット殿下を落としておきながら？」

「お気になさらず」

　クラークがティーカップを置いて、律儀にも口を挟む。

「恋愛でないとお前が感じるのでしたら、そうなのでしょう。そもそも、あんなのは放っておけばいいのです」

　それを聞いたヴァレンティーナが、すばやくクラークの横顔を見た。

「あんなのって言った……」

「ふふふ、クラークは意見する時もはっきりしているよね」

　笑うミッシェルに、ヴァレンティーナはそれでいいのかと悩んでいるような顔だ。

　会話も途中だったが、クラークはそんなミッシェルの笑顔をばっちり視界に収めていた。アメリアもしっかり堪能していた。

「そもそも私たちには、大切なことがあります」

　クラークに意味深に目を合わされて、アメリアはハッと気づく。

「そうだったわ！」

　勢いよく注視されたミッシェルが、「ん？」と優しい声を上げて首をかしげる。

（目の前の、女神！）

　今後のミッシェルを見守り、サポートしていくために、アメリアはがんばろうと計画を立てていたところだ。

　ゆくゆく、王宮内で自由に動ける時間が確保できる日が訪れた時のためにも、今は妃教育のかたわら準備がいる。

「私たちの活動を彼のせいで抑えるなんてっ、もってのほか！」

　アメリアは、がばりと立ち上がって拳を掲げた。

　以前ヴァレンティーナは、アメリアから『推しである』というミッシェルへの熱意を聞いていた。ティーカップを持ち上げた姿勢でうんうんうなずく。

「ふふ、アメリアは元気だねぇ。クラークと二人で何かしているのかい？」

　自分のことを話されているとも思わず、ミッシェルがにこやかに問う。

「いえっ、教育も含めがんばっているところなのです！」

　お気になさらず、とアメリアは手を前に出して言う。

　その令嬢らしからぬ仕草を、ヴァレンティーナがちょっとあきれたように眺める。

　だが、ミッシェルは華麗に気づかなかった上、いっそうきらきらと輝く笑みを浮かべた。

「そうか、がんばってね。クラークがサポートについているから、とても心強いね」

　まぶしい笑顔に、全員が言葉を詰まらせた。

（女神！　素敵！　好きいいぃ！）

　頭の中にたくさん想いがあふれて、止まらなくなる。

　クラークも固まっていた。しかし彼はぎぎぎぎと動いたのち、きりりとした面持ちで胸に手を添えた。

「引き続き、専属護衛としても励みます」

　ここ一番の誇らしげな凛々しい表情だった。

　彼のこんな真っすぐな目は、見たことがない――と、アメリアとヴァレンティーナは後日に言葉を交わすことになる。

「でも、そうすると問題はあの隣国の第五王子ですわね。いかがされるおつもり？」

「あ～……そうでした」

　ヴァレンティーナの言葉に、最近頭を悩ませている人物を思い出す。

　するとクラークが、眼鏡を押し上げつつ目を向けた。

「問題ないでしょう。それに、お前が嫌だというのなら私が協力しますよ」

「これまで私が困っていたのを見ていたのに……あ」

　そうか。危険はない状況だった。

　アメリアは、思い返してハタと気づく。パーティーの時に不快感を覚えた際は、きちんとエリオットを呼んでくれた。

（仕事外のことなのに、ルカ様のことで協力を申し出てくれているんだわ）

　今の彼に与えられている命令は、アメリアの登城後に護衛としてつくこと。危ないと察知したら対応に出ることだ。

「じゃあ……一つ協力してもらっていいですか？　ルカ様が現われそうな時にも、いてもらいたいんです」

「この前も言ったでしょう、私の護衛仕事は、お前の意思が最優先されると」

　クラークが、組んだ足の上で重ねた手の指を叩く。

「お前が望むのならそうしましょう。馬車の到着予定時刻には待機しておきます」

「ありがとうございます！　心強いですクラーク様！」

　思わず両手を向けると、クラークがハイタッチを返してくれた。

　以前、うれしい時に友人同士でするものだと彼に教えていた。

『次にはできるようにしておきます』

　そう言った通り、クラークは今や慣れたように応えてくれるのもうれしい。

「さすがはクラーク様ですっ、頼りにしています！」

「友人なのですから、嫌だと言うなら間に立ちますよ」

　どうやら、それが判断基準でもあるようだ。

「ふふっ、話はまとまった？　私もその『ハイタッチ』とやらに交ぜてもらってもいいかな？」

「もちろんですーっ！」

　ミッシェルが両手を向けてきたので、アメリアは飛びつく勢いで手を伸ばした。クラークもすばやく応えて、テーブル越しに三人が再びハイタッチする。

「なんですの？　それ」

　ヴァレンティーナが顔をしかめる。

「アメリアが言うにはね、とても仲のいい者同士がするものなんだって。絆の確認みたいな？」

「えぇっ、何それうらやましいですわ！　わたくしもミッシェル様とやりたいです！」

　それはそうだろう。彼女はミッシェルが『大好き』なのだから。

　微笑ましく思って、アメリアはクラークと共に彼女たちのハイタッチを見守ることにした。しかし直後、ヴァレンティーナの目が向いてきょとんとする。

「何をボサッとしているのですか。あなたたちはわたくしと仲よくしたくないのっ？」

　叱るように言われて驚いた。

「何よ、その顔は？」

「え？　あ、その、なんか意外で……？」

「馬鹿ね、わたくしは『あなたたちのハイタッチに交ぜて』と伝えたかったのよ」

　目元を赤くしたヴァレンティーナが、照れ隠しのように不機嫌な顔をした。

　友人の、仲間入りに。

　アメリアは察して胸が熱くなった。てっきり協力関係があったから、茶会をしたり話しかけてくれたりしていると思っていた。

「ね。彼女もアメリアと仲よくしたいんだよ」

　ミッシェルが温かく目を細めていた。クラークが小さく息をつく。

「やはり友達のなさがうかがえますね。どう見ても、あれは好意からでしょうに」

「お黙りなさい近衛騎士隊長！　わ、わたくしっ、そ、そんな露骨に好意なんて出してないしっ」

「ヴァレンティーナ様ぁ！」

　アメリアは、我慢できず飛びついた。

「ちょ、いきなり懐くみたいに抱き着いてくるんじゃないわよっ」

「私はダメかな？」

「えっ！　ぜひ！」

　仲良しのスキンシップだと思ったのか、ミッシェルがアメリアの真似をする。ヴァレンティーナは、いたく感激して震えていた。

　クラークが、顎に指を添えて考え込む。

「ヴァレンティーナ嬢、疑問が一つあるのですが。ハイタッチしたいというのは私も含めてでいいのでしょうかね？」

「あなた、そんなにわたくしに触りたくないわけ？　女嫌いもほどほどになさいよ」

　彼女がピキリと青筋を立てた。

　せっかく素直になったところなので、少しはクラークにも女心というかツンデレ心を読んで欲しいなとは思う。でも――。

（うれしいなぁ）

　この世界で、また一人友達が増えた。

　こうして女の子同士わちゃわちゃと触れ合っていると、アメリアは前世の何かを思い出しそうな気がした。

　学校があって、サークルもあって、コミケで縁があった地域も違う人たちとコラボカフェなんかもよく行ったり、友達も多かった前世の『私』――。

　あまり覚えていないのは、どうしてなのだろう。

　またしても、そんなことを考えてしまう。

（それとも〝早く置いてきてしまったこと〟を、後悔するせいかな？）

　またしても、不意に胸がチクリとする。

「アメリア」

　名前を呼ばれて、ハッとさせられた。

　一瞬、前世の記憶の〝何か〟に重なりかけた気がした。ぱっと振り返ると、そこには真顔のクラークがいて、軽く指を向こうへと向けている。

「ヴァレンティーナ嬢がご所望のようです」

「えっ。あ、そうでしたっ」

　いつまで待たせるのと、結局はヴァレンティーナに叱られてしまったけれど――アメリアは、今度は四人でハイタッチをしなおしたのだった。




◆§◆§◆




　その日の夕刻前。

　クラークは王宮の最上階の廊下を歩いていた。そこは王族と軍部上層部など、一部関係者のみが入場を許された場所だ。

　とても静かな所だった。少し前までは気にならなかったが、閉められた窓の向こうを見て、クラークはふと感想を抱く。

「……少々、静かすぎるな」

　そう思ってしまうのは、数時間前まで共にいたアメリアのせいか。

「おー、よく来たな！」

　騒がしい声が聞こえた。つられて目を向けると、マントを揺らして屈強な大男が向かってくる。

「第二王子が結婚次第、お前が近衛騎士隊の総指揮を務めることが確定したとはなぁ。ずいぶん出世したもんだよ」

　クラークが廊下の中央で落ち合ったのは、彼の元指導教官の騎士団長だ。

　彼は、王都に拠点を構える国軍第二騎士団を率いている。軍部を見ている第二王子が緊急時に指揮権を持つのが首都部の第三、第四騎士団。遠方に基地区を持ち、各部隊にとって大隊長枠である第一騎士団とは役割がまた異なり、国王のお膝元にある戦力だ。

　騎士団は国土の安全と、すべての民を守る戦いのための戦士たちだ。王族を守り、貴族の中で選ばれたエリートの近衛騎士隊とは目的が違っていた。

　戦争が発生した場合、真っ先に出撃するのは騎士団の役割だった。国の防衛の要である。

　王都にある第二騎士団については、そのトップは、国王の代わりに戦場で全騎士団を指揮する立ち位置にあった。

　ハワード騎士団長は、国内に置かれた騎士団の中で最多の勲章を持つ男だ。

「あなたと世間話をしに来たのではないのですが」

　クラークが告げると、ハワード騎士団長が残念そうに言う。

「俺を呼び出したのはそっちなのになんて冷たいんだ……お前って奴は近衛騎士隊の副隊長だった時から、ほんとかわいくない……」

「指導していただいた御恩は覚えていますよ。いつか返します」

「その目、そうは見えねぇんだよな～……はぁ」

　大柄な男にため息をつかれても、情なんて誘われない。

（いつものことですが――とはいえ、この目を気にしない者もいるのですよね）

　十五歳の伯爵令嬢、アメリア・クラレンス。

　彼女はクラークの目を見て、感じ取れることがあるみたいに応える時がある。先程もそうだった。

『ありがとうございます！　心強いですクラーク様！』

　提案した彼の目を見て、アメリアは喜びを表現した。勝手にいろいろと解釈するところがある――が、どれもプラスの感情面だ。

　そう真っすぐくみ取れるのは、彼女が優しい人間だからだろうとクラークは思う。

（私は、優しい人ではない）

　周りの意見を耳にするに、たぶんそうだろうと思っている。

　ただ、アメリアと出会ってから、もしかしたら違うのかなとも思えることがある。彼女には『優しく』できている気がした。

　感情面には疎いので、よくわからないことではあった。

　そんなこと、クラークはこれまで気にしたこともなかったのだから。

「ところで、本題の前にいいか？」

「なんでしょう？」

　問われたので目を戻すと、大男なのにハワード騎士団長がもじもじしていた。

　大変気持ちが悪い。クラークは、眼鏡越しの目をぐうっと細める。

「気持ち悪いのでさっさとおっしゃってください」

「おい、それは口に出さないはずの感想じゃないのか？」

「私は正直者なのです。我慢するくらいなら、即発散します」

「あーあーっ、お前はそういう奴だよまったく！　ああ言ったらこう言うんだからなぁ！」

　耳を押さえて頭を振る。

　相変わらず言い分だけでなく、態度もやかましい上官だ。クラークの方こそ、咄嗟に両耳を押さえてしまった。

「そうじゃなくてだな。俺は大変気になっていることがあって……」

「だから、なんです？」

「そのぉ……お前さ、第二王子殿下の婚約者様を、本気で狙っているわけではないよな？」

　ずいぶんお門違いな質問がきた。

「違いますが」

　クラークは元指導教官の目を見て、淡々と即答した。

「……あのさ、救いようのない部下を見る時の目はやめてくれよ」

「なぜそのような質問をされたのか理解できません」

「見下ろして蔑まないでっ」

　ハワード騎士団長が情けない声を上げる。

「部下たちから聞いたんだが……あの冷徹で女性嫌いのお前が、かいがいしく殿下の婚約者様の世話を焼いていたという話でな。いや、俺の部隊からも大丈夫かとちらちら相談がきたというか？　うん、違うのならいいんだ」

　手を振った彼が、その話はいったんしまいにするように表情を引き締めた。

「さて、本題といこう。お前が第一接触を見たという、例のバゼリリアン王国の第五王子のことだ」

　クラークは、聞き流すのをやめて彼に向きなおる。

「調べたが怪しい点はなかった。留学の申請も、正規のルートをきちんと踏んでいる。元々好奇心旺盛でフットワークが軽いのか、アメリア嬢が訪れる時だけでなく、日頃から王宮内のあちらこちらで目撃されている」

「そうですか」

「相変わらずクールだなぁ。なんで調査を頼んだのか理由も俺は知らされていないんだけど？」

　他に何かしら反応が見られると思ったのに、と彼はぼやく。

「まぁ、一回目の接触以降のことを聞くに、護衛騎士になったお前としては少し気になると思う。殿下に知られるのも、時間の問題だろう」

「いえ、そうではなく」

「そうではなく？」

　ハワード騎士団長が眉をひそめる。

　クラークは言葉を切り、少し考え込んだ。

「あの隣国の王族は、男児が圧倒的に多いことでも知られています」

「まぁ、それは俺も知ってるよ。王子が武力と領土を持って、過去には兄弟同士で何度も争って国名がばんばん変わった歴史もある」

「本来〝王位継承者が確定するまで自国から出ない〟のも特徴でした」

「……あ？　そう、だったか？」

　はて、とハワード騎士団長は武骨な顎をなでる。

「あの国の王家の習慣なども昔のように公にはされていない、という点でも気になっています。ですので引き続き調べていただきたい」

　クラークの視線を受け止め、ハワード騎士団長の表情が引き締まる。

「その国の王子が初来訪した上、急きょ接近しているのが怪しいんだな？　わかった、やろう。だが、後でちゃんと詳しく共有してくれよ？」

「私の方の調べ物が済みましたら、その時には、すぐにでも」

　クラークは下を向き、黙り込む。

　彼はたしかなことしか言わない男だ。他人を混乱させる言動を慎む性格を知っていたハワード騎士団長も、尋ねることはやめる。

　話し合いは以上だ。二人が無言のまま別れようとした時――。

「ああ、少々お待ちいただきたい、ハワード騎士団長」

　クラークの方が呼び止めた。

「なんだよ、お前から仕事以外の話を聞かされるのは珍しいな？」

「一つ確認したいことが――あなたの弟子でもあるギリリク隊長、斬り殺してもいいですか？」

　ハワード騎士団長の頬が、ひくっと引きつった。

「……それを俺が許可すると思ってんの？　というか、ギリリク隊長お前になんかしたの？　あいつ、勤勉で真面目でいい奴じゃん」

　彼は困惑を隠しきれなかった。

　知らぬ間に怨みを買っている、ということを当のギリリク隊長もいまだ知らないでいた。










三章　アメリアと隣国の第五王子




　翌日。

　前日とは違い、アメリアは前向きな気持ちで王宮から来た迎えの馬車に乗った。

（ミッシェル様たちとの集まりで、クラーク様ともルカ様の件を話せて、協力してくれることになったし。早速、ミッシェル様のことで行動を起こすわよー！）

　アメリアの目的は、最推しである〝高貴なる令嬢〟ミッシェルの幸せだ。

　そして、それを全力で眺めて愛でることである。

「ほら、社交はヴァレンティーナ様たち『白薔薇の会』が全面バックアップして、近づく人も徹底してチェックしてくれているし。その上、みんなが布教活動まで手伝ってくれていて安心でしょ？」

　王宮に到着すると、約束通りクラークがいて下車と同時に合流した。王宮の建物に向かって歩きながら、アメリアは考えを同志に話す。

　彼はいつも、推しへの想いを聞いてくれる。

　だから、安心して考えを述べることができた。

「そこでっ、まずは今の私たちができることに活動をしぼってみることにしました！」

　彼女は得意げに胸へ手を置く。

　ぜひ聞いて欲しいと言わんばかりの表情を見下ろし、クラークは「いいでしょう、続きを」と促した。

「まず私たちは、妃教育でなかなか時間が取れません。そこで第一の推し活は、『ミッシェル様がどれほど素敵か、みんなにわかってもらうための活動』をしたいと思います！」

「さすがお前です。自分が第二王子殿下の婚約者であることを棚に上げて、ミッシェル様の顔を知ってもらうためだけの活動に集中しようとは」

　だが異論はないようだ。クラークは小さく拍手していた。

　はじめから彼が同行してくれたおかげか、教室まで大回りしてストーキングスポットの開発を進める道中も、ルカは現れなかった。

（よしよし、邪魔されずに済みそうね！）




　授業が始まると、場所を移動しつつ各授業へ真剣に取り組んだ。

　そして授業後、アメリアが護衛のクラークと共に向かったのは帰りの馬車――ではなく、貴族サロンだ。

（話の中に、それとなくミッシェル様のよさを盛り込んでいくのよ！）

　推し活へ乗り出したアメリアは、授業後とは思えない元気さでサロンの入り口をくぐった。

　そこには、ゆっくりと時間を楽しむ貴族たちの談笑の光景があった。

　これからすることは、貴族らと友好関係を築くべくがんばっているミッシェルの助けになれるだろう。

『白薔薇の会』だけでなく、各ファンクラブも尽力していると聞く。

　アメリアも、授業で忙しいと言い訳せずがんばらねば！

「お前が意外にも社交術に長けていることはわかっているので、ここだけは安心して任せられますね」

「ここだけって、どういうことですか？」

　見上げて尋ねると、クラークは顎に手を置いた。

「――お前の行動は予想しかねますので」

「それどういう意味!?」

「ただ、まぁ、コレもまた想定外に目立ちそうなので、うまく使えば談笑に入るネタとしては使えそうですが。かえって説明などが面倒な気もします」

　クラークの目が、アメリアと自分の後ろへ向く。

（ああ、たしかに……）

　現実だと思いたくなくて、しばらく目をそらしていた。しかしやる気が落ちてたまるものかという思いで、嫌々ながら再び確認する。

　そこには、後をついてくるルカの姿があった。

　異国の王族衣装、紫色の髪という特徴もあってかなり目立っている。散歩で来たことがあるという彼は、物珍しさも七割減で辺りを見回していた。

「まさか本当についてくるなんて……」

　思わずつぶやくと、ルカが「ん？」と言って目を合わせてきた。

「あ、ようやく『用事関係の話』は終わった？」

「今のは別に用事関係の打ち合わせでは……」

　興味がないことには、耳を傾けることもしない人なのかな、とアメリアは不思議に思う。

「だって、アメリア嬢が行くと言って『じゃあ俺も』って言ったじゃん」

「私たち、ここには用があって来たとも言いましたわ」

　もう彼相手に『わたくし』と言うのも疲れてしまった。

　先程、本人からまたしても『堅苦しくなくていいよー』という感じのことを言われたので、甘んじることにする。

「邪魔はしないからさ、同行させてよ。暇になったら俺とお喋りして」

　一人称の変化はやはり気にもせず、彼がにっこりと笑って自分を指差した。

「私はお喋りに時間を割くつもりはありませんけど。忙しいのです」

「婚約者としての社交？　ふうん、大変だね」

　そのへんも興味がなさそうだ。

　こうして、ルカがここにいるのは想定外のことだった。最後の授業が終わって通路を出た先で、声をかけられたのだ。

　クラークを連れているのに、接触されるとは思っていなかったから驚いた。

（どうやら待っていたらしいのよね……）

　人の出入りを制限していた警備の男たちも、鼻歌を歌っているルカの『待機』には戸惑っていたようだった。

「朝話せなかったんだから、少しくらいお喋りのタイミングを見つけてもいいだろ？」

「……ん？　ということは、私が来た時も見える場所にいたんですか？」

　まさかと思って振り返ると、彼がすぐ答える。

「そうだよ？　その護衛騎士が出迎えてたから、いったん見送ったんだ」

　なのになぜ、今来たのか。

　アメリアがそう思っていると、彼よりも高い位置にある顔に視線を受け止めたクラークが、「ほぉ」と単調な声を漏らした。

「つまりあなた様は、私がいるので様子見することにした、と。それでは、どうして今はいらしたのですか？」

　ナイスな質問だ、さすがはクラークである。

「しばらく護衛がそばから離れないのかなと推測したから、突撃することにした」

「だからなぜ突撃してくるの」

　意味がわからない。

　思わずアメリアが指摘すると、ルカが「あっ」と口を塞いだ。どうやら、それは口にする予定ではなかったようだ。焦っている。

「……この人、意外とアホなのかしら」

「アホなのでしょう」

　クラークが早々に見切った様子でうなずく。

「おいこら聞こえてるぞっ、騎士の癖に馬鹿って言うなっ」

「私は『アホ』と言ったのです。ちなみに私の護衛は第二王子殿下の命令ですので、そこは念頭に置いていただきたい――それで？　あなたの目的は？」

　クラークがズバッと尋ねる。

　第二王子の命令、というのがきいたらしい。

　あえて詳細を語らなかったが、『ある程度の行動と判断の権限を与えられている』とくんだのか、ルカが苦しげに言葉を詰まらせた。

「あのさ、そう睨むなよ。俺は、その、興味があるからアメリア嬢と仲よくなりたいだけだって」

「そんなふうには思えないのだけれど……」

「まぁいいでしょう、我々は残りの時間が限られていますからね。あなたの言い分はわかりました」

　クラークがアメリアを止め、一歩ルカの前に出て見下ろす。

「ちなみに、私は睨んでいません」

「えっ、これで地顔!?　あんた美形なのに損してるって言われねぇ!?」

　ずいぶん思ったことをはっきり言う人だ。

（……意外と正直者？）

　アメリアは、先程の反応を思い返す。

　とはいえクラークが言った通り、時間は有限だ。ルカの動向は気になるが、仕方なく貴族サロンにそのまま突入する。

「それにしてもルカ様。クラーク様がいるのに本当についてくるんですか？」

「エリオット殿下任命の専属護衛のこと？　ただの護衛だろ、いてもいなくても問題ないし」

　正論ではあるが、この国の第二王子の婚約者につきまとうのは問題だ。

　それをルカはまったく配慮していない。というより、彼は婚約者であることを知っていながらつきまとっているとアメリアは感じた。

（警戒は、していた方がいいかもしれないわね…‥）

　今、他国の王族と波風を立てるのはよくない。それにアメリアは、第二王子であるエリオットの婚約者だ。

　少し前まで、婚約破棄されると思って投げやりだった。

　けれど、今は違う。

　彼と無事に結婚までいきたいと思うし、この先の未来でも、エリオットをパートナーとして支えたいと思っている。

（『王子様』は彼やマティウス殿下みたいに、高い教育も受けて賢い人が多いイメージがあったのだけれど……五番目という立場のせいかしら？）

　アメリアは、サロン内を進みながらちらりとルカを見上げる。

　すると視線を察知したのか、彼がばちっと視線を返してきた。

「俺、アメリア嬢と話したいんだ。向こうで座って話さない？」

　上目遣いに見たことを、友好と勝手に取られてしまったのか。一割増の笑顔と共に気軽に誘われて、アメリアはむっとする。

「婚約者でもないのに、そんなことしませんわ」

「隣はダメ？　残念だな。なら、向かい側に座るよ」

　異性と二人の相席自体がよろしくない。

　そうわかっていながら誘っているルカに、アメリアは胸がざわざわした。

「私が見ている前で、そんなことはさせられませんが」

　顎をなでつつ、彼を見下ろしてクラークが言う。

「ああ、やっぱり止める？　ふうん、エリオット殿下からよこされてる護衛だもんな？」

　ルカは光が見えたような笑みを浮かべた。

　普通、反応が逆な気がする。婚約者が心配して護衛をつけた、と勘ぐった上でなぜ笑うのか？

　やはり、アメリアはなんだかもやもやした。

「私が二人きりで座る場合は、相手はエリオット様だけですわ」

　ぴしゃりと告げた。苛々して、チェリーピンクの髪を手で払い、毅然と前を向いて歩く速度を上げる。

「それに、あなた様とそんなことをしている暇はありません。ついてくるのなら、勝手にすればいいですわ――そう、私たちには使命があるのです！」

「は……？」

　ルカが「使命？」とつぶやく。

　口にしたら、推しの存在のおかげで胸の居心地の悪さも押し出された。そうだ、アメリアは彼にかまっている場合ではないのだ。

　堂々と前を見すえる彼女の横に、クラークが並んだ。

「その通りです。心の準備はいいですか？」

「ばっちりです！　サポートは任せましたからねっ」

「任せなさい。お前が話す際に、完璧にあのお方に華を添えます」

　アメリアが前を向いたまま片手を上げると、そこにクラークが軽く掌てのひらを押しつけ返した。

　ハイタッチ、片手バージョンだ。

（よし、やるわよ――）

　地道な推し活、開始だ。

「ちょ、待てよっ。俺も付き合うに決まってるだろっ」

　振り返りもしないアメリアとクラークを、ルカが慌てて追いかけた。




　しばらく貴族サロンを歩き回り、ようやく入り口まで戻る。

　アメリアの行動がようやく止まったところで、ルカがローテンションな声をひっそりと上げた。

「……なぁ、さっきから何してんの？　ミッシェル嬢の社交の代行？」

　飽きたか、移動続きで疲れたと言わんばかりの顔をしている。

「代行、ではありませんけれど。ミッシェル様関連だとよく気づきましたわね」

「さっきからミッシェル嬢の名前と話題が繰り返し出てるから、さすがにわかるよ」

　指摘されて、たしかにと気づく。

「もう話す貴族はいないよな？　というか、ここで談笑しているグループを全部回ったとか信じられねぇ……しかもミッシェル嬢の話題ばかり」

　ルカが膝に手をあて、王侯貴族らしくない仕草でため息をついた。

　貴族サロンにいた者たちに、どこかのグループを贔屓ひいきしていると思わせることなく平等な時間で言葉を交わした。

　アメリアのその社交力には、クラークも褒めていた。そして休むことなく貴族たちの間を渡り歩き、今、出発地点の出入り口まで戻ってきたところだ。

「足くたびれた、面白くない……」

「なら、途中で辞退すればよかったではありませんか」

　アメリアがルカを相手にする暇などなかったせいで、隣国から来ている王子ということもあって、ルカも談笑の巻きぞえを食らっていた。

　てっきり、アメリアは彼が退場すると思っていたのだけれど――。

「それは嫌だ」

　ルカが急に背筋を伸ばして、またしても引き締まった表情でそう言った。

（できれば、もう帰って欲しいなぁ……）

　その気がないようだとわかって、アメリアは悔しいやらうっとうしいやらと考えてしまう。

　するとクラークが、彼に追い打ちをかけるように言った。

「これだけでくたびれられても困ります」

「そうよ、ルカ様。なぜなら次があります――さっ、クラーク様行きましょう！」

　アメリアの合図と同時に、クラークも歩き出す。

　それを見てルカが飛び上がった。慌てて二人を追う。

「えぇっ！　休憩もせず、今度は何をするんだよ!?」

「別についてこなくていいですわよ」

「そうです。貴殿は関係がない」

　二人はスタスタと歩く。

「こ、ここまで付き合ったんだから、ついていくに決まってんだろっ」

　負けん気に火でもついたみたいに、ルカが後を追ってきた。

　王子なのに、『失礼だぞ』だとか『無礼だぞ』と非難しない。二人に追いつくと、並んで進行方向に続く。

（……根は悪くない、のかな？）

　アメリアの目には少し、不思議に映った。

　それから、王宮内をクラークの案内で無駄なく移動した。

　そののち三人の姿は、中庭を囲む廊下にあった。

　アメリアは廊下沿いに置かれている観賞用の植物の陰にクラークと身を隠し、庭の方を覗き込んでいる。

　そこは『ミッシェル見守り用』として、新たに発掘したストーキングスポットだ。

　二人は身を潜め、ただひたすらじっと真面目な顔で向こうを見つめる。

「……なぁ、あんたらって、ミッシェル嬢の友人とか味方？　なんじゃねぇの。なんでこっそり見てるわけ？」

　二人に付き合って隠れているルカが、ようやく疑問の声を上げる。

　中庭には、次の場所へ向かいがてら歩いているミッシェルとマティウスの姿があった。ゆっくりと歩きながら、談笑を楽しんでいる。

　もちろん警備は万全だ。

　周りに配置された騎士たちは、急にやって来たクラークの方をできるだけ見ないようにしている。

「私たちの知らないプライベートなミッシェル様を眺めることもっ、生きがいなのです！」

　アメリアは興奮した顔を向けて、手をぶんぶん上下に振る。

「……よくわからねぇなぁ」

　クラークがうなずくのを見たものの、ルカがゆっくり首をひねりなおす。

「ほら、警備の人たちも困惑しきってんじゃん」

　やはり口調は王族らしくない。

　廊下側にいる騎士たちが、ルカの言葉に対してひそかにうなずいている。皆ルカに向けて、唯一の常識人、と言わんばかりの眼差しを送っていた。

　だが、アメリアの次の言葉で、彼らは希望を打ち砕かれたような顔になる。

「何を言っているんですか。今はジョークを挟む場合ではないのですっ」

「いや、俺、ジョークじゃなく――」

「しっ、ここは集中しないと！」

　黙ってと仕草で伝え、アメリアはすばやく目を戻した。

　ミッシェルは気疲れをしている様子もなくて安心した。マティウスと話している表情は、明るい。

　いや、頬はまさに桃色である。

（あああああっ、活動が楽しくて仕方がないって顔をしていらっしゃる！）

　彼と一緒にいること自体がうれしいのだ。

　共にがんばれていることも、先日の言葉通りミッシェルには楽しさしかないとわかる。

（健気！　乙女！　好きっ！）

　アメリアは、ミッシェルの姿が植物の向こうに隠れてしまったところで、両目を押さえて天を仰いだ。ルカがびくっとする。

「な、なんだよいきなり――ってお前もかよ！」

　続いてクラークが眼鏡を外し、目頭を手で押さえて顔を上へ向けた。

「クラーク様、見ていましたか今の」

「『私は大丈夫』と答えたミッシェル様が、指先を合わせていたのが最高でした」

「恋する乙女の表情が素敵すぎますよねっ」

　感想を伝え合った二人は、同時にうっとりとため息を漏らす。

「だから、なんなんだよお前らは!?」

　ルカががばりとアメリアとクラークの方に目を向ける。一人だけ置いてけぼりにされて嫌なのか、理解できるように説明しろだのとうるさい。

「いえっ、こうしてはいられないわ！」

　アメリアは彼の声を聞き流した上で、興奮のままに立ち上がった。

「今度は、新たなストーキングスポットの探索！」

　こうして、見守れる場所をもっと増やすのだ。そして、もっと今の幸せいっぱいなミッシェルを見たい。

　中庭から廊下へ上がったアメリアとクラークに続きながら、ルカが目をむく。

「ストーキング!?　何それ、こわっ。いったい何をしているんだよ!?」

「見守りの会ですわ」

「何真っすぐな目で『正当です』みたいに主張してんだ。今、ストーカーまがいなこと言ったばかりだけど!?」

　彼こそ、いったい何を言っているのだ。

　これは女神の幸せを見守る一環だ。

　危険あれば身を挺してお守りするし、彼女が困ったなら、いち早く対処できるための崇高な行動なのだ。

　最推しの〝高貴なる令嬢〟を、この目に収めたい。

　アメリアはその欲を、堂々と正当化する。

「お前の言う通りです。それは早く完成を進めるべき案件です」

「ストーキングスポットだぞ!?　お前ら、何かまずいものを作ってるのか？　刺客かスパイだったりするのか!?」

　混乱しているルカと同じく、聞き耳を立てている警備の者たちも、迷宮に突き落とされたような顔をしている。

「なんでそこで『刺客』が出てくるのですか。物騒ですね」

　アメリアは、今度のジョークには笑ってあげた。

　するとルカが、これまでにない慌てっぷりを見せた。

「あ、いや、別に俺は――」

「馬車に乗る予定の時間を遅らせられるのは、一時間なんです。それまでがタイムリミットだから急がないとっ」

　アメリアはスカートを持ち上げ、廊下を疾走した。

「――って、また行くのかよおおおお!?」

　彼女にクラークが続く。ルカがいろいろと文句を言いながら、廊下に声を響かせて二人を追った。

「というかっ、行動力ありすぎねぇかっ」

「彼女はいつもこうですよ。体力がないと思いきや、推し活になると底力を見せます」

「その『おしかつ』ってなんだよ!?」

　ルカが目を向けたが、クラークは涼しげに聞き流した。

　人の目につく通路に出たところで、アメリアはいったんスカートから手を離した。手帳の内容を思い起こす。

「クラーク様、西側の四本目の塔の近くはまだでしたよね？」

「貴族はなかなか行かない場所ですからね。しかし、見ておいて損はないでしょう。見張り台に行くまでの間に、外通路が少し見える場所もありますから」

「どこの外通路が見られるのか、興味がありますねっ」

　後でルカがいない時にメモしておこう、とアメリアは思った。

　軍の見張り台がある棟部分に近いので、貴族の通行は減っていた。周りを気にするようにルカがきょろきょろする。

「……あのさ。俺、あんま人のいない暗いところに行くのは、ちょっと」

　歩く軍人の姿もなくなってしまった時、ふと小さな声が上がった。

「はい？」

　振り返ると、忙せわしなく辺りを観察しているルカがいた。

　どこでも好き勝手歩いているのだろうと思っていたから、少し意外だった。

（……このあたりは初めて来たのかしら？）

　クラークも、通路はほとんど軍人が使っていると言っていたから、そうなのかもしれない。

「そんなに暗くもないですわよ。窓が少し小さいだけですわ」

「閉まっていたらさ、声だって外には聞こえないだろ？」

　ルカがごにょごにょと続ける。その目は、相変わらずアメリアではなく周囲を忙しなく見ていた。

（なんか……意外かも？）

　アメリアは、赤い目を丸くして彼を見上げた。

　歩きながら、クラークも顎をなでてその様子を観察している。

「おや。ルカ殿下は、女性を連れ込むのさえできないお方ですか？」

「そっ、そういう意味じゃなくて！　いや、俺だってしようと思えば……って何言わせんだこの騎士！」

　ルカが頬を染めて怒った。

（女性である私のそばで何を言っているのか……）

　連れ込まれそうになったら即ぶん殴るけど、とアメリアはルカに思った。彼にされることを想像したら、エリオットと違って嫌悪感しかない。

（でも……殿下、害はないのかなぁ）

　どこか人がいないところで二人きりになるだとか、そういうことはまったく考えていなかったようだ。

　年齢的にいえば、エリオットや兄のロバートとほぼ同じくらいだろう。

　それなのに、人の気配がないところはまだ子供みたいに怖く感じるのか。それもちょっと不思議だとアメリアは思った。
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　少し前、アメリアが推し活を実行すべく貴族サロンへ向けて出発した後、エリオットはまたしても授業部屋を訪ねていた。

「アメリアはいるか？」

　予定されていた最後の教室に顔を出した彼を見て、マナーの講師が非常に申し訳なさそうな顔をする。

　それを確認し、エリオットは回答を察してしまった。

「アメリア嬢でしたら、先程帰られましたけれど……」

「そうか」

　早い。

　つい、ため息をこらえるべく口を閉じる。

（終わってまだ数分のはずだが？）

　同じ王宮内にいるのに、会えないのは寂しい。少しでも顔が見られないだろうかと期待して、立ち寄るようにしている。

　しかし、毎回のごとくアメリアはつかまらなかった。

（この前は休憩で、今日はまた『先に帰った』、か）

　行動力がありすぎるだろう。

　いったい何をしているのか。いやだいたいは想像がつく――運が悪いというか、縁のなさを覚えてとうとうため息がこぼれ落ちた。

「あの、殿下、よろしければ次からアメリア嬢に待ってもらうよう伝えておきましょうか？」

「いや、大丈夫だ。邪魔をしたな、気をつけて帰るといい」

　エリオットがほんの少し口元を引き上げると、すでに子も巣立っているマナーの講師が頬を染める。

　退出すると、見送られる熱い視線を背中に感じた。このようなことがあるたび自身の容姿の美しさを再認識するのだが――エリオットは虚しくなる。

（アメリアには、外見だけでは通じない）

　どの女性も、微笑まずとも好感を抱いて、目で追いかけてくれたりする。

　けれど、アメリアは違う。

　見合いの席で顔合わせをした時、ただ仕事の話でも聞くみたいに向かい側に座っていた。

　アメリアにとって、夢中になれるのは見かけだけではないのだ。エリオットだって、押しに押してようやく男性として意識してもらえた。

「――そこも、好きなんだけどな」

　意識せず、口からぽろりと言葉がこぼれ落ちた。

　その瞬間にカッと顔が熱くなった。自覚して即、彼は「くそっ」と頬を手の甲で拭う。

　好きすぎるのは、エリオットの方だ。

　毎日でも会いたいし、触れることが許されるようになった彼女に触りたい――。

（のに、どこに行っているのか）

　後になってようやく、この顔と声も彼女の好みになりだしていると知った。アメリアがどんな女性なのかわかった後だったから、余計にうれしかった。

　格好をつけたいと思って、普段以上に髪型や衣装に気をつけている。そんなこと、エリオットはこれまでの人生で初めての経験でもあった。

　今日も、ここへ来る前にすれ違ったメイドに確認してしまった。

『どうだ、変なところはないか？』

　彼女たちは目を丸くして、それから微笑んだ。

『いつも通り、とても素敵でございますよ』

　温かな眼差しを向けられた時、自分が何をしているのかわかって頬が赤くなりそうになった。

（この俺が、不安になって誰かに見目を確認させるなど）

　それにしても、アメリアだ。

　エリオットは無理やり考えを戻す。これから角を曲がった先の廊下には、人の目がある。赤面も百面相も晒さらしたくない。

「暴走防止も兼ねてクラークを護衛につけたはずなんだが……より行動範囲を広げる結果になっただけか？」

　ストッパーにならないな、と苦々しく思う。

　アメリアから結婚に前向きな返事をもらえて、喜びのあまり失念していた。あの二人が〝猛烈なファン〟であるところを考えるべきだった。

　クラークほどの立場となると、一般的なクラスの護衛騎士に比べて、行動の融通はかなりきく。

（ミッシェル嬢の様子を見にいったとしても、管轄は近衛騎士部隊――クラークの権限が及ぶ）

　心強い男であるのだが、余計にアメリアの行動を助ける結果になっていないか。

　今になって、ちらりと不安が頭をよぎる。

　エリオットとしては、バゼリリアン王国の第五王子が接触しているのも気になっていた。

　バゼリリアン王国は、隣国の一つとして国土が接している強大国である。

　自国の独自文化が強く根づき、頻繁な友好は、反対側の大陸部の同系統の軍隊国家に限られる、という特徴も持っていた。

　だから今回、そこから第五王子が王家の代表だと来訪してきたことは、父である国王たちも喜んでいた。次世代では、もしかしたら氷が溶けるように友好な国交が生まれるのではないか、と。

（――そのためにアメリアを差し出せと言われたら、俺は、たとえ父だろうが容赦しないがな）

　エリオットは、手に固い拳を作った。

　通行制限が解除された廊下で、すれ違った高官たちがぴりりとした気配を感じ取ったのか、声を潜めて彼を見送る。

　バゼリリアン王国の貴族の結婚事情についても、文化的な風習が強い、という情報だけはあった。

　詰まるところ、家同士が子の結婚を決める政略結婚が一般的なのだろう。

　王族は、正室の他に側室を迎える。

　王が即位時に未婚だった時には『美姫と思う令嬢を』と国に知らせが出され、後宮に面接審査のため大勢の令嬢たちが列をなした――とは、エリオットも話には聞いていた。

　まさかとは思うが、すでに婚約が決まった令嬢を、上の身分の者が横取りできてしまう制度がその国にはある、とは思いたくない。

　ルカは十七歳だ。

　アメリアとは、エリオットよりも一歳分年齢も近い。

　あの大国で、上から五番目の王位継承者だ。さすがにそれほど国交もない他国で、婚約者がいる令嬢を本気で求めることはない、とは思うのだが――。

「おや、殿下？　ここで会うのは珍しいですね」

　その時、知った声が聞こえて顔を上げた。

　知る者の中で、臆せず軽い調子で話しかけてくる人物は一人しかいない。

　目に留めた男は、予想通りアメリアの兄であるロバート・クラレンスだった。

　アメリアと婚約した後、異動を〝自分から〟申し出てエリオットの部下になった男である。

　妹に対し、かなりの溺愛ぶりだ。外見だけ無駄にいいものだから、知らない者には好感しか覚えられていないという得をしている。

　柔和な笑みを返してきた彼を、エリオットはふと観察した。

「――そうか。美形を見慣れているのか」

「はい？」

　思えば、アメリアは女性たちにかなり騒がれているクラークも平気だった。

　ロバートは、黙っていれば女性たちが黄色い声を上げるイケメンだ。喧嘩も知らないような愛嬌を感じる眼差しは、年下の令息たちも『あのような紳士になりたい』と憧れている者が多いと聞く。

（まぁ、家では少し違っているようだが）

　アメリアと話す時間を持つようにしているエリオットは、その際に、ロバートがじかに芝生へ座ると聞いて意外に思ったものだった。

「いや、なんでもない。気にするな。ああ、ところでアメリアのことで少し聞きたいことがある」

「なんでしょうか？」

　すぐロバートの目が輝く。

　仕事の命令をした時にも、これくらい前向きに取り組んでくれたら――いや、今はそんなこと思うまい。

　エリオットは時間を無駄にしない方向で、現状について手短に説明した。

「はぁ。授業の合間も後もなかなか見かけない、と」

　話を聞いたロバートが、抱えていた書類を脇に置いて「うーん」と考える。癖のある、目立つチェリーピンクの前髪がさらりと目元にかかっていた。

「何か知っているか？」

「そうですねぇ……あ、そういえば家でも忙しくしていますね。活動が忙しい、とかなんとか？」

　やはり〝ファン活動〟か。

　エリオットは頭が痛くなる。ロバートにとっては、さぞ愉快な状況だろう。彼の妹への溺愛っぷりは、かなり知られている。

　だがロバートは、自分が勝ったというようなことは言ってこなかった。

「妹が楽しそうなのは、何よりです」

　廊下の向こうの出窓の、明るい日差しを眺めて目を細める。

　彼の判断基準が、よくわからない。

（妹に相手にされないとか、そういうことは今はいいのか？）

　兄というのは、そういうものなのだろうかとエリオットは首をひねる。

「あ、そうだ。お戻りになるのなら、僕が途中まで付き合いますよ」

「進行方向は違うようだが」

「あはは、別ルートから行くのも楽しいもんです。殿下もお一人では寂しいでしょう」

　寂しい、か。

　エリオットは言われ慣れない言葉を、心の中で繰り返す。こんなふうに気軽に誘ってくる男というのも、なかなかいない。

「殿下？」

「わかった。途中まで付き合え」

「かしこまりました。喜んで」

　ロバートが隣に並び、来た道を戻るようにエリオットと歩き出す。

　これまでたくさんの貴族を見てきたが、エリオットにとって、ロバートは不思議な気配がする男でもあった。

　友好的で、王族相手だろうが同行提案も平気でする。

（友達づくりがうまくできなかったアメリアにとって、唯一の味方だった兄、か）

　交友関係もかなり幅広いが、妹への時間だけは削らなかったと聞く。

「一ついいか。俺には兄しかいないからわからないんだが、下の者、というのはどういう感じなんだ？」

　歩きながら、ついでに尋ねてみた。

　突然振られた話題であるのに、ロバートは嫌がるそぶり一つ見せず考える。

「そうですねぇ。守りたくなる存在です」

「守る、か」

「僕の場合は、ですが。よそのことなんて知りませんし」

　鼻歌でも交えるような口調で彼が言う。

　その赤薔薇色の瞳は、前を見ていた。よその意見など知る気もない、という朗らかな顔だ。

　そこがロバートの尊敬するところでもあった。

　彼は周りの噂に左右されることなく、ただまっすぐ〝自分の目で見て、自分なりに真実を判断する〟節があった。

「生まれた時には決めていたんです。『この子は、僕のすべてを懸けて守ろう、愛そう』って」

　ロバートが、自分の大きな手を見る。

　妹馬鹿だと言えなくなりそうだな、とエリオットは思ってしまった。

　アメリアを思い出しているであろうロバートの目は、家族として心から愛している者の眼差しをしていた。

「――そうか。アメリアが生まれた時、お前はまだ四歳くらいだったろう。すごいことだな」

　十五年と数ヶ月、ずっとそばにいて見てきた。

　その愛情の深さは、今のエリオットではまだかなうはずもないと痛感させられた気分だった。

「そうですね。僕も、どうしてか運命のようなものを感じてしまって、不思議ではありました」

「アメリアが生まれた時か？」

「はい。母に『抱っこしてみて』と言われて、この腕にやわらかな重みを感じた瞬間、なんだかとても懐かしいようで、とても愛おしくて――〝俺〟は今度こそ、あの子の花嫁姿を見たい」

　俺、と彼が言うのが聞こえた。

　独り言のようなつぶやきに、エリオットはつられて目を向ける。

「守ってやると決めていたんです。〝俺〟はあの子の兄だから……そう、兄だったのに俺は……」

　赤薔薇色の瞳の雰囲気が、ゆっくり変化しているように感じた。目め眩まいでも起こすのではないかと感じて、エリオットは咄嗟に肩を掴んだ。

「え？　なんです？」

　直後、きょとんと見つめ返してきた彼に、エリオットは眉を寄せる。

「お前、さっき変なことを言ってなかったか？」

「僕、何か言いましたか？」

　無意識だったようだ。

　すっかり僕口調が似合うニュアンスに戻ったものだから、エリオットも気が抜けた。たぶん気のせいだ。

「なんでもない」

　そう言って話を終わらせた。

　貴族らしからぬ言葉遣いもするのだから、ロバートの一人称は『俺』の方が自然な気もする――なんとなく、エリオットはそんなことを思った。




◆§◆§◆




「アメリア、最近殿下とは会ったか？」

「え？　なんです突然？」

　家のリビングルームで再会を果たすなり、ロバートがジャケットの襟元を緩めながら言ってきた。

　後ろで使用人が「坊ちゃんはしたないっ」などと小言を上げている。

（自分で先にコートを脱ぐこともあるのよねぇ）

　ロバートが以前、コートを腕に抱えて歩いてきた時なんかは、迎えた執事が元教育係としてくどくどと何事かを説いていた。

　まぁ、外ではやらないので問題はない。

「僕の仕事場が、殿下の執務室なのは知っているよね？」

「はい、知っていますわ」

「なんだかね、最近殿下元気がないな～って思って？　多忙の中の休憩がないように感じてね」

　初め婚約を訝しんでいたロバートは、いつの間にかエリオットの味方をしていた。すっかり二人のことを応援している感じでもある。

　それは、今となってはアメリアにもうれしいことだった。

　説得するとなると、兄であるロバートが一番手ごわい相手なのは間違いない。

「最近……」

　アメリアはロバートの言葉を考えた。元気がないエリオット、というのも気になった。

「……ここ数日は、たしかに会っていなかったわ」

「まぁ、だろうね」

　アメリアの隣に、ロバートがぼすんっと腰を下ろした。

　言い方からすると、彼の方は先に気づいていた感じでもあった。

「ぼっちゃま」

　近くのメイドが気にして見てくる。しかしロバートは「着替えは後で」とソファに座り背を向けたままでひらひら手を振っていた。

　執事が見たら怒りそうだと、アメリアはまたしても思った。

　彼は夕食の準備で厨房に指示へ行っているだろうから、セーフだけれど。

「私、のせいかしら」

　アメリアは、ぽつりと言葉を落としてスカートをきゅっと握る。

　すると、なぜか隣から「ふふっ」と笑い声が聞こえた。

「お兄様、そこは笑うところではありませんわ」

「アメリア、それ癖だよね。かわいいなぁと思って」

　上目遣いで見つめた途端、ロバートの笑顔がへにゃりとする。

（ああ、〝兄馬鹿〟だったわ）

　真面目な話をしていいものか迷う。

　けれど彼の笑顔が、不意にいっそう優しくなった。「あ」と声を上げた時、アメリアは頭をなでられていた。

「会っていなかったのは、例の活動とやらが忙しくて？」

「うっ。その、勉強もだけど……実をいうと、活動の方が理由かも」

　口に出してみると、いよいよ自分が原因だと思えてそう答えた。心配になって、ロバートに前のめりになる。

「ねぇ、エリオット様は元気がとてもなかった？　大丈夫？　それってもしかしなくても、全部私のせいよね？」

「大丈夫だよ、落ち着いて。仕事疲れが大半だと思うな」

　ロバートはにこにこ笑って、アメリアの頭をぐりぐりと大雑把になでる。

　何歳になってもこれだ。

　しかも上品さとは程遠くて、弟にでもやるみたいに力が強いから髪がぐしゃぐしゃになる。後ろでまたメイドが「ぼっちゃま！」と言っていた。

（でも……どうしてかしら。こうされている時、とても懐かしく感じるの）

　大きくなっても、幼い頃と変わらない。

　それを考えるといつも、前世の兄もそうだったように思えてしまう。

　よく覚えていないくせに変だ。胸を締めつける哀愁は、気のせいだろう。ロバートを前にすると『前世の兄』へ思いを馳せそうになるのも、アメリアが記憶を思い出してそんなに経っていないせいかも――。

「殿下も、アメリアの好きなことを認めた上で、将来の結婚を楽しみにしてくれているんだろう？」

　手を離したロバートに問われ、アメリアはこくんとうなずく。

「ええ、そうですわ。協力もしてもらえました」

「理解があるのは素晴らしいことさ。あれもこれもと制限して、我慢させるような婚約は、幸せじゃないからな」

　砕けた調子で言って、ロバートが歯を見せるように笑った。

（そこは『幸せではないからね』でもいいのに）

　時々そうやって出される雑な台詞も、好きだなとアメリアは思った。どうしてか耳にとても心地よい。

　思わず微笑んでしまったようだ。ロバートが安心したように目を優しく細めて「よしよし」となでてきた。

「僕はアメリアがなんの活動をしているのかはわからないけど、同じ楽しみを持った友人と過ごすのは、いいことさ」

　今やっているアメリアの活動内容もわからないのに、ロバートは全面的に賛同している。

（妹溺愛ゆえ、の甘やかしなのかしら？）

　楽しいと思えることを、誰かと一緒にする。

　それをいいことだと後押しされて、胸が軽くなった。アメリアにとっても、同志のクラークは特別な存在だから。

　同じことで喜べて、同じ感動を一緒に味わえる特別な友人。

　この世界で同じ〝推し仲間〟と出会えたなんて、なんて幸運だろう。

「お兄様は、エリオット様を認めているの？」

　ずっと聞きそびれていたので、ついでのように尋ねてみた。

「認めていなかったら、全力で破棄させてるね」

　貴族らしくない台詞だった。

　相手は王族である。なんて恐れ多い発想だろうか。

（でも――）

　彼らしくて、アメリアは笑った。

「僕から見ても、エリオット殿下は仕事熱心なお人だと感じる。アメリアと過ごす時には休憩を入れてくれるから、元々の事務官たちは助かるんだとか」

「あ。もしかして、エリオット様に頼まれでもした？」

「先に頼まれたのは部下たちの方に、だけどね。腰をすえて休んでくれる気配がないので、できれば殿下をどうにか休ませてくれと言われた。で、その後に殿下から話を持ちかけて、待ち合わせの伝言をもらった」

　なんだ、それでエリオットの話を出してきたらしい。

（考えてみたら、先週末のパーティーでは会ったものね）

　日数にすると、たった数日だ。

　けれど、その少し前みたいにすねられていても困る。

「元気がない理由がそれだとすると……この前みたいに、私の方からキスをしたら元気になってくれるかしら？」

　会えなかったと言っても、パーティーでは一緒だったから、その方法でまた機嫌を戻してくれそうな気もする。

　するとロバートが「ぐはっ」と呻きを上げて、ソファの肘掛けに倒れた。

「えっ、お兄様!?」

　認めていたはずなのに、どうしてそう過剰反応しているのか。

　やはり前世の「兄」というより、「妹溺愛の兄」だ。アメリアはあきれつつも、大慌てでメイドたちを呼んだ。




　翌日。

　とにかくエリオットに会おうと思って、アメリアは早めに来た送迎の護衛に乗車を手伝われ、馬車に乗り込んで速やかに王宮へと向かった。

　王宮前の広場で馬車を待っていたクラークに迎えられてすぐ、ロバートから聞いた待ち合わせ場所へと案内される。

　そこは、エリオットの執務室からほど近くにある休憩部屋だった。

　広い空間には、品よく調度品が配置されていた。鮮やかな赤い生地に、金糸の入ったアンティークソファもある。

「お前、もう動くな」

「なんで!?」

　入室して顔を合わせるなり、エリオットにため息と共にそんな言葉を漏らされてしまった。

　クラークが警備のため外に立ち、扉を閉める。

　二人きりにされると、途端に廊下側の人々の音も鈍く聞こえる程度になった。開けられた窓の外は、のどかだ。

「ああ、すまない。驚かせたな。先にそんなことを言うつもりじゃなかった。こっちへおいで」

　自責の念に駆られたのか、エリオットが詫びてアメリアをソファへと導いた。

「全然会えなかったものだから」

　隣り合って座ると同時に、彼が吐息交じりにささやきを落とした。

「会いに来てくれていたの？　ごめんなさい、その……気づかなくて」

　忘れていた、なんて言えなかった。

（お兄様が言っていた通り、疲れてもいるみたい）

　そんな中でエリオットは、アメリアに会おうとして動いてくれていたのだ。

　授業部屋に訪ねていた可能性を思うと、心苦しい。昨日までルカのこと、ミッシェルのことでアメリアの頭はいっぱいだった。

（せっかく好き同士になれた人――）

　アメリアは、握ったままの手へ視線を落としたエリオットに、手を伸ばした。頬にかかった金髪を、指でそっとよける。

「エリオット様、休めてる？　大丈夫？」

「ああ、大丈夫だよ。仕事のことはちゃんと管理している」

　だから平気だと言いながら、彼はアメリアの手に頬をすり寄せた。

　そのちょっとした仕草が、なぜだか胸にきゅんっとする。

（頬は……この前触った時と同じで、こけていないみたい）

　そうわかって安心した。

　マティウスの電撃婚約があってから、彼は多忙だった。デートもお預けかと苦笑していた。尊敬する兄が未来の妻を選んでうれしいのはたしかなようで、今ががんばりどころだと言っていた。

『しばらくすれば落ち着くはずだ。そうしたら、改めてデートに誘ってもいいか？』

　デートなんて生まれて初めてで、アメリアは期待を胸にうなずいたものだ。

　エリオットは、アメリアをとても大切にしてくれている。

　彼女が健康を心配しないよう、スケジュールも考えて計画するからと、わざわざ約束までしてくれた。

（よその国から来た隣国の第五王子なんて人よりも、私は、彼のことを考えなければならないのに）

　アメリアが十六歳になった時には、結婚式を挙げたい。

　それがエリオットの望みだった。だからアメリアは、彼のために妃教育は真剣に取り組んでいた。

「エリオット様のことも考えてはいるのよ。その……できるだけ、もっと会うことも考えるわね」

「ありがとう。そうしてくれるとうれしい。アメリアは魅力的だから、目を離しているのも少し心配になるんだ」

　自然な笑みで、そんなことをさらりと言ってのけるなんてずるい。

　言いながら頬をなで返されて、かぁっと体温が上がる。アメリアの胸の鼓動は一気に速まった。

（私に魅力を感じる人なんて、エリオット様だけよ）

　そんな無駄口も、彼の目が少し細められた直後できなくなった。

「ところで、何か困ったことはないか？」

「えっ。いえ、何も」

　反射的に否定した。

　咄嗟に浮かんだのは、隣国の第五王子ルカだ。けれどあれくらい、一人で対処できないと彼の婚約者としてはダメだろう。

　忙しいエリオットに、手間をかけさせてはいけない。

　アメリアはそう思った。ちょっとつきまとわれている程度なので、エリオットを引っ張り出さなければならない問題ではなかった。

「――ふうん、そうか。何もないか」

　含むような声で彼が言う。

　手を握る力がきゅっと強くなって、ドキッとした。

「婚約中だからといって、相手はアメリアだから、まだまだ安心できないんだがな」

　私だからという言い分は、どういう意味なのか。

　しかし、言うよりも先に手を引かれた。腰に腕が回ってきたと思った時には、ソファに押し倒されてしまっていた。

「あっ」

　驚いて目を瞑った一瞬後には、目の前に彼の顔があって心拍数が上がった。

　以前、ソファの上でされたキスを思い出した。

　あの時の艶なまめかしく濃厚な口づけがよみがえり、頬がじわりと赤くなる。今にも彼の鼻先と触れ合いそうだ。

　放っておかれた反動？　それとも、パーティーの時のルカに嫉妬したのか。

（まさか……だって私は、エリオット様が好きだと伝えていて）

　考えている間にも、ソファに押しつけられている片方の手の指を絡めて握られ、心臓がばっくんとはねた。

「じゃ、じゃあ、いつになったら安心してくれるの？」

　甘い空気を吹き飛ばすみたいに、咄嗟に口を開いた。

　するとエリオットが、アメリアの胸元で広がったチェリーピンクの髪を指ですくった。見せつけるように唇で触れる。

「初めてを俺が奪えたら、少しは――と答えたら満足か？」

　見すえてくる強い紺色の目に、鼓動がより速まった。

　彼が思い浮かべていることを考え、頭の中が沸騰しそうになる。この状況で言われると、生々しい。

「……す、少しだけなの？」

「疑問か？　アメリアは魅力的だから、結婚したとしても、俺は心配してこの腕の中から放したくないと思うだろう。いや、俺がアメリアとずっといちゃいちゃしたくて仕方がないから、放したくなくなるんだ」

　エリオットの顔が近づく。

　唇にくる。そう思って身構えた直後、頬にキスをされた。

（あっ……唇ではなかったわ）

　期待していた自分に気づいて、猛烈に恥ずかしくなった。

　真っ赤になって言い返せないのをいいことに、彼は顎や首筋にちゅっちゅっとキスを徐々に降ろしていく。

「んっ。エリオット様、今は休憩中だから」

　敏感な皮膚に吸いつかれて、軽く抵抗する。

「休憩は好きに使っていい時間なんだ。だから俺は、アメリアに〝愛している〟と体でも表現する」

　そんなの困る。

　彼の攻めの溺愛モードは、初心なアメリアにはハードルが高すぎた。けれど肩や腰を優しく抱いてくる彼の手さえ、本気で拒めない。

「……あ……あ、エリオット様……」

　彼に肌を吸われると、背が甘く震えた。

　触れてくれているのがエリオットだから、緊張も押しやられるほど、恥ずかしいけれどうれしくもあって――。

「最近は、素直でかわいい反応を見せてくれてうれしい」

　言いながら、キスですべて触れると言わんばかりに彼の唇が触れていく。首の下、鎖さ骨こつの上も軽く吸いつかれた。

「今日は、痕もつけようか」

　耳元で低くささやかれて、ドキッとする。

「で、でも、いつもは……」

「もしもの時にだけ、見えるところにつけよう。他の誰も、アメリアのここにキスなんてできないように」

　首をれろりとなめられて、背筋がぞくぞくと震える。

「そ、んなことする人なんて、エリオット様以外にいな、んぁっ」

　チクンッとした痛みが、甘く背を走り抜けた。

　彼の下で体がびくんっとはねた。けれど手を握って押さえつけられているせいで、直後には背中が元の位置に戻る。

「い、今の」

「ああ、綺麗に花が咲いたよ、アメリア」

　指でつうっとなぞられて、また声がうまく出なくなった。

「震えて、かわいいな。もっとつけてしまいたくなる」

「だ、だめ。まだ婚約中だから」

　胸板を押し返そうとしたが、片腕であっさり抱き込まれてしまった。

「この白い肌も、声も、体も、すべて俺のものだ」

「エリオット様……？　あっ、んん」

　大きな手が胸の上をすべった。びっくりした拍子に、キスをされて口を塞がれ、言葉は続かなくなる。

　すぐに舌がすべり込んで、荒々しく口内を好き勝手される。彼の大きな手がアメリアの体をまさぐった。

（いつもより、余裕がない？）

　食べ合うようなキスに、呼吸が湿ってくる。

「ダメっ」

　今が『休憩』であることを思い出して、咄嗟に唇を離させる。

「誰か来てしまったら」

「そういうのは、クラークにでも任せておけ」

「んんぅっ」

　キスで再び口を塞いだ彼が、腰のくびれから胸元を何度も手でなぞる。

（この人はっ、こういうところがあるから！）

　アメリアは、もう真っ赤だった。

　彼の口の中に非難の言葉を漏らしながら抵抗するものの、手を頭上に押しつけられて、本格的に危機感を覚えた。

「さてアメリア、数日分のたまりにたまった俺の愛、受け止めてくれるよな？」

　見下ろしたエリオットが、艶っぽい吐息を吐き出す。

　ゲームの中で、一番〝盛んな〟メインヒーロー。彼に両手を頭の上で拘束されているアメリアは、胸を大きく上下させながら思う。

（――無理）

　婚約者にしては、アウトなことをさせられる気がする。

「ま、待って、休憩だってもう数十分もないから」

「それくらいあれば十分だ」

「何をすることに!?」

　エリオットの目に燃えるような熱を見て、不意にのしかかられている状況に恐怖を覚えた。

（――怖い）

　どんなに強がっていても、この世界のアメリアはまだ十六歳にもなっていない。

　心構えなんてできていないから、この先に進む、と考えた途端に指先から全身までこわばった。

「ご、ごめんなさいエリオット様っ」

　いちおう詫びつつも、力いっぱい手を振り払った。

　だがソファから逃げ出そうとした直後、後ろから抱きしめられて、身が固まる。

「すまない、大丈夫だ。だから逃げないでくれ」

　耳元で、焦ったような彼の声が聞こえた。

「怖がらせたよな、本当にすまなかった。俺も余裕がなかったのは認める。年下の君に合わせるべきだった」

「え？　いえ、エリオット様が謝ることなんて……」

　肩越しに振り返ると、心配する彼の紺色の目とぶつかって驚く。

「気持ちが急いて怖がらせた、本当にすまなかった。だから謝らせて欲しい」

「……もう、しない？」

「仕切りなおしてキスはさせて欲しい、とは思ってはいるんだが……」

　正直な人だ。

　そういうところが少しかわいい、なんて思っている間に、エリオットに手を取られてソファに二人で座りなおした。

「アメリアが懸念することはしない。約束する。せっかくの二人の時間がなくなってしまうのは、嫌だ」

　両手を取られた上、真摯に告げられて耳たぶまで熱くなった。

「エ、エリオット様、恥ずかしすぎるからもういいわよ。謝罪は受け入れるから」

「アメリアは、このまま出たい？」

「私も……すぐには出たくない、かも」

　もう一度、今度は唇にキスを。

　そんなことを望んでいる自分の気持ちに気づいて、アメリアは熟れたりんごのごとく顔を真っ赤にした。

　伝えるのは恥ずかしい。

　でも、嫌がることはしないとエリオットは約束してくれた。だから意思表示しないと、彼はどんなに自分がしたくても我慢してアメリアを見送るだろう。

「ほ、他のところを触らないのなら、いいわよ」

「そうか。よかった」

　エリオットが小さくほっとする。

「それに、気にしていることも、そもそも俺が直接動けばいいとわかった」

　なんのこと？と不思議に思った。けれど頭をなでられた時には、彼の唇が寄せられていて――。

　アメリアは自然に目を閉じ、彼と唇同士を重ね合わせていた。










四章　騒がしい再会




　アメリアは、本日も迎えにきた馬車に乗り込んだ。登城のため向かう道中も、昨日のことが少し気になった。

（エリオット様、余裕がなかったみたいなのよね……）

　思いあたることと言えば、ルカだ。

　ヴァレンティーナほどの対応力がないから、心配をかけてしまっているのかもしれない。パーティーで力不足は実感している。

「……私が、もう少しバチッと決めて断れればいいだけの話なのよね」

　王族にどう対処すればいいのか手探りでがんばっているが、ルカがめげる感じがないのも困ったものだ。

　先日も、貴族サロンでの推し活にずっと付き合っていた。

「うーん。無視するのも効果がなさそう……」

　忙しいから、という理由で退けられない手ごわさがある。推し活をよくわかっていないのにずっと同行されたのは、少し驚きもした。

（あ。でも、少しはこりた可能性もあるかも？）

　悶もん々もんとした悩みが期待へ転じた時、ようやく王宮へ到着した。

　停車してすぐ、馬車の扉がノックされた。

　窓から見えたのは、クラークの顔だ。いつもなら勝手に開けるので、嫌な予感が込み上げた。

　まるで『心の準備はいいですか』と覚悟する時間を与えられているような――。

　まさかまた、とアメリアの表情が変わった時、よしと言わんばかりにクラークが扉を開けた。

「ひぇ」

　次の瞬間、ルカがそばから顔を見せてきてギョッとした。

「やっほー。今日も美人だね」

　にこっと笑って、クラークの隣から手を振ってくる。彼の目立つ紫の髪が、太陽の光でより鮮やかに見えた。

　こういうのを、彼は失礼だとは思わないのだろうか。

「俺が手を貸してもいいぞ」

「いえ、結構ですわ」

　クラークが騎士らしく手を差し出してきた。アメリアは一人で降りたい気持ちをこらえ、ありがたく手を借りる。

（友達にこんなことをさせて、申し訳ないなぁ）

　そんなことを、とほほと思いながら地面に降り立った。

「……ところで、ルカ様はなんのご用でしょう？」

「冷たいなぁ、仲よくなったアメリア嬢に会いに来ただけだよ」

　仲よくなった覚えはない。周りの兵や貴族たちに聞こえるように言うので、アメリアは居心地が悪くなった。

（彼……わざとかしら？）

　探るように見つめると、ルカがクラークの方を一度見て続ける。

「この前からずっとこの騎士がついているけど、つきっきりになったのか？」

「え？　まぁ、そうですわね」

　わざわざ確認することではないように思えた。

　この前、気づいたようなことを口にしていた気がする。

「授業まで少し時間があるみたいだし、またこの騎士と活動とかするのかな？と思って。それなら俺も散歩に加えてよ」

　ルカは、本日の推し活も付き合うつもりでいるらしい。

　それはまずい。

　アメリアは授業の教室まで大回りをして、クラークと推し話を楽しみながら見守れる場所をチェックする予定ではいた。

　ミッシェルを眺められる至福の時間を想像しながらの見守りポイントのチェックは、大変有意義で貴重な時間である。

　ルカがいるとやりづらい。邪魔だ。

　何より、エリオットの気がかりになるのはダメだ。

（私はエリオットと婚約中だし、何をどう心配する要素があるのかわからないけど、でも彼の元気がなくなるのは、ダメ）

　クラークに対応を相談したいが、今の状況では無理だ。

　ここは、アメリアが自分でどうにかしなくてはならない。ぐるぐる悩みながらルカに向き合う。

「……あ、の。大変申し訳ございませんが、本日はそのようなことは」

　王族に嘘をついても大丈夫なのか？

　そんな緊張感に、ひゅっと喉がこわばった時だった。

「アメリア」

　落ち着くしっとりとした声が聞こえて、胸のざわめきが一瞬で凪ぐ。

（――あっ、エリオット様）

　つられるまま顔を上げて、驚く。

　軍服仕様の衣装を着た彼が、王宮の建物前の階段を下りてくる。これから会議に出席する予定があるのか、マントも着けていた。

「少し話そうと思ってクラークを迎えによこしたが、何かあったか？」

　そういう設定にするらしい。

　彼が現われたことには驚いたが、助け船をありがたく思った。人がいる前での言葉遣いを意識し、淑女の姿勢で微笑み返す。

「気がお早いですわね。これから向かおうと思っていたところですわ」

「そうか――ところでルカ第五王子殿下は、俺の婚約者に何か用でも？」

　エリオットの目が、冷ややかさを宿してルカへ向く。

「最近、俺のアメリアに世話になっているようだな。貴殿はたしか、留学の身のはずだが」

「王宮への滞在は感謝しています。いろいろと勉強になっています。アメリア嬢は才女としても名高いので、勉強になるかなと思いまして、お声がけをさせていただいたんですよ」

　にこにこしてルカが答えた。

　二人の間で、見えない火花が散っているように感じた。気のせいでなければ、かなりピリピリと空気が張りつめている。

（ええと、これはいったい……）

　止めた方がいいのか迷った。しかし、クラークに後ろからやめるよう合図された。

「あの、大丈夫なのでしょうか？」

　こそっと尋ねたら、クラークが腰を屈めて口元に手を添えてささやき返す。

「殿下にすべてお任せなさい」

「あっ、もしかして先に聞いて……？」

「あたり前です。私は殿下に護衛騎士として抜擢されましたからね。朝と午後、毎日報告のためにも会っています」

　考えてみれば当然のことだ。クラークは、朝会った際にエリオットにこのことを伝えられていたのだろう。

　その時、アメリアは嘲笑するような吐息を聞いた。

「エリオット殿下はいいですね。二番目の王子でありながら、国民からの期待も声援も得て立派だと誰もが言います。あなたが次期国王でもよいというお声も聞きますし、幸せ者ですね」

　ルカは笑顔だが、アメリアはなんだか嫌な気持ちになった。

（なんだろう。褒められているのに、こう、もやっとするわ）

　つい考え込む。その様子を、クラークが眼鏡を押し上げながら横目に見ていた。

「だからなんだというんだ？」

「いえね、俺は尊敬しているわけです。幼少より学の面でも注目され、剣の才もあってご自分の部隊もお持ちで、十代後半からは兄王子にも国王にも貢献している」

「よく回る口だな。俺のことをわざわざ調べてくれたのか？」

　エリオットが口の端を引き上げ、皮肉を返す。

「そりゃあ、世話になっている先の王家ですから。それでいてエリオット殿下は、美しい婚約者もすんなり手に入れたというし、本当にうらやましいです。俺に譲って欲しいくらいですよ」

　手で示されたアメリアは、きょとんとする。

（あ、一目惚れでお見合いという噂が流れていたっけ……私たちの場合、エリオット様が偽装婚約を持ちかけてきたことがきっかけだけれど）

　そんなことを考えている彼女の横で、クラークがぴくっと眉を反応させた。

　アメリアは、不意に寒気がした。

「すんなり手に入れただと？　なわけないだろ」

　だがその時、エリオットの低い声が聞こえた。ルカの胸倉をやや乱暴に引き寄せるのを見て、驚く。

「俺も想いを受け入れてもらうのに苦労したんだぞ。今だって、絶賛愛情表現中だ」

「……そ、そうなんスか」

　あまりの気迫に、ルカが引きつった顔で降参のポーズをした。

　昨日、余裕がないと言っていたのは事実みたいだ。しかしそれは、ルカ相手だけのことではないらしい。

　アメリアは呆けてしまって、動くのを忘れていた。

　――カチッ。

「ん？」

　剣を鞘に納める音がして、そばのクラークを見上げる。

「今、もしかして剣を戻しました……？」

「気のせいです。動いたので、音が立っただけかと」

「あ、そうですよね」

　アメリアは、何度見ても見慣れない剣を見下ろしてしまう。

「大丈夫ですよ、不意に抜けて刃が見えたりはしませんから。安全です」

　それは何度か聞いていた。うっかり怪我をしてしまわないか心配したことを見越して、またそう言ってきてくれたのだ。

　なんで考えていることがわかるんだろうと、不思議に思う。

　エリオットが、ルカから手を離した。

「彼女は手ごわい。貴殿が何を思っているのかは知らないが、すんなりよその男になびくなど〝期待〟しない方がいいのでは？」

　エリオットは先手を打つようにアメリアの肩に腕を回して、彼女を連れ出す。

　このまま去ってよかったのかと、後ろが気になった。だがクラークがすぐそこに立ってしまい、見えなくなる。

　けれどアメリアは、ひとまずルカについてこられるのを回避できて安心した。

「……ありがとう、エリオット様。公務のはずなのに」

「気にするな。当然のことをしたまでだ。アメリアは俺の婚約者だ」

　肩を抱く手に優しく力が込められて、ルカに別れも告げられなかったことへの後ろめたさはすぐに解けた。

（あ、そうか。私が婚約者だから）

　大切にしてくれているのだ。そうわかって、胸がじわじわ熱くなる。

　彼のたくましい腕の中にいると、とても安心できた。

「お前は、安心してそこにいるといいですよ」

　後ろから、個人的な独り言のようにクラークの声がした。

　肩越しに目を向けると、彼はよそへ顔を向けている。以前『困っているのなら友人として』と言っていた通り、彼も気にしてくれていたのか。

「ありがとう、クラーク様」

　微笑みかけたが、彼は何も答えなかった。

　ただ、その口元は珍しく少しだけ笑っていた。

「クラークをつけていれば心配事などない。彼は王族への対応も把握している」

「そうなのね」

　それなら、ダメな時は先程のように先に止めてくれるのだろう。

　そんなことを考えていると、エリオットにひょいと顔を覗き込まれた。

「俺に無理をさせていないか、心配してる？」

　たびたび、新たに知った彼のおちゃめな一面にどきどきさせられた。彼の紺色の瞳に映し出されて、アメリアはちょっと恥じらう。

「そ、その、少しだけ……でも、そうやってエリオット様に心を読まれると、すごく気恥ずかしい時があるわ」

「それはうれしいな」

　なぜ『うれしい』のだろう。

　そんなアメリアの疑問は、いっそう肩を引き寄せられて吹き飛んでしまう。

「今の時間は、部隊の合同演習だったんだ。アルレッド、バイザーにいったん場を任せた」

　あの、例の失礼な騎士たちだ。

　軍関係では、当初からずっとエリオットの右腕にもなっている部下だと聞いた。

（結構優秀な二人なのねぇ）

　実力だけでなく、現場判断、指揮と指導にも長けているようだ。

　少し前、ムキムキの女装軍団に悪態をつきながら飛びかかっていた光景が、嘘みたいに思える。

「今度何かあれば、俺を頼るといい」

「ううん、今日でもうきっと大丈夫よ」

　さすがのルカも、冷や汗ものだったろう光景を思い出す。彼には悪いが、少しだけすっきりして笑ってしまった。

　エリオットの方も、安心しきった顔でアメリアを見つめている。

　けれどそばにつくクラークは、同志の彼女の意見にも賛同できかねる様子で考えていた。

「それはどうでしょうね」

　彼のつぶやいた言葉の通り――アメリアの考えは、甘かった。

　ルカは、アホな第五王子だった。




　その日の授業が終わったアメリアは、部屋の外に出て唖然とした。

　部屋の外で待っていたクラークの横に、ルカもいた。エリオットに牽けん制せいを受けたというのに、当然の顔で合流したようだ。

「今日は早く終わったんだな。様子を見に来てよかったぜ」

　留学というが、勉強をしているのか甚だ疑問だ。

（なぜ、様子を見に来る必要があるのかしら……）

　強がりで今だけかもしれないと思おうとした。

　だが、その翌日も、そしてさらに次の日も同じだった。ルカは、授業の合間の休憩にも顔を見せた。王宮に来るたびに、一日二回以上は彼の顔を見る。

　婚約者のエリオットを遠目で見る機会すらないというのに、どうして彼とは頻繁に会えるのかとげんなりする。

「今日もまた散歩するのか？」

「散歩ではなく、きちんとした場所探しですわ」

　やはり暇なのだろうかと、アメリアはクラークを挟んで隣にいるルカに思ってしまう。

　今日は、普段より多めに時間が使えるので貴重だった。

　ここ数日の授業合間の休憩で、クラークとはすでに計画は立ててある。

「来月に、他国の王太子夫妻を招くイベントがあるんですって」

　アメリアは言いながら、二人で仕上げている手帳を開く。

「内覧させるご予定になっていて、いつでも助太刀ができるよう、ミッシェル様が見える位置を探そうかと思いまして」

　貿易でも重要なその友好国の王太子夫妻の来訪については、王太子マティウスが任された。警備と護衛は、第二王子であるエリオットが受け持つ。

　王子兄弟にとっては、婚約後の一番大きな仕事ともいえる。

（まぁ、予定としてはもうしばらく先だけれど）

　父から同席することになるだろうと聞かされた晩餐会の目処は、秋の狩猟祭に合わせて、とのことだ。

　その王太子は、こちらでの狩猟をいつも楽しみにしているのだとか。

「ふうん。それが当日見られる範囲ってことか？　というか、その図面ってアメリア嬢が描いたのか？　うまいな」

「クラーク様作ですわ」

　アメリアが得意げに答えると、ルカが疑問でいっぱいの顔をした。

「……まぁ、いいか。そもそもさ、ミッシェル侯爵令嬢は国一の才女で完璧な令嬢だろ？　加勢とか何も必要ないと思うけどなぁ。一人でなんでもこなせるって、放っといても大丈夫だろうに」

　わざわざなんでと、ルカがあきれたように続けている。

　アメリアは『放っとけ』という言葉に、ざわっとした。

「一人で大丈夫な人なんていないわ。強い人だから大丈夫、だなんて、結果しか見ていないからそう言えるのよ」

　つい普段の言葉で、彼の話を遮った。

　いつでも静かに微笑んでいたミッシェル。彼女は、誰にも言えない〝秘密〟と願いを抱え続けていた。

　何年も、十何年もだ。

　誰にも言われなかったから、銀髪が美しいとも自覚をしていなかった。あきらめ、自信がないからと声を潜め、独りでいることを選んだ。

　彼女が踏み出した一歩は、彼女の世界が変わるほどに勇気がいる一歩だった。

　それを、アメリアはクラークと一緒にこの目で見たのだ。

「震えていたミッシェル様も知らないからっ。これまでのミッシェル様の迷いも努力も知らないのに、勝手なことを言わないで！」

「ご、ごめん！　軽いジョークだったというか。そこまで怒らせるとは思わなかった」

　ルカが慌ててアメリアの前に回り込み、両手を振って謝った。

「ええと、ほんと、思慮に欠けていて申し訳なかった」

　彼は、ミッシェルのことを知らない外の国の人だ。

　アメリアは、彼なりに反省して詫びているのだと感じ、冷静になった。

「いえ、こちらこそ急にごめんなさい……」

　カッとなってしまったことを自覚し、アメリアも謝った。気を鎮めたのを見て、ルカが胸に手をあててほっとした。

　――カチン、と鋼鉄のような音がした。

　ルカが俊敏に反応して、勢いよくクラークの方を見た。

「な、なんだ。この護衛、今抜刀しかけてなかったか？」

　アメリアは、ルカの気づく速さに驚く。

「そんなことはありませんが」

「涼しい顔でさらりと嘘をつくなよっ」

「では、彼女の前ではあまり品のないことは言わないようお気をつけください」

　クラークが剣の柄から手を離す。視線を真っすぐ向けられた途端、ルカが青ざめてアメリアの後ろにすばやく隠れた。

「や、やっぱり抜刀しようとしてたんじゃん……！」

「そもそも〝アメリア嬢〟の言葉は正しい」

　ルカの言葉を聞き流して、クラークがそう言った。

「結果だけを見てうらやみ、誰もそこにいたるまでの努力は見ようともしない。あなたがエリオット第二王子殿下に言った時も、同じですよ。殿下を知る人間には、さぞ嫌悪感を抱かせたことでしょう」

　その話を聞いて、アメリアは先日のことが腑に落ちた。

　エリオットに発言していたルカの話を聞いて感じていたもやもやは、それが原因だったのだ。

「あなたは軽率に『栄光』という言葉も悪口として使う。生まれ持った才能だと努力を軽んじ、簡単に扱ってしまう。しかしながら、成功した者たちは不平不満や悪口を言う暇も費やして、常に努力を続けてのことです。それをお忘れなく」

　クラークは感情の見えない目で、淡々とそう述べた。

　ルカが、ちょっと居心地悪そうに視線をそらした。

「それは……まぁ、悪かったよ。教師みたいに厳しい騎士だなぁ」

「厳しくはないわよ、ただ正しいことを言っただけじゃない」

　アメリアは、つい自身の口調で言って笑った。

　その笑顔を直視したルカが、困惑と戸惑いが入り混じった顔をする。

「まだ何か納得できないことでも？」

「いや、きついくらい理解したよ。けど……なぁアメリア嬢、護衛というより、この冷たくもある騎士は監視なんだろ？」

　ルカが通路を歩く人を気にして、声を潜める。

「……はい？」

　突然の問いかけに、アメリアは首をかしげた。

　意味がわからない。本人を前にして、そんな質問をする人も珍しいと思う。

「監視ではなく……クラーク様は護衛で、それ以前に私の友人ですわ」

「え？　それって言い訳とかではなく？　だってこの騎士は、第二王子エリオット殿下がつけたんだろ？」

「はい。友人であることも配慮したのだと思います」

　たぶん、とアメリアは心の中で付け加える。

　クラークの護衛騎士任命の話は、エリオットと彼の間で勝手に進んで決まってしまったことだった。

　ルカは友人同士、というのが信じられないらしい。

　愛嬌がある華奢なアメリアと、長身で眉一つ動かないクラークを何度も見比べた。

「はぁ。コレとアメリア嬢が友人……意外な組み合わせというか」

「付き合う友人は選べ、などと貴殿の口から言われたくないので、結構です」

「なんで俺にそう辛辣なの!?　俺、まだ何も言ってないだろうがっ」

　ということは、言う予定ではあったらしい。

「どうしてそんなに信じられないんですか？　私とクラーク様、すごく仲良しでしょう？」

「えぇぇ、仏頂面で淡々と返してるだけにしか見えね――待て待て剣はやめろ！」

　またしても音を瞬時に察知し、ルカがすばやく距離を取った。

（クラーク様、そういえば危険な攻略キャラでもあったわ……）

　誰かに言われて、改めて彼の見た目に関してアメリアは思い出した。

　よくよく見ていると、クラークは完全な無表情ではない。目などを見ていればわかる。声だってやわらかくなったりする。

「ところで、どうして監視などと誤解を？」

　それもまた失礼な話だと思って、アメリアはクラークを少し横によけて尋ねた。

　両腕を押さえてずらされたクラークが、自分よりも小さなアメリアを見下ろす。ルカは、その質問自体が不可解だと言わんばかりの反応をした。

「はぁ？　だってさ、当初エリオット殿下とアメリア嬢の婚約には、不仲説もあったとは聞いたぜ」

「隣国までそんな話が？」

「銀髪の才女ミッシェル嬢に続いて、チェリーピンクの髪のアメリア嬢の名前も知られてたよ。上流貴族だと、そういう情報は早いだろ？」

　そう言われても、アメリアはイメージがない。

　そもそもぼっちの引きこもりで、他にやることがなく勉強をしていただけだ。縁談先のいい令嬢として名前があがるはずもない。

（外国の上流貴族と縁談が結ばれるのは、大抵王家の娘か、宰相を父に持つミッシェル様くらいだと思うのだけれど）

　そんなことを考えて、小首をかしげる。

　するとクラークが、彼女を見下ろしたまま口を開く。

「――もしくは、かなり容姿の美しい女性でしょうね」

「あはは、私に限ってそれはないない」

　ゲームヒロインと差をつけるためか、悪役令嬢アメリア・クラレンスは実年齢よりも少し幼い容姿だった。

（大きくなったとしても、中身が〝私〟じゃ高貴さは出ないし！）

　アメリアは、開きなおって素の言葉で言ってのけた。

　クラークが横へ目をそらし「まぁ、いいんですけどね」とつぶやく。

「何ひそひそと盛り上がってんだよ？　わかったよ、友人だというのは認める」

　ルカが、王族らしくなくがりがりと頭をかいた。

「でも王族の二番目三番目って、だいたい利益重視とかで選ぶ政略結婚だろ？　俺は五番目だけど、そんなことはしないつもりだぜ。父上にも『好きにやらせてもらう』って何度も約束取りつけてあるから、絶対だ」

　いい話、には聞こえる。

　しかしアメリアは、不快感を覚えた。

（――私をいちいち持ち上げるのも、彼、まるで自分が割り込む隙があるみたいに思っているように聞こえるわ）

　アメリアは悪役令嬢のはずだったけれど、ゲームの終わりを迎えても、こうして望まれて婚約者の立場にいる。

　意地悪っぽい顔をしているが、ぼっちの引きこもりだった。

　それだけでなく、ミッシェルのことになると目がないファンで――。

　それでもエリオットは、アメリアの手を取って、目を見つめて『君が好きなんだ』と伝えてくれた。

「――エリオット様も、好いてくださっての婚約ですわ」

　アメリアは、彼が告白してくれたことを思い返した。二人の間に他人が入れる隙間などないと思って、きつめに言った。

「そうかな。マティウス殿下の方は、幼い頃からミッシェル嬢のところに通っていたから噂があったけど、エリオット殿下は、下克上を狙う怖い優秀な王子ってイメージしかないな。だから、俺の方が全然いいって」

「は……？」

　ルカが胸に手をあてて、ずいっと顔を寄せてきた。まるで自分を薦めるような彼に、アメリアはぽかんと口を開ける。

（……もしかしてエリオット様が心配しているのは、ルカ様に取られると思って？）

　ヴァレンティーナは『恋』うんぬんと言っていた。

　でも、それこそないとアメリアは感じた。エリオットがたびたび熱く見つめてきたような瞳とは、全然違う。

　もし結婚したいとかそういうのが目的だったとしたら、ルカの方こそ、不誠実な理由があるようにしか思えなかった。

（何か別の目的があって近づいている……？）

「ルカ様。〝わたくしに〟近づいている目的はなんですか？」

　アメリアは、警戒を覚えてルカを見つめ返した。

「仲よくなりたいだけだって。せっかく話せるようになったのに、そう固くなるなよ」

　ルカがちょっとぎこちなく笑った。

（あ――たぶん、嘘だわ）

　先日も、ぽろっと正直なことを口にしていた。

　彼は元来、嘘がつけない人なのだとは感じていた。それなのに、面と向かって真剣に確認したらごまかされた。

　アメリアは、いよいよ身を固くして後退する。

「エリオット殿下とのことを悪く言われたのが、そんなに嫌だったのか？　でもさ、それって無理してのことだろ？」

「……はい？」

「正直になっていいんだよ、王族からの打診だと伯爵家は逆らえないもんな。でもさ、俺なら話を聞いてやれるかも。だからさ、ちょっと話を――」

　その時、廊下に突如大勢の足音と黄色い声が響き渡った。

　アメリアに詰め寄ろうとしていたルカが、ビクーッとして固まった。向こうから、着飾った令嬢たちが一気に押し寄せた。

「アメリア様お久しぶりでございます！」

「今日も、クラーク隊長様と見目麗しい組み合わせですわ！」

「わたくしたちのヒューゴ様も張り合えますけれど！」

　あっという間に人でぎゅうぎゅうになり、ルカが戸惑う。

「ちょ、な、なんだよっ」

「わたくしたちは、アメリア様を支持している〝ヒューゴ様のファンクラブ〟ですわ」

「ひゅ、ヒューゴ？」

　それは、ゲームの攻略キャラであるワンコ系の美男子、第二王子の侍従のヒューゴ・ケインズだ。

　彼女たちは、彼のファンクラブである。ミッシェルの件で相談を受けてから、アメリアは彼女たちとも交流を持つようになった。

　今では、仲よくさせてもらっている。とはいえ――。

（く、苦しい）

　そんなに広くない通路が、令嬢の集団で一気に押し合いへし合いになっている。ドレスでぎゅうぎゅうになって、アメリアは背をクラークに支えられた。

　彼に意図せず触ることになって、きゃーきゃー言っている声も聞こえる。

　なんとも騒がしい。いったい、何がどうなっているのかわからない。

　令嬢たちがどんどん間に割って入ってくるおかげで、ルカと引き離されていることはありがたいけれど。

「おいっ、邪魔すんなよっ」

「邪魔が目的ですわ」

「はぁあ!?」

「いえ、口がすべりましたわ――ところでアメリア様っ、聞いてくださいまし！」

　ルカが数人分向こうに押しやられていくのを呆気にとられて眺めていたら、目の前の令嬢に前のめりに話されて驚く。

「な、何？」

「ご結婚の挨拶で、ヒューゴ様が結婚相手様を連れてきているのです！」

「えーっ！　本当っ？　ソフィアちゃんも一緒なの!?」

　それはビッグニュースである。

　彼がめでたくゴールインを迎えたお相手こそが、ゲームのヒロイン、ソフィアだった。

　愛らしいという表現がまさにふさわしい美少女である。

　アメリアは、彼女が気づかないうちにソフィアがヒューゴとの〝ふわふわハッピーエンド〟を迎えて、ゴールインしていて驚いたものだ。

（そのソフィアちゃんと、会えるかも！）

　以前あった舞踏会で、ちらりと見ただけだった。ようやく話せる機会が、と思うと興奮でつい名前が口に出た。

　第二王子エリオットの幼なじみの侍従だ。

　知らされていると思って、彼女たちは不審に思わず笑顔でうなずく。

「はい、ソフィア様もご一緒ですわ」

「ミッシェル様もちょうどいるタイミングで、今、ヴァレンティーナ様とご一緒にヒューゴ様たちはお茶をしておりまして」

　同じく昔から交流があるヒューゴは、エリオットのいとこでもあるヴァレンティーナにも、結婚の長期休暇前に挨拶に来ているのだとか。

　誰とも仲よくなれるのが、ワンコ君ことヒューゴ・ケインズの魅力でもある。あのツンが強いヴァレンティーナも、年下の弟のごとく彼のことを擁護しているのかもしれない。

　アメリアは、そんな想像が頭の中に浮かんだ。

「陛下はじめ王家の皆様の時間が揃って空くまで、特別サロンでゆっくりされるようなのです。そこでわたくしたち、ヴァレンティーナ様に頼まれて、アメリア様を呼びにきたのですわ」

「えーっ！　ぜひ行きたいわ！」

　二つ返事で答えたアメリアの向こうで、ルカが「ちょっと待て」と言う。

「たしかそこって、公爵令嬢が持っているとかいう後宮側のサロンだろ？　あそこに行くのか？」

「ミッシェル様もいるもの！」

「友人なのになんだその熱意！」

　騒ぐルカを、令嬢たちは無視した。

「ささっ、アメリア様ご一緒にどうぞ！」

「ルカ殿下、興味がないのでしたらお帰りになってもよろしいのですよ」

　護衛騎士――という名目でミッシェルを見にいくクラークが、アメリアに続きながら目も向けずに言う。

「冷たい騎士だなっ、俺もついていくからな！」

　言い返して動き出した彼が、直後にぶるっとする。

「……なんか悪寒が」

　そうつぶやきながら、辺りを見回したルカの目が一点で止まる。唖然とした顔をしたので、アメリアも気になってそちらを見た。

　そこには、怨念でも飛ばすみたいに潜んでいる令嬢たちの姿があった。

（あ。たぶん、クラーク様のファンクラブだわ）

　彼女たちのモットーは『陰から見守る』だった。

　おかげで、ヒューゴのファンクラブ経由で付き合いが始まったアメリアも、なかなか彼女たちの姿を見かけることがない。

　ファンクラブも、いろいろと活動カラーが違っていたりする。

　ただ、基本的に皆に共通しているのは、〝推し〟に迷惑をかけないことが前提だ。

　ヒューゴは、人との交流を好んでいるため、ファンクラブの令嬢たちは彼に挨拶や声援を送る。その一方で、クラークはわずらわしいことを望まないため、今の形になったのでは――とアメリアは推測している。

「……なぁ、アメリア嬢。あの柱の陰からものすごく睨んでいる令嬢たちと知り合いか？　いったいなんなんだ？」

「え、と。ルカ様が文句を言ったからではないかしら」

　クラークがいる手前、彼のファンクラブ、なんて口にできない。

　彼女たちは、ヒューゴのファンクラブと仲がいい。もしかしたら、一緒に来て普段のクラークの姿を拝んでいたのかも。

　そんなことをアメリアが思っていると、彼がぎこちなくうなずく。

「そ、そうか、紳士にあるまじき行為だったかもしれないな、うん」

　一斉に睨む令嬢たちの姿は怖かったらしい。納得は難しいようだったが、ルカは言葉遣いに気をつけると言った。

　だが、それは早々に破られることになる。




　というわけで、ヒューゴのファンクラブの案内を受け、アメリアはクラークとルカと共に後宮の特別サロンへ向かった。

「あら、ルカ殿下とご一緒だという情報は間違っていなかったのですわね」

　豪華なテーブル席でお茶をやりながら、ヴァレンティーナがふっと琥こ珀はく色いろの目を向けてきた。

　呼んだのは、ルカの邪魔をするためでもあったらしい。

（うっ。なんてまぶしい光景なのっ）

　彼女を含め、豪華絢爛といった顔ぶれに圧倒されそうになる。

　月の女神のような美しさを携えたミッシェル、純情という言葉がしっくりくる愛想のいい美男子ヒューゴ・ケインズ。そして、いるだけでその場に一気に花が咲くような愛らしさを持ったゲームヒロイン、ソフィア・ハーバーだ。

　ようやく対面できてうれしい反面、その感動は、背景にいろいろと邪魔された。

（……なんか、いる。とてつもなく無視できないレベルで）

　彼らが囲むテーブル席の後ろには、ひらひらのドレスを来たムキムキの男性集団の姿があった。

　ヴァレンティーナ付きの、後宮の特別サロンの護衛たちだ。

　両手を後ろに立ち並んでいる。気のせいでなければ、彼らのドレスの豪華さも一段とパワーアップしていた。短い髪には、レース入りのリボンまでされている。

（これ、ヴァレンティーナ様作なのかしら……）

　無理がある。大変、かわいくない。

　ムキムキの大胸筋に引っ張られて、ドレスも大変なことになっている。

　ヴァレンティーナが見ている『白薔薇の会』は、個性的なファッション信条があった。女性は巻き巻き髪のドリルヘアー、フリルもレースもたっぷりのドレスで隙がないほどに自分たちを着飾る。

（それを、なぜ後宮の護衛騎士にも反映しているのか……）

　後宮は、殿方の立ち入りが制限されるとは聞く。ここもそうなのだろうか。

（あの白い手袋も、絶対特注品よね）

　アメリアは、ついつい注目してしまった。

「アメリア、授業後の君に会えてうれしいよ」

「は、はい、私も、です……」

（ミッシェル様は、気にならないのかしら？）

　大好きな推し顔だというのに、アメリアはもうムキムキ女装集団が気になって目が引っ張られて仕方がない。

「早く座りなさいな、ヒューゴ様たちのご挨拶を待たせるなんて、失礼ですわよ」

「えと、座ります。ですが、その」

「あら、さすがね、気づいてくださったの？　そう、わたくしがプロデュースして一段と進化したのですわ！」

　ヴァレンティーナは、後ろのムキムキ集団を誇らしげに手で示した。どうよと言わんばかりに胸を張っている。

　どう、と言われても大変困る。

「……あの、進化というより悪化、むぎゅっ」

　アメリアの口を、クラークが後ろから塞いだ。その上で立ち尽くしてしまっていた彼女を持ち上げ、席まで移動させる。

　それを見て、ソフィアが愛らしく驚きを表現した。

「まぁっ、護衛騎士様って、そこまでしてくださるんですね。私、どきどきしちゃいましたっ」

　普通はしないと思う。

　アメリアは、なぜ彼に運ばれているんだろうと考える。しかも、脇に担ぐみたいに雑だ。

　クラークには情緒がないのに、それをきゃっきゃっとヒューゴと話すソフィアがかわいい――ではなく。

（恥ずかしがらない私も変なのかな？）

　なんか、こうされたことがよくあった気までしてくる。

　友人同士のせいだろうか。そうアメリアが不思議に思った時だった。

「――こ、こえぇぇ！　なんだよこの空間!?」

　ルカが驚愕の声を響かせた。

　異国風の王族服もあって目立っていたのだが、改めて全員の目が彼に向く。ルカは慌ててアメリアとクラークを追いかけた。

「離れるなよ怖いだろっ、何あのムッキムキの大胸筋と上腕二頭筋!?」

　驚きのあまり、台詞が変なことになっている。

「ルカ第五王子殿下、女性ではないと正体を見破ったにしても、ご挨拶以降のお言葉にしては失礼ですわよ」

　ヴァレンティーナの目がすわる。

　アメリアは、クラークにソファの一つに座らされた。ミッシェルが向かいに見える位置だ。彼がちゃっかり隣に座る。

「いやいやいや、どう見ても男じゃん！　パーティー会場一番の王家筋の特徴的な猫目美人の背景が、ムキムキって想定外すぎ……うぇぇぇぇ！」

「うるさすぎるので、出ていってもらっても？」

「いやだっ、ここは絶対の安全地帯だしっ」

　ルカの主張を聞いて、みんな首をかしげた。クラークだけが考える顔をしている中、メイドたちが紅茶を出し始める。

（ムキムキの大男と、女装のセットでかなり混乱もあるみたい……？）

　アメリアも初めて見た時、真面目な話がすぐ頭に入ってこなかったものだ。あの見た目と存在感の破壊力は、すごい。

　そばからルカが、クラークをぎゅっとアメリアの方に詰めさせて隣に座った。

「殿下、邪魔なのですが」

「殿下呼びのわりに容赦ねぇな！　怖いから一緒じゃないと座りたくない！」

　ルカが、紅茶を置いたメイドにもビクッとして、咄嗟にクラークに体の横をぴったり押しつけた。

「ルカ様、何情けないことを力いっぱい答えているんですか……」

　アメリアは、本人たちの前で露骨にそう言うものではないと思った。

　彼らも護衛の任を受けた立派な騎士たちだ。傷つくだろう。心配になって、ちらりとうかがった。

（……あ。いや、まったくの無反応だわ）

　反応に慣れすぎているのか、まさか本人たちは納得して着ている？

　それ以上考えるのはよした方がいいかもしれない。アメリアはいったん思考をリセットすべく、いい香りがする紅茶へ目を向ける。

　進化させたと主張しているヴァレンティーナには、やはりルカの反応は大層面白くなかったらしい。つり上げた目でじろりと見やった。

「そもそも、淑女をつけ回す殿方なんて紳士失格ですわ」

「美人は嫌いではないけど、俺もズケズケ言う強い美女は苦手……」

「ああん!?」

　ヴァレンティーナがすごんだ。

　アメリアは、生粋の令嬢の喧嘩声に「ひぇ」と細い声を漏らした。しかし見守っているミッシェルは、「おやおや」とのどかな声を上げている。

（仲がいい、とか思っているんだろうなぁ……）

　ヒューゴも、ほんわかとした空気でソフィアに菓子を勧めていた。ヴァレンティーナ達を待つことにしたようで、彼女も微笑ましげに「ありがとう」と言ってカヌレをもらっていた。

　この三人、どちらも和む空気の持ち主だ。

　なんだか頭の痛みが戻ってきた。ひとまずアメリアも、彼らにならって出された紅茶で喉を潤すことにした。

「ひぃっ、悪かったって！　美人なんだからそんなに怒るなよっ」

「褒めているのかなんなのかわかりませんわ！」

「なんで余計に怒るんだよ!?　褒めてるだろ！　ツンなのかっ？」

　ヴァレンティーナがギンッと睨む。

　それは禁句だ。やっぱり彼は素直なのかしらとアメリアがはらはらしている間にも、ルカがよりクラークにしがみついた。

　クラークの周りの温度が、一気に低くなる。

「――斬り捨ててよろしいでしょうか」

　前を向く彼のアッシュブルーの瞳の冷ややかさは、極寒だった。

「ダメに決まってんだろ怖すぎるだろお前！　ちょっと触ってるだけじゃん！」

　アメリアは、ますます怒りの形相になっているヴァレンティーナを前にそわそわした。

　ミッシェルとソフィアの組み合わせを眺められるこの位置は最高なのだけれど、隣が騒がしすぎる。でも目の前には、おいしそうなクッキーも並んでいる……。

（ちょっと糖分摂取を）

　アメリアは欲望に負けた。クッキーを手に取ったものの、クラークにルカが詰め寄ったせいで腕があたった。

「あ」

　クッキーが、クラークの方に転がり落ちてしまう。ころころと膝の上を転がっていくのを、気づいたルカも注目する。

　三秒ルールだ。今なら間に合う。

　アメリアはぎゅむっとクラークを押すと、落ちる寸前にクッキーを確保した。

「よしっ、セーフね」

「『セーフ』じゃありません。アメリア、こちらのクッキーと交換なさい」

　ルカの方に身を乗り出しているアメリアの上から、クラークが長い手を伸ばしてテーブルから別のクッキーを一枚取る。

「えぇぇ、まだ食べられますよ」

「ならそれは私が食べます。ほら、お前がちらちら見ていたチョコチップクッキーですよ。交換したくありませんか？」

「なら仕方ありませんね！」

　手が届かなくてあきらめた矢先だ。アメリアは、にこにこしながらクラークとクッキーを交換した。

　それを、ルカが唖然と眺めていた。

「……アメリア嬢ならいいの？　半分乗っかっちゃってるけど」

「ふふっ、二人はとても仲良しだからね」

　私もと言って、ミッシェルもアメリアと同じクッキーを口にした。

「ところで、ご招待した覚えのないルカ・バゼリリアン・ラルド殿下のことは放っておいて、双方のご挨拶を進めてもよろしいでしょうか？」

　ヴァレンティーナが背筋を伸ばし、アメリアとソフィアたちを示す。

「言葉にとげを感じる……」

「あら、それは察知できましたのね。感心ですわ」

　彼女の目は、言葉と裏腹に冷たかった。クラークの隣で小さく座りなおしたルカは、視線を横にそらしている。

「……こんな怖い公爵令嬢、見たことがない」

「怖い公爵令嬢で残念でしたわね。どうとでもおっしゃいなさいな、一つも傷つきませんわ」

「うへぇ、鋼の精神の持ち主なのか？　美人なのに、もったいないって」

　すると、後ろから野太い声が続いた。

「そのかわいさがありますのですわ」

「可憐なのですわ」

　腹に響くような低い声で、無理のある女言葉だった。まるで呪いの呪文でも聞いたみたいにルカが「ひえぇ」と情けない悲鳴を漏らした。

（相変わらず、破壊力がすごい）

　アメリアも、ぞわぞわーっとしてしまった。

　もう少し女言葉がアップすれば、若干ぞわぞわ感も少なめになる――気がする。

「あの、ヴァレンティーナ様、殿下のことは大丈夫なんですか？」

　いちおう相手は他国の王族だ。

　そう思って尋ねてみると、ヴァレンティーナがフッと自信たっぷりの笑みを浮かべた。大きな巻き巻きヘアーを手で後ろに払う。

「王宮で預かることが決まった際、陛下からは『同世代同士仲よく』と許可をいただいておりますわ」

　友人同士のように、と国王が告げたのなら問題にはならないのだろう。

「だから頭のいい美人は苦手だ……」

　女装集団の存在に震えながら、ルカが絶対に見ないと言わんばかりに紅茶を飲んでいる。

　美人は見慣れているようだ。彼もまたクラークとは違う方向で、美少女集団の中にいても平気みたいだった。

「はじめまして、私はソフィア・ハーバーと言います。エリオット殿下からも、アメリア様のお話は聞いていました。ようやくお話ができてうれしいです」

「あっ、こちらこそ」

　アメリアは、改めてソフィアと挨拶を交わした。続いてヒューゴも自己紹介をしてくれた。

　結婚の準備で、彼は少し前から休みをもらっているという。

　今回の件で、お礼にと王宮内を回っていたようだ。王妃からエリオットたちの方はもう少し時間がかかるので、ヴァレンティーナとミッシェルと特別サロンで休んでいるといいと提案されたのだとか。

　ここなら人目を気にしなくてもいいし、安心してゆっくり過ごせる。

「僕がこんなところにいてもいいのかなと、少々緊張はしていますが」

「あら、王妃陛下がおっしゃったのですから、れっきとした客人ですわ。わたくしも、ヒューゴ様にはエリオット殿下がこれまでお世話になりましたので、お礼を言いたかったですし」

「私も婚前を直で祝えてうれしかったよ。二人の恋愛話を聞けて楽しい」

　ミッシェルは、ティーカップを両手ににこにこしている。

　かなりの読書家である彼女は、実のところロマンス小説がとても好きだ。それは幼い頃にマティウスを好きになったのがきっかけだが、自分たちの恋が成就した今でも恋愛の話を聞きたがった。

（きらきらな笑顔の私の最推しが、尊い）

　アメリアは、ありがとうソフィアちゃんと思って合掌した。

　直前まで興味がなさそうだったクラークも、理由を知るなり、ヒューゴと彼女を同じく拝んでいた。

「……あの二人、どうして手を合わせているのでしょう？」

「ソフィア様、お気になさらずお菓子をどうぞ」

　同じくミッシェルファンであるヴァレンティーナが、それとなく菓子の皿へと視線を移させた。

　結婚式は、来週に参列者を限定してソフィアがいる教会で小さく行うらしい。

　庶民籍から貴族籍への結婚だ。すでに婚姻の書類は受理され、二人は問題なく戸籍上は夫婦になったのだとか。

「僕としても、結婚式を挙げてから『夫です』と名乗りたいな、と思っていて……」

「私も、ヒューゴさんの家の事情に合わせたいと思いまして」

　ほぼ同時に、二人が恥ずかしそうに頬を染める。

　なんて初々しい。

　二人の左手にあるのは、結婚式まで用だという婚約指輪だ。

　それは一族の伝統的な求婚の贈り物だった。エリオットといった周りの貴族たちが協力し、ヒューゴの実家である子爵家を納得させたおかげだ。

（エリオット様、ミッシェル様のことで協力しながらも、ヒューゴ様たちのことでもがんばってくれていたのね）

　アメリアは、尊敬心が増して胸が熱くなるのを感じた。

　なんと言っても、ゲームヒロインの幸せすぎる様子がすごくかわいい。

　今の彼女を見ていると〝刺激的な恋愛〟より、〝ふわふわハッピーエンド〟を迎えた理由がわかった気がした。

（ここはゲームの世界ではなくて、私にも、彼女にとっても現実）

　たどる道筋が違えば――出会いや出来事によって、その時々に抱く考えが微妙に違っていけば、あたり前のように運命は変わっていくのだろう。

　たとえシナリオという運命が存在していても、辿る道筋と生き方次第で変えていけるのかもしれないと思えた。

　アメリアは、悪役令嬢なので誰にも受け入れられないと考えていた。

　けれどミッシェルのことで勇気を出して外に出たら、気づけば周りのたくさんの人たちに受け入れられていた。

　性格は、まんま前世の頃の自分だ。

　そんな性格も含めて、エリオットは今のアメリアを好きになってもくれた。

『そういうところも好きだ』

　ミッシェルとマティウスのプロポーズを見届けたあの日、エリオットの口から聞きそびれてしまった言葉。

　エリオットは、素直になることをどんどん躊ちゅう躇ちょしなくなった。

　王宮でちょっとした散歩デートをした時、彼から改めてそう聞かされた時は、顔から火が出そうになったものだ。

（そういうところも、好き、なんですって）

　自分のことなのに、自分のことじゃないみたいににやけてしまう。

「ところでアメリア様は、エリオット殿下からお聞きになりまして？」

「え？　何をですか？」

　聞こえた声に、口元を引き締めてハッと顔を上げた。

「ソフィア様は面白いのですわよ。ヒューゴ様とお手紙で仲を深めたようなのです」

　ヴァレンティーナが、優雅にティーカップを持ってそう言った。

「それも、手紙を毎回運んでくるのは、とっても大きな青い鳥ですの！　いつもヒューゴ様を捜してお渡しするのです。エリオット殿下の執務室でお見かけした時には、驚いたものですわ」

　それは、ゲームでヒロインと攻略キャラたちをつなぐメール代わりのアイテムだ。

（たしかに、でたらめな鳥ではあるものね）

　アメリアは、ゲームのパッケージのデザインを思い返す。鳥、と分類していいのか迷う個性的なキャラクターだった。

　言葉は話さないが、言葉を理解してジェスチャーで返してくれたりする。

　オスであることを強調するためか、彼は首にはめると完成する『紳士のネクタイ』がトレードマークだった。

「あのネクタイ、かわいいですよね。僕もソフィアが教会で抱えているのを見て、その姿に一目惚れしてしまったというか」

　ヒューゴののんびりとした笑顔を受けて、ヴァレンティーナがひくっとする。

「そ、そう、ヒューゴ様にはかわいいと思えたのですわね……」

　彼女の第一印象は違ったらしい。

　出会いの風景は、鳥を抱っこしているシーンではなかったはずだ。

　でも、それはそれでなんだか二人らしい出会いだとアメリアは感じた。想像すると微笑ましい。

「とても賢い鳥なのですわね。私も見たかったですわ」

　実際に賢い。ある種それは、情報屋の立場にいる。

　アメリアの言葉を聞いて、ソフィアがうれしそうに笑った。

「はい、ありがとうございます。とても賢い子なんです。私が作った帽子をかぶってくれて、手作りのベッドに毎日潜って眠るんですよ。もうかわいくって」

　まるで人間みたいな鳥だ。

　アメリアはゲームのシーンを見ていたので知っていた。語るソフィアがかわいくて、「そうなのですね」とにこやかに相づちを打った。

　だが、新規参加の男二名は、イメージが湧かなかったらしい。

　クラークと揃って、ルカがゆっくりとソフィアを注目した。

　それぞれ表情が違っているのが面白かったのか、先に詳しく話を聞いていたミッシェルがくすくす笑っていた。

「鳥の名前は『ブルーノ』というのですけれど、新しい家の部屋も気に入ってくれたみたいで安心しました。近々は難しそうなので、いつか会わせますね」

　結婚式の日から新居で数日を過ごしたのち、新婚旅行に出かける予定があるという。もちろん、ソフィアの相棒である『ブルーノ』も一緒だ。

　――伝達役にして、情報が集約される青い鳥『ブルーノ』。

　あの鳥は、ゲームの中ではヒロインが情報を知るための重要ツールだった。どこよりも情報が早い。

　文字を書いて伝えるという特殊な特技も備わっているが、それはゲームの設定のため、ヒロインのソフィアは謎に思わないだろう。

　二人は、三週間をかけて国内の観光地を巡るようだ。

　スケジュールが確定するまで、その調整にも大変だったのだとか。

「ヒューゴさんの友人様たちが、国内の素敵なところをそれぞれご紹介してくださいまして。彼の有給も限りがありますから、とても迷いました」

「まさか結婚祝いで、無料の宿泊券までいただけるとは思ってませんでした」

　ヒューゴは不思議がっていたが、彼が愛される後輩気質な存在であるせいだろう。

「とても素敵な旅行になるといいね」

　ミッシェルが笑顔でそう言った。

「ありがとうございます。僕は思いきってリゾートもいいかなと思ったのですが、ブルーノがよしとしなくて」

「またあの鳥かっ。お前らにとっていったいどういう存在なんだっ」

　いよいよ訳がわからんぞと、ルカが目をむく。

「え？　家族ですよ？」

「ふふっ、本当に賢い子なのです。危ないところの情報も教えてくれますし」

「情報を教える……？」

　どうやって、とルカと同時にヴァレンティーナの顔にも出ていた。

「あら？　そういえばルカ殿下は、バゼリリアン王国のお方なのですよね？」

　尋ねたソフィアに、ルカが失礼にも露骨に警戒を見せる。

「なんだ、鳥が我が国の情報でも口にしていたのか？」

「はい。あの国って、今は王族の方々が騒がしいから避けた方がいいとかなんとか、ブルーノが――」

　騒がしい？

　ぎくっとしたルカが、次の瞬間急に大きな声を上げた。

「俺の国はとてつもなく広いぞ！　うん、接している国の数がこの大陸で一番多いことでも知られているしな！　さて、そろそろエリオット殿下たちの来る時間ではないかな!?」

　立ち上がり、そわそわしながら彼がたくさん喋った。

　アメリアはびっくりして、考えていたことも頭から飛んだ。ヴァレンティーナも咄嗟に耳を塞いでいた。

「うるさいお方ですわね、そう立ち上がらなくとも聞こえていますわっ」

「呼びに来ると言っていたけれど、私たちも正確な時間はわからなくてね」

　ミッシェルは、二人の時間が来た頃合いでヴァレンティーナと社交活動に戻る予定だった。王妃から二人を頼まれているので、それまで休憩は延長だ。

　クラークが、ルカの横顔をじっと見つめている。

　だがその時、タイミングよく扉がノックされた。

「うわっ、ムキムキの女装!?　あ、じゃなくてバリス将軍でしたか」

　扉を開けたバリスを見上げた護衛が、恐々と伝える。それは、そろそろ王家のみんなが揃うという内容だった。

「――運のいい男ですね」

　ルカを見ながら、クラークがぼそりとつぶやいた。




◆§◆§◆




（そろそろ兄上の方も時間の都合がつくだろう）

　会合からそのまま王家の談話室へと向かう道中、エリオットは自分の幼なじみであるヒューゴをかわいがっていた、兄マティウスを思った。

　マティウスは婚約後のバタバタの中、ヒューゴの入籍の報告と挙式日の決定の報告を楽しみに待っていた。

　新婚旅行を決めるまでの経緯なども、聞きたい考えがあるようだ。

（兄上の場合は、国交も兼ねるのでなかなか簡単には新婚旅行の予定は立てられないだろうがな）

　挙式までずいぶん時間はあるので、その間には近隣国の関係を考えつつ、何か計画を整えるつもりでいるのだろう。

　ミッシェルは頭のいい女性だ。

　そのことについてもすでに目安は立てているようにエリオットには思えた。しかしマティウスは『男の自分が』と思っているところもあるようなので、しばし彼女は見守り役に徹するのも目に見えていた。

（将来の国王妃、か）

　なんとも頼もしい女性である。

　ミッシェルは、よく頭が回った。そこに行動力も加わって、大貴族も舌を巻く優秀さときている。

（もし幼い頃のミッシェル嬢が病弱でなければ、この十年で国はもっと変わっていただろうな）

　ずっと陰にいたことが信じられないほどの逸材だった。

　今は体力にも問題がないことがわかった。ミッシェルの積極的な活動はたしかな実績を築き続けており、国民の期待はすさまじい勢いで高まっている。

　当時、病床の才女であると熱狂させていた頃のように。

（――その基盤にあるのが、アメリアか）

　ミッシェルを、敵なしの女性にしている原因は、エリオットの婚約者であるアメリアだった。

　たぶん、本人は気づいていない。

　ミッシェルはかなりアメリアに固執していた。

『彼女が私を尊敬してくれるので――もっと、そのようにありたいと思うのです』

　彼女は、エリオットから見ても十分すごい女性だ。

　それなのに、もっと上を目指さなければならないとミッシェルに思わせてしまうあたり、アメリアもまたすごい。エリオットは身震いを覚えた。

（先日そう言っていた時の顔は、マジだったな）

　公務直前の休憩中、エリオットが大丈夫かと声をかけたのは、ミッシェルに何かあるとアメリアが心配するからだった。

　けれどあの状態だと、当分は問題なさそうだ。

　エリオットが余計な心配をすると、ミッシェルは冷ややかな笑顔で『それほどまでに信じられないのですか？』と言ってきそうな予感もある。彼女の怒りを買うのは避けたい。

　それに、エリオットが何か言おうものなら、いとこのヴァレンティーナが口うるさく文句を言ってくるのも推測できた。

　彼女もまた、ミッシェルの〝猛烈なファン〟だったようだ。

　ヴァレンティーナの場合、あの暑苦しい女装護衛団を差し向けてくるので、たまったものではない。

「殿下、お疲れさまでございます」

　その時、歩くエリオットに二人の騎士がついた。

　それは軍籍側では、右腕であるアルレッドとバイザーだった。

「どうした、何かあったのか」

　時間がなかったので、横目に見やり手短に尋ねる。

　すると、二人が報告したのはまたしてもルカがアメリアのそばにいるということだった。騒がしい姿は目立っていたらしい。

「俺がそばにいられないのに、なんであいつがいるんだ」

　エリオットは苛々した。

　当然の顔をして、あの男がアメリアのそばにいる。

　それを考えるだけで虫唾が走った。先日の言い分からして、意図があってアメリアに接近しているとしか思えなかった。

『――それでいてエリオット殿下は、美しい婚約者もすんなり手に入れたというし、本当にうらやましいです。俺に譲って欲しいくらいですよ』

　アメリアを迎えにいった時、ルカから嫌みったらしく言われた言葉を思い出して、またしても怒りを覚えた。

（くれと言われても、くれてやるものか）

　これまで、一度も王家の一員をよこしてきたことがないバゼリリアン王国。

　ルカも初来訪だ。しかしアメリアの美しさを思えば、大国の王族という性質上、欲しいものなら奪いたいと出る懸念が浮かんでいた。

（まさか、本気でアメリアを欲しているのか？）

　先日の言葉を思うに、何度考えてもそう勘繰ってしまいそうになる。

「それで？　きちんと動向も把握した上での報告なんだろうな？」

　一緒にいたのが目撃された、という話を聞いただけなのなら問題だ。

　エリオットから厳しい目を向けられた二人は、『もちろんです』と答える代わりに、すぐうなずく。

「あの後、令嬢グループが迎えによこされ、ルカ殿下は共にヴァレンティーナ公爵令嬢の元へ行ったそうです」

「あの、例の特別サロンです」

　バイザーが、無表情のまま『あの』と強調する。

　一瞬、エリオットは言葉が詰まってしまった。

「アメリアが招待に応じたのはまだわかるが……第五王子、意外と勇者だな」

「知らなかったのでしょう。ルカ殿下がついていくのを俺の部下が見届けたのち、特別サロンの扉前の兵と共に絶叫を聞いております」

「それなのに出なかったのか？」

　二人の部下は真顔のままうなずく。

　エリオットは甚だ疑問だった。情けなく悲鳴を上げておきながら、なぜルカはそこにとどまったのか。

（それほどまでにアメリアといたかったのか？）

　アメリアといるチャンスを逃したくない一心で。

　そう考えた途端、またしても胸の内側がざわついた。

　大変面白くない。そんなことを憎たらしく考えていると、アルレッドがふっと前方を見た。

「そろそろ陛下との合流場所でございますね。最後に一つだけ、ご報告が」

「なんだ、これもまた急ぎか？」

「はい。クラーク騎士隊長の依頼を受けたハワード騎士団長からも、調査の報告書を預かっております」

　それはエリオットとしても気になって待っていたものだった。

「ご苦労」

　歩きながら、畳まれた紙を受け取る。二人は会釈すると、エリオットが廊下の角を曲がる直前で何もなかったように離れていった。

【王宮の周りに怪しげな影、あり】

　ハワード騎士団長からの報告書には、そう記されていた。それは先日、クラークから報告を受けていた調査内容の結果だった。

『ルカ殿下のことが気になりますので、もうしばらく泳がせてもかまいませんか』

　警戒を抱かせていない状態で観察を続行したい、とのことだ。

　なんのために、とはエリオットは尋ねなかった。

　気になるものがなんなのかわからないからこそ、調べたいとクラークは言ったのだ。

「……王宮周りの調査、か」

　どうしてそのような依頼をしたのか、エリオットには意図が掴めなかった。

　だが、クラーク自身からの報告は大変興味深かった。

【バゼリリアン王国では、兄弟は生まれた順ではなく、王位継承者と順位を決めるために独自の習慣がある模様】

　それが現在、非公開で行われているところであるようだ。

　その最中なのに、五番目の王子であるルカが国を離れているのは怪しい、とクラークは推測を書いていた。

　留学のことを考えると〝急だ〟とも言えるのではないか、と。

「たしかにその通りだな」

　向こうは一夫多妻制。最近国王への挨拶で聞いた内容によると、ルカを含め王子として認められた男児は十一人いたはず。

　その中の五番目というと、まぁまぁ悪くない順番だと思える。

「――とはいえ、この『独自の習慣』とやらがわからないな」

　国によって、王位継承は年齢順ではないことはままある。

　クラーク自身は何やら憶測があるようだが、確証がないので、引き続きハワード騎士団長と調べると書いてあった。

（国王候補として優位になるための算段で、来訪を？）

　単純に考えると、王位継承の基本は妻候補がいる者にまずしぼられる、という方法が浮かぶ。

　これは、実際に他国でもある条件だった。

（つまりアメリアを隣国に連れ帰ることを狙って、婚約破棄させるつもりが？）

　エリオットが一番恐れていることは、アメリアを奪われることだった。だから真っ先にそれが浮かんでしまった。

（――彼女を妻にするのは、俺だ）

　どんな大国が相手だろうと、そんなことは絶対にさせないし、ちょっかいを出そうものなら許しはしない。

　相手がアメリアとなると、冷静な判断が難しい。

　それをわかって、クラークが『信じて任せて欲しい』と申し出たのも察してはいた。またしても思い出し、一度心を落ち着ける。

「……あいつが早急に対処していないとなると、ルカ殿下には別に目的がある、と考えているのか？」

　ああ見えて、クラークが大変優秀であるのはエリオットも承知している。

　アメリアの専属護衛に抜擢しようと考えた際、エリオットが自分の直属の部下に欲しいと国王や軍部の上層部の者たちに述べたところ、全員が『それはいいことです』と推した。

『私は騎士学校時代からスカウトのためによく見て知っています。冷酷無情、その評判の通り、私情を挟まず任務を成功させます』

『あの若さで実に優秀な男です。将来、軍部を治めることになるあなた様には、必要な人材かと』

『エリオットよ、よくぞよい提案をしてくれた。将来が楽しみだ』

　若きエース。まさかの同時に父を喜ばせる結果にもなり、エリオットとしても大変満足がいく場にはなった。

　まずは感情的になっている自分を落ち着けよう。

　エリオットはそう思って、父が先に待っているであろう部屋を目指した。

「――そもそも、彼女の兄が他の男を認めるとも思えないがな」

　エリオットと同じ十八歳の、ロバート・クラレンス。認めてくれた今だって『妹にキスを強要するなよ!?』などと、いちいちうるさい。

　おかげで、ロバートが耳にすることを思うと、人の視線があるところでアメリアを恥ずかしがらせてかわいがる、ということができないでいた。

　ロバートにとって、ルカなんて男は虫と同等だろう。

（ああ、またアメリアからキスが欲しいな）

　思い出したら、途端に恋しくなってしまう。なんとも女々しい。

　あのルカも、一度ロバートにつかまって痛い目を見ればいいのになと、もやもやさせられている数日を思って考えてしまった。

　エリオットも先日、アメリアにキスをさせたとはどういうことだと詰め寄られたばかりだ。

　とはいえロバートは、基本的に人のいい伯爵令息だ。

　あの口がよく回るルカがおびえるほどの〝報復〟とはならないだろう――とエリオットは思いを巡らせたのだった。










五章　予想外の事実から決着へ




　ソフィアとヒューゴの二人と話せた翌日。

　アメリアは授業の開始時刻より、一時間以上も前に王宮へ到着した。

　その希望日程は、クラークにしか教えていなかった。しかし馬車の扉が開けられると、そこには当然の顔でルカもいた。

　こう連日だと、さすがのアメリアも気が滅入る。

　張り込んでいたとしか思えない。彼は相当暇を持てあましている説が、彼女の中でまた一つ濃厚さを帯びた。

「……クラーク様、ルカ様のこと、どうにかなりません？」

　王宮へと上がりながら、こそっと尋ねた。

「どうにもなりませんね。相手は王族ですから」

「無理、かぁ……」

　クラークの横顔から、まるでしれっとするかのような返答がコンマ二秒できて、アメリアはがっくりとする。

　国王の許可を得て、王宮内で泊まり込みの留学中なのだ。

　なんとかできるのなら、当初からクラークが何かしているはずだろう。

（エリオット様の警告が全然効果がないのも、そのせいなのかしら……）

　彼の国は大国であるというし、優遇されての滞在であるのかもしれない。留学というより、彼の場合は遊びなのではと勘ぐってしまう。

　そんなことを思っていると、後ろをついてくるルカが「なぁ」と声を投げてきた。

「授業まで時間があるんだろ？　一緒に庭園でも散策しない？」

　隙あらばお誘いだ。アメリアはむっとする。

「しません」

「エリオット殿下はお茶の予定も入れてくれないんだろ？　ならさ、俺としよ？」

「彼は忙しいだけです。そして、私も忙しいです」

　振り返らないアメリアの後ろで、ルカが「なんでダメ？」と言って首をひねる。

　第二王子の婚約者を堂々とお茶に誘っているのを、兵たちや貴族たちも気にしてちらちらと見ていく。

「あ、そうか。忙しいのは例の活動ってやつをするから？」

「いーえっ。これから授業先へ向かう予定です。ですのでルカ様の相手をしている暇はないのです」

「どうせストーキングなんとやらを探しながら行く感じだろ？　散歩みたいなものじゃん。俺も付き合うよ」

　そばまで距離を縮めてきたルカを、クラークが目で追いかけた。

　いまだ付き合う気満々であると知って、アメリアは最後の望みが絶たれたような心境でうなだれた。

（そこは、ほんと遠慮して欲しいのに……）

　実のところ、早くに来たのも授業前に推し活をする予定でいたからだ。

　この時間、午前の公務で宰相と用がある彼女とマティウスの移動を見られるかもしれないのだ。

　それを期待して今日を楽しみにしていたというのに、推しもファンもよくわかっていないルカを連れていきたくない。一緒にいると、無駄話で集中している時間の一部が嫌でも削られた。

（ついてこられるのは大変邪魔。だけど彼のせいで例の手帳の完成が遅れてしまうのも嫌……とすると続行しかない？）

　さっきの返答はなんだったのかとか言われると面倒だ。

　その時、仲よくしたくないという意思表示で目を合わせないようにしているのに、ルカがアメリアの顔を覗き込んできた。

「なぁ、いいだろ？　邪魔はしないからさ～」

　何を言ってもどうせついてくる気でいるのに、ルカはアメリアからの返事を待っているのだ。しつこく確認してくる彼の急接近を、クラークが右へ左へと移動して阻止してくれている。

　たとえそっけなく了承しても、彼のことだから、好感触を得たと声を大にして主張するのだろう。

　そんな想像が脳裏をよぎった途端、アメリアはとても嫌な気持ちになった。

　見ている者たちの印象を操作するような行為に思えた。それが目的の一つだったとしたら、絶対に返事もしたくない。

（〝悪役令嬢〟みたいに、エリオット様との不仲の噂を流されてしまったら――）

　アメリアは、ついドレスのスカートを子供みたいにぎゅっと両手で握りしめてしまっていた。

「――アメリア」

　クラークが、唇をほんの少し開いた。

　その時、チャンスと言わんばかりにルカが彼の脇をすり抜けて、アメリアを覗き込もうとした。

　だが次の瞬間、後ろからすごい速さで伸びた手が、ルカの頭を鷲掴みした。

「おい、誰の許可を得てアメリアの真横に入ろうとしてんだよ。あ？」

　低い声と共に、恐ろしい形相がぬっと覗く。

　アメリアは、頭を押さえつけられて足を止めたルカと同時に悲鳴を上げた。

　その顔を見て驚いた。それは兄のロバートだった。片手には仕事の用で運んでいたのか、書類が入ったような荷物を抱えている。

「え、え？　お兄様――」

「おい聞いてんのか紫髪、テメー誰だ、アメリアのなんだ？　もしかしてストーカー野郎か？　だったらちぎって池の魚の餌にすんぞマジで」

「お兄様ああああああぁぁ!?」

　こんな怖い口調、聞いたことがない。

　いちおう相手は王子である。あまりの痛みに声も出ないルカに気づき、慌てて止めに入った。

「お兄様っ、手をお離しくださいっ」

「アメリアを困らせるクソ野郎は抹殺する」

「抹殺!?」

　クソ野郎、なんて大変下品な言葉にもアメリアは驚く。

「俺殺されんの!?」

　続いてルカが情けない叫び声を上げた。

　場は大変混乱していた。クラークは興味もなさそうに「うわー」と棒読みの声を上げて、三人の騒ぐ様子を傍観している。

「というか、こ、この人、アメリア嬢のお兄様だったのか――ひぃ!?」

　掴んだ頭ごと無理やりロバートの方へ向かされ、顔を突き合わされたルカが息をのむ。

「テメーに兄呼ばわりされる覚えはねぇよ」

　ロバートは、虫けらを見るような目をしていた。

「すみませんでしたああああああ！」

　ルカが反射的に謝る。

　なんて目で見下ろすんだと、アメリアもロバートの気迫におののいた。

「お、お兄様、聞いてくださいまし。実は、違うんです」

　ストーカーが誤解であることを、まずは解こう。

　アメリアは慎重に、どうにかこうにか言葉をまとめて説明する。

　ルカは、留学中のバゼリリアン王国の第五王子だ。ロバートが彼を殴りでもしたら大問題である。

　アメリアは、自分の兄が人を殴るなんてイメージにはなかった。しかし今の彼を見ているとその想像が拭えず、とにかく早口で「案内中なのっ」と言ってごまかした。

「――ああ、彼が滞在中の」

　ロバートが、ようやく手を離す。

　状況は理解したらしいが、まとっている空気は冷たい。クラークが感心したような目で眺めている中、いちおう、という感じでにこっと作り笑いをルカに向けた。

「婚約中のアメリアに迫って困らせているのかと思ったが、どうやら〝俺〟の勘違いだったみたいだ。すまないね、うちのアメリアは少し前まであまり外に行かなかったものだから、つい過保護になっていてな」

「ま、まさかぁ……ははは、は……」

　ルカが、冷や汗だらだらでロバートから目をそらす。

（ん？）

　アメリアは、ほっとしたところでハタと思う。

「お兄様、今『俺』って言――」

「お疲れアメリア。急でびっくりさせて、ごめん」

　苦笑と共に頭に手を置かれた一瞬、アメリアは質問内容が頭から飛んだ。

（――大きな、手だわ）

　エリオットとは違う遠慮のない力加減を、アメリアは〝よく知っている〟と思わされた。それは前世の記憶だ。

　でも、いつ？　どこで？

　当時の両親の記憶だってない。友達のことも、あの頃の自分がなんと呼ばれていたのかも。それなのに――。

「アメリアは、また授業前に『活動』かな？」

「え、ええ、そうですわ」

　いつもの自分の兄だ。戸惑いつつもそう答えると、彼はアメリアと同じ赤薔薇色の目を優しく細めた。

「そうか。何かはわからないが、楽しめるといいな」

　どういうものかもわからないのに、彼は詳しいことも聞かず頭をなでなでする。

「じゃ、僕は行くよ。仕事の移動の途中でね。また家でな、アメリア」

　最後にぐりぐりっと強めになでて、ロバートは廊下の向こうへと歩いていった。

（なんだか、そうしていると『兄』を思い出すような……）

　あまり思い出せていない前世の兄。

　でも、いつも兄が守っていてくれたことは覚えている。ジグソーパズルの数少ないピースのような記憶の断片に、『兄に支えられた』『助けられた』という、当時のアメリアの感情が残されていた。

（――まさか、ね。そんなことあるはずないか）

　ロバートは、悪役令嬢アメリアの兄であって〝前世の兄〟ではない。

　前世の彼は、品よく微笑んだり座ったりはしない人だった。

　よみがえった記憶の一つで、バイクの前でしゃがみ込んでいる後ろ姿は、とてもではないがロバートがしそうにない姿勢だ。

「……あれがアメリア嬢の兄上？　めっちゃ似てないっ、めちゃくちゃ怖ぇ！」

　恐々とロバートを見送ったルカが、詰めていた息を大きく吐き出した。

「いえ、髪と目の色はそっくりですよ」

「色のことは言ってないわ！　お前も、あの鬼みたいな気迫見ただろ!?　魔人か!?」

「手近でたとえるなら、後輩騎士を容赦なく池に投げ捨てる鬼指導官ですね」

「それお前のことだろ！」

　なんかもう、いろいろと収拾がつかない。妹本人の前で、勝手な想像からいろいろと感想を飛び交わせるなんて失礼だ。

「言っておきますけど、私のお兄様は社交的で、物腰やわらかなお人ですわ」

　普段はそうだ。

　妹関係になると熱くなることは知っていたが、先程のすごみ方は、アメリアも初めて見たので言葉は続かない。

　ロバートは騎士学校で寮生として数ヶ月、他の令息らと義務課程で軍事の訓練を受けていたことだってあった。仲間内では、ああやって怒ったり叱ったりできる人なのかもしれない。

「こ、こわ……俺はあんな人とまた対峙しなくちゃならんのか……」

　ルカが、ぶるっとして自分を抱きしめた。

「『また』？」

　アメリアは顔をしかめた。そもそも、好きな兄のことを怖いだの言われ続けるのは気分が悪い。

「ルカ様には関係ないでしょう。お兄様と会う機会なんてありませんし」

「いや、婚約することになったら必要だろ！　そうしたら俺にとって義兄になるわけだし、アメリア嬢と婚約できれば利があるし……！」

「は……？」

　がばりと目を向けてきたルカを前に、アメリアは思考が停止する。

（……この人、今なんて言った？）

　聞き間違いでなければ、たしかに『婚約』と言った。

　咄嗟に胸の内の言葉を出してしまったようで、目が合ったルカも口を「あ」の形に開けている。

（私と……婚約？　私にはエリオット様がいるのに？）

　まさか、本当に恋心？

　先日、ヴァレンティーナが冗談交じりで口にしていたのを思い出す。

（いいえ、そんなはずない）

　やはり考えても、恋うんぬんとは思えなかった。エリオットの気持ちがアメリアに向いているなんて思ってもいなかった頃、どうしようもなく落ち着かなくなったあの強い眼差しとは違う。

　するとルカが、意を決したような顔でアメリアに歩み寄る。

「なぁ、アメリア嬢。エリオット殿下はやめて、俺にしないか？」

　クラークが「おや」と他人事な声を漏らした。

　偶然にも耳にしてしまった通りすがりの兵たちが、どうにか目は向けなかったが思いっきり咳き込んでいた。

　対するアメリアは、ときめきどころかマイナスポイントを顔に出していた。

「……馬鹿にしてます？」

　もういろいろと呆気にとられてしまい、思わず口から出たのはその一言だった。




　週末の休日は、もやもやして何も楽しむことができなかった。

　ルカから告げられた言葉のせいだった。クラークとのメモ帳を見返してわくわくしたり、その週に眺められたミッシェルの衣装を頭の中で並べて自己満足に浸ったり――そんなこともできない自分がもどかしい。

　エリオットから手紙がきたのに、ときめきよりもため息が先に出た。

　両想いになった日から、特別になった婚約者からの手紙だ。それを見て、会うことに躊躇を覚えた自分も嫌だった。

　早く考えに決着をつけようとしたものの、一人だと悶々とするばかりで思考は一歩も前に進まない。

（クラーク様なら、ミッシェル様なら、ヴァレンティーナ様なら……思考の整理がついてもいい頃よね）

　無力感にさいなまれ、時間だけが過ぎてしまった。

　そうしている間に週が明け、またしても妃教育の日々が始まる。

　今朝は、王宮から早い時間に迎えの馬車がよこされた。軍部関係の会議に入る前に少し休憩が取れるとのことで、少しだけでもエリオットに会えることになっていたのだ。

（手紙の予告も、迎えも……少し前の私なら張りきっていただろうな）

　エリオットが拗ねていたので、アメリアも会う機会を増やそうと思っていた。まだうまく素直になれないけれど、彼が喜んでくれるのならうれしい。

　でも、今は彼を心配させてしまわないよう装えるか緊張している。

　アメリアはすでにエリオットと婚約しているし、結婚に向けて妃教育中だ。それなのにルカはどうして――。

（ううん、今は考えてちゃダメよっ。大丈夫、いける。時間は短いし、頭からルカ様のことをいったんどかせば、なんとかなる！）

　自分を奮い立たせ、馬車が王宮に到着するのを待つ。

　だが停車後、兵たちが見守る中で下車を手伝うクラークの顔を見た途端、ぐわんっと心が乱れた。

「笑顔のまま固まると、不自然ですよ」

「……知って、ます」

　ルカを置いていった後、アメリアはクラークに今は黙っていてとお願いしていた。

『エリオット様の負担になりたくないの。まずは自分で考えたいです』

　クラークにエリオットがいる控室へと案内されながら、あの時は平気だと思ったことを考える。

　週末にたっぷりあった時間で、なんとかなると思っていた。

　けれど、かえって頭の中が複雑になってしまったとか、自分が情けない。

「仕事の前に会えて、うれしいよ」

　慣れない軍人用の控室に入室してみると、軍服仕様の衣装を着込んだエリオットが待っていた。三人掛けソファに楽に腰を下ろしていて、マントからは装飾の美しい剣が見えている。

　アメリアは、エリオットを見て安堵の息を吐いてしまった。ルカと顔を合わせた時と違って、そばにいるだけで心が安らぐ。

「ええ、私もうれしいわ。ところでそちらのお方は……」

　同じくこれから一緒に出席する予定なのか、向かいの一人掛けソファに、大きな騎士が腰かけていた。

　もしや、仕事の邪魔をしてしまっていないだろうか。

　そんな思いが脳裏をよぎって、足が止まった。すると大きな騎士がマントを揺らして立ち上がった。

「アメリア嬢がお見えになりましたか。私は本日殿下と行動を共にする、ハワード・ダインです。騎士団で団長を務めております」

　そう名乗りながら歩み寄ってきた彼が、腰を屈めて両手でアメリアと握手をした。

「あ、はじめまして。アメリアと申しま――」

「時間は短い、どうぞ殿下とごゆっくり。私はいったん外に出ております」

　武骨な顔に爽やかな笑みを浮かべると、彼はあっという間に部屋の外にいるクラークと合流してしまった。

　使用人がティーカップを一つ追加し、全員が出て扉が閉められる。

　いつも通りエリオットの隣に座ったアメリアは、そわそわした。気分を紛らわせるように紅茶を無理やり飲み、週末を含めて会えなかった数日の間に互いがしていたことを報告し合った。

　エリオットは休日、一家揃って公爵の別邸に宿泊したらしい。

　貴族らとの狩猟を楽しんだようで、結果はトップだったとか。

　それをじかに教えて自慢したかったみたいだと感じて、アメリアは年上なのに彼を微笑ましく思った。

　久しぶりにマティウスも息抜きができたようだ。

　エリオットの話によると、馬を思いきり走らせて活き活きしていたのだとか。

「本当は、ミッシェル嬢を前に乗せたかったみたいだけどな」

　そんな本音を暴露する弟に、アメリアはくすくす笑った。

　ああ、素敵な時間だなと思った。

　好きな人と、会えなかった間の時間を埋めるみたいに話す。今の心持ちでなければ、もっと素晴らしい時間だったろうにと感じた。

　アメリアは明るい話題にしぼり、王宮ではソフィアたちにも会えてうれしかったことなどを簡単に語った。

「休日はお兄様と、買い物がてら少し散歩もしたわ」

「そうか。……ところでアメリア、他には何もなかったか？」

　エリオットが、どこか気まずそうに顔を覗き込んできた。

　アメリアはドキッとした。休日に入る前に、ルカに告白された。それが、後からじわじわときていた。

（まさか恋ではない、はず）

　それはたしかだろうと思うのに、言い寄られた実感が時間差で来て動揺している。

　前世を含めても、アメリアは恋愛経験はエリオットが初めてだった。交際しているのに、他の男性にアピールされたのも経験にない。

「……あの、とくに困ることは何もなかったわ」

　アメリアは下を向いた。

「本当に？　たとえば、好みだとか言われたりも？」

「す、好きだとか、全然言われてないから！」

　思わず顔を上げて反論した。

　目が合った途端、エリオットの眉間にしわが寄っていく。

（あ、まずい）

　彼が口にした『好み』に過剰反応してしまった。根拠がなかった彼に、大きなヒントを与えてしまったのだ。

「アメリア、何かあったんだな？　俺よりもあいつを選べだとか言われた？」

　まさにその通りで、呼吸が止まりそうになる。

「言わ、れてない」

「本当に？」

　咄嗟に答えてすぐ、詰め寄られてたじろいだ。

　彼とは、秘密をつくらずに話していくことを約束もしていた。

　本当にそうだとは答えられなかった。けれど、彼の負担になりたくないと考えると話せない。それがつらくて泣きそうになった。

（ひどい。ルカ様が急にあんなこと言ったせいだわ）

　すでに婚約しているのに、結婚相手を自分に変更しないか、というようなことを言ってきたのだ。

　そんなことできるはずがない。ひどく混乱している。

　一目惚れという感じだって、まったくない。あのガーデンパーティーで初めて目が合った時も、軽く笑顔で応えてきただけ――。

（――ん？　待って）

　初めて目が合った時のことを思い返して、ハタと気づく。

　ガーデンパーティーをしゃがんで覗いている令嬢がいたら、もう少し違う反応をするのではないだろうか。

　思い返すに、ルカは驚きもなくアメリアを見つめていた。

（私の顔を確認していた、とか……？）

　チェリーピンクの髪の令嬢なんて、このゲームには悪役令嬢のアメリア・クラレンスしかいない。

　とすると、彼は事前にアメリアの存在を知っていたのか。

「アメリア？」

「ご、ごめんなさいエリオット様っ。そろそろ時間よね？　私、先に授業に使う本を取ってこなくてはいけないのを思い出して」

　アメリアはそそくさと立ち上がった。へたな言い訳だとは思ったが、これ以上嘘になるようなことは彼に言えない。

「そういうわけだから、もう出るわね」

「アメリア、まだ話が――」

　後ろからエリオットの声が追ってきたが、すばやく扉を開ける。

　すると、廊下で待っていたハワード騎士団長と出くわした。そこには強こわ面もての騎士が数人固まっていて、アメリアはびっくりする。

「おや、アメリア嬢。もう殿下とのお話はよろしいのですかな？」

「は、はいっ、どうぞ」

　咄嗟に室内を手で示すと、ハワード騎士団長が中を覗き込んだ。

「殿下、先にお話ししていた通り、例の打ち合わせと報告の件も兼ねて、私の部下たちを入れても？」

「あ、ああ。そうしてくれ」

　クラークを見たエリオットが、何やら静かに目配せされるなり、ハワード騎士団長に許可を出した。

（クラーク様、もしかして助けてくれたのかしら）

　助かった。アメリアはそう思いながら、入室する男たちを目で追う。ハワード騎士団長が愛想よく漢のウインクをして、中に入っていった。

（――ルカ様は、婚約すれば利があるようなことを口走っていたわ）

　週末まで停滞していた思考が、早急に回り出すのを感じた。

　そもそもアメリアには、他国の王子が欲しがる利点なんて思いつかない。父は普通の伯爵で、国交や貿易に影響力を与える立場でもない。

　とすると、いったい何が目的なのか？

（今日で、はっきりさせるわ）

　もやもやするのも、エリオットとぎすぎすするのも嫌だった。

　ミッシェルの推し活を邪魔されないため、そしてエリオットとのことに水を差させないためにも、アメリアの方でルカ本人と話をつけるのだ。

　その時、ふと見覚えのある二人組が到着したのに気づいた。以前エリオットに改めて紹介された彼の部下、アルレッドとバイザーだ。

　クラークがそれを確認し、アメリアへと向く。

「私は少し殿下たちと話がありますので、授業場所へ先に移動していてもらえますか？　それまで、アルレッドとバイザーがつきます」

　クラークが、二人を手で示した。

「え、ええ、わかりました」

　急な話で戸惑ったが、元々その予定だったのかもと思って、クラークの仕事の邪魔をしてはいけないと考えうなずく。

（この件に関しては、後で意見を聞いてみれば大丈夫だものね）

　室内には、これから軍人同士の話し合いがされる雰囲気が漂っていた。

　ひとまずアメリアは、エリオットにも無理をしないようにと声をかけてから、その場を後にした。

「アメリア嬢。人目のないところは物騒かもしれませんから、できるだけ離れませんように」

　歩き出して次の角を曲がったところで、相変わらず気だるそうな口調でアルレッドが言った。

「そうそう。いつもの突拍子もない行動力を出さないでくださいね」

　バイザーまでそんなことを言ってきて、アメリアはむっとする。

「私、そんなことしないわよ」

「はいはい、人が多い場所にルートを変更しますんで、とにかく俺らのそばから離れないようについてきてくださいね」

「御身に何かあったら、大変ですからね」

　左右から挟むように歩く二人に、アメリアはきょとんとする。

（もしかして今、警戒中だったりするのかしら？）

　そうだとしたら、一人でルカと話すことは難しいのだろうか。

　それでも、これはアメリアの問題だ。彼女は授業後にでも説得しようと思い、クラークに話す内容を頭の中でまとめることにした。




「――つまりね、婚約がどうのと言っていたけど、絶対に怪しいと思うんです。だから人を困らせたお詫びも兼ねて、私はルカ様と直接一対一で話をして、決着をつけたいと考えています」

　クラークは一つ目の授業中に戻ってきた。アメリアは彼に、次の授業の合間を使って相談した。

　反対されるかなと心配して、話している間も緊張していた。

　彼は授業部屋の壁にもたれ、顎をなでて聞いている。開いている扉から廊下を横目で眺めながら、次の講師と警備が来るのを待っていた。

「相手は男ですが、殴り合いの喧嘩になったらどうするつもりです？」

「私も殴り返します！」

　先程のエリオットへの後ろめたさで胸も痛くなっていたし、アメリアはもういろいろとピークにきていて思わず拳を掲げた。

　今日まで、ぐるぐる悩まされ続けたのだ。

　王子と喧嘩になろうが、この機会にもやもやをすっきりさせたいと思う。

「お前らしい発想ですね。さすがは同志です。それならがんばるといいですよ」

　どうやら彼的には〝オーケー〟らしい。

「いいんですか!?　ありがとうございますクラーク様！」

　アメリアは安心した。仕事に対しては真面目なので、護衛なのにそばを離れることを了承してくれるかどうか不安だったのだ。

　すると返事を受けたクラークが、ちらりと視線を横にそらす。

「いえ、礼など――実のところ〝予想通りすぎて〟少々物足りなさがあるくらいです」

「はい？」

　何やらつぶやいた彼が「いえ、なんでも」と言って、眼鏡を押し上げる。

「それで？　いつ実行する予定ですか？」

「最後の授業が終わったら動きたいと思っています」

　あのルカのことだ。この前のぎこちない別れなどなかったみたいに、またひょっこり現れるに違いない。

　彼が来たら速やかに場所を移動し、決着をつけるつもりだ。

　アメリアはそう、授業中にもまとめていた作戦をクラークに話して聞かせた。簡単だが、まずはルカと話す機会をつくるのが大事だ。

「――話すのならあそこがいいでしょう」

　クラークはどんなふうに話すのかも聞かず、今回とても積極的に協力してくれた。




　それからしばらく経った。

　アメリアは最後の授業を終えて、講師に礼を告げ教室を一人で出た。待機していた兵たちが片づけの手伝いに入る。

（一人なのが、解放感があるわね）

　妃教育が始まってから、王宮内では本当に久しぶりのことだった。後ろを振り返っても、警備兵がついてくる気配はない。

　さすがクラークだ。協力をお願いしていてよかった。

　心配なのは、最後の授業の場所が急きょ変更になったことだった。

　ここは王宮の奥寄りの場所だ。ミッシェルとよく休憩していた別棟に近い。廊下を歩くのは貴族が数人くらいなもので、静かだ。

　偶然にも、クラークが話す場として提案したのは別棟でもあった。

（ルカ様のことだから、どこからか話を聞きつけてくれるわよね？　あとは、彼がこの場所を知っていれば問題ないのだけれど……）

　歩きながら不安が脳裏をよぎる。クラークは、知っているはずなので心配することはないと言っていた。

　彼の話によると、ルカはとても社交的らしい。

　常に人がいるところにいて、初対面なのにお喋りしている貴族たちの輪に加わって話を楽しむ。その際、それとなくアメリアのことを聞いているのを見た騎士がいるのだとか。

『それにしては現れるタイミングがよすぎない？　他の貴族たちが、私の行動をすべて把握しているなんて思えないけど』

『お前は有名人ですからね。貴族たちも、見かければ目で追って確認しているくらい注目しているんですよ』

『あはは、それはないですよ』

　そんな会話をしたのは、最後の授業前の休憩だ。

　あの時、なぜクラークが変な顔をしていたのかわからない。気のせいでなければ、表情でけなされた気がする。

　授業部屋が見えなくなった。一人、人の通行が絶えた広い通路へ出たところで、不意に肩が落ちてしまった。

（……開放感はあるけど、いつもクラーク様と歩いていたから変な感じだわ）

　ミッシェル様のお喋りでもしたかったなと、少し残念に思う。

　クラークとは、馬車乗り場の近くで待ち合わせしようと話し合っていた。彼は護衛としてそばから離れることを黙っていてくれて、アメリアが来るのが見える位置で、適当に時間をつぶすとか。

（少しは、彼の休憩になるといいな）

　クラークは近衛騎士隊長の仕事の傍ら、アメリアが王宮にいる時は護衛仕事もしている。つきっきりは大変だろう。

　そう思った時、アメリアは再び人の姿が見えたことに気づいた。

「あ」

　顔を上げてすぐ、向かってくるルカと目が合う。

「出たな第五王子！」

　思わず指を突きつけた。

「ひどいなぁ……この前の言葉だけでそんなに嫌がる？」

　ルカが、初めてまいったように眉を下げる。

　嫌がっていたのは元々だ。彼の行動は迷惑だと感じていたし、好感度は一つも上がっていない。

「あれは問題発言よ。冗談にしても性質が悪いわ」

「冗談のつもりじゃない。嫌な結婚からアメリア嬢を助けてやれるし」

「はぁ？」

　この前から聞いていれば、ずいぶんとエリオットとの婚約を誤解しているみたいだ。

「ちょっとこっちに来て」

　また胸がむかむかしてきたアメリアは、ルカの手を引っ張った。

「おいおい、どこに行くんだよ」

「話ができるところよ」

　そう告げたら、ルカが納得したような顔をした。

「そうだよな。エリオット殿下とのことなんて、誰かに聞かれたらまずいもんな。いいぜ、付き合うよ」

　エリオットに後ろめたい気持ちの話をするわけではない。そう決めつけているルカに、アメリアはいっそうむかむかした。

　彼と、しっかり話す必要がある。

　今日限りで、この気持ちが悪くなる物言いも彼にやめさせるのだ。

　アメリアが向かったのは、クラークにアドバイスされたあの別棟だった。普段から人の出入りが少ない例の場所だ。

　貴族サロンに立ち寄るのは、数えられる程度の落ち着いた年齢の貴族だ。ありがたいことに、今は誰もいないようだった。

（これなら妙な噂を立てられることもないわね）

　クラークのことだから、時間帯の人の流れをわかった上で勧めてきたのだろう。

　さすがだと思った時、サロン前を通り過ぎてすぐルカが足を止めた。掴んでいる手に引っ張られる形で、アメリアも立ち止まる。

「あのさ、もうここでいいだろう？」

　無人のサロンが落ち着かないようだ。

　彼は国賓の留学生として滞在している。このようなところには来ないだろう。

「わかりました。なら、ここで話しましょう」

　人に聞かれる心配はないので、アメリアは廊下でルカと向き合った。

「はっきり言います。私は第二王子エリオット様の婚約者なの。人がいる場所で、あんな提案はするものではないわ。二度としないでくださいます？」

　厳しめに指摘した。ふと、その切り出し方がゲームの悪役令嬢を彷彿とさせて、つい言葉が続かなくなった。

　ルカはなんとも思わなかったのか、「でもさ」と言ってきた。

「政略結婚の婚約だろ？　俺に代わったってよくないか？」

「代わる……？」

　結婚は、そんな軽いものではない。

　以前そういうュアンスの言葉を彼の口から聞かされたことがよみがえり、より神経を逆なでされるのを感じた。

　貴族の婚約だって、将来嫁ぐことを決めてその人の婚約者となるのだ。ゲームの中の悪役令嬢アメリアも、契約だけれど、いつか愛が芽生えるのではないかという思いもあってエリオットを慕った。

「あなた、結婚をいったいなんだと思っているの？　深い仲になるのよ？」

「子を残すだけだろ？　手順を踏めば、父親と母親になれる」

「はぁ？　親になればいいってものじゃ……待って。つまりあなた、私が好きだとかそういうわけではないのね？」

　アメリアは彼の目をずいっと覗き込み、強く確認した。

　ルカが冷や汗を浮かべ、目をそらした。

「いや、その、婚約者に名乗り出たいのは本心で……」

「でもあなたが婚約したいのは、政略的な理由があるからよね？　子供を何人か儲もうければ、自由にすればいいって思ってるの？」

「そんなことないさ、妻になるのならちゃんと愛するつもりだ」

「そういうことじゃないの！　曖昧な返事をしないで！　図星だと言っているようなものでしょう!?」

　アメリアは胸倉を掴んで、無理やり目を合わさせた。ルカが反射的に降参のポーズをして、身を固くする。

「ア、アメリア嬢落ち着いてくれ。冷静に話し合おう、なっ？」

「つまり好きじゃないのに近づいてきたのよねっ？　はっきりなさい！　お兄様を連れてくるわよ！」

　らちが明かない。思わず怒鳴ったら、ルカがぞーっと震え上がった。

「それは勘弁！」

「じゃあ、私のことはなんなわけっ」

「えーっと、その、か……」

「『か』？」

　近くから睨みつけると、ルカが目を泳がせながらうなるように声をしぼり出す。

「……顔は好みに近い、かも。俺意外と気が強い子もタイプだなぁと思った」

　なんじゃそりゃ！

「好きでもないのに、どうして『俺にすれば』なんて言ったのよっ」

　アメリアは彼の襟を掴み、これまでの迷惑料を込めて揺らした。

「ぐぇっ、ちょ、首が絞まるっ」

　ルカは襟元を押さえたものの、男女の力加減を考えてか、直接アメリアの手を掴んだりすることはなかった。

「そ、それは、その……ほら、婚約してみたら案外好きになっていくかもしれないし？　俺は美人なら別に誰でも大丈夫かも、とか思って」

「私は大丈夫じゃないわよ！　何その言い分？　信じられないっ、一生に一度の結婚なのよ？」

「えぇぇ。でもさ、アメリア嬢の急の婚約だって政略的な――」

「だからっ、好き同士なの！」

　噛かみつく勢いで言ったら、ルカがのけぞる。

「え、えぇ、マジ？　美しい跡取りを産みたいから、容姿とかで選んだんじゃないのか？」

「違う。エリオット様が見合いに来てくれて……」

　ルカは、これまでアメリアが『エリオットとの婚約は両想いだ』と口にしていたことを、一ミリも信じていなかったらしい。

　それが、ずぐんっと胸を痛くした。先程までの怒りのパワーもしぼんでしまい、顔が自然と下を向く。

「陛下は、相手の子の気持ちも尊重する優しいお方よ。……美人な子なら、私以外にもたくさんいるわ。それでもエリオット様は、私がいいと言ったのよ」

　アメリアは、まだ信じられない様子の彼から手を離した。

　ここまで言ったらもう伝わるだろう。あとは彼自身に理解してもらおう。

　何より、この不毛な会話を繰り返すようなことはしたくなかった。終わりにしたくて、チェリーピンクの髪を揺らして彼に背を向ける。

「お、おいどこ行くんだよっ」

　ルカの慌てた声が追ってきた。

「話はもう終わりよ。あなたがいる方向へ歩きたくないの。だから王宮の裏側を抜けて、遠回りで馬車乗り場まで向かうわ。気分も晴れるだろうしっ」

「誤解していたのは悪かったっ。だから待てって！」

「ついてこないで。またエリオット様を動揺させるような態度を取るのなら――」

「違うって！　そっちは人が全然いない方向だろ!?」

　ルカが余裕のない様子で、アメリアの肩を掴んで足を止めさせた。

（怖がっている声……？）

　彼は、人がいないところを嫌がっているようだった。

「来た道を戻れば人もいますよ。私は引き続きこっちに進みますから、ルカ様はどうぞあちらに引き返してください」

　振り払うことに決めて、ふんっと顔をそむけて大股で歩く。

　彼が「ひぇ」とか細い声を上げ、慌ててアメリアの後を追う。

「ちょ、誰もいないところで俺を一人にしないでくれ！　戻るから、途中まで一緒に行ってくれよっ」

「はぁ？　それくらい一人で行けるでしょう」

　なんて情けないことを言うのか。アメリアは隣に並んだ彼を軽く睨む。

「そうやって誘おうとしても、私は流されたりしませんからねっ」

「そ、そうじゃなくて……っ」

　ルカが周囲を激しく警戒する。それは〝何か現れるのではないか〟とおびえているみたいにも思えた。

　それを目の前にして、ふとアメリアの脳裏に、これまでにも彼が暗いところは嫌だと言っていたことなどがよみがえる。

（何かしら、違和感が――）

　その時、進行方向から不自然な風の音が聞こえた。それは人工的な着地音だと気づいて、アメリアは目を向ける。

「……は？」

　そこには、目から下の顔を布で覆い隠した男たちの姿があった。

　体にできるだけフィットした黒い服、その上からは異国の戦闘用の衣装を着ている。それは〝忍者〟に近い。

　まさか、これ、とアメリアが血の気を引かせた時だった。

「ルカ・バゼリリアン・ラルド第五王子殿下、そのお体、王位継承の資格がはく奪となるくらいには、させていただきます」

　相手の男たちが、湾曲した独特の物騒な剣を手にした。

　動きが速すぎて見えなかった。その巧妙さに、アメリアは足の先まで一気に冷えた。

「ひぇえぇえ！」

　ルカの情けない悲鳴が聞こえた。腕を掴まれ、ハッと我に返る。

「と、とにかく逃げる！」

「はぁあ!?」

　だが次の瞬間、男たちが向かってきてアメリアも咄嗟に全力疾走した。

「何よこれーっ!?　ルカ様、いったいどういうことなの!?」

　肩越しに確認しておののく。現実の光景とは思えない。

　王宮の大理石が美しい通路を、足音もほぼ立てない状態で、忍者風の刺客たちが迫ってくる。

「あれは兄上たちか弟たちが俺に放った刺客！」

「なにそれ!?　なんでそんなことになってるの!?」

「うちの国の王位継承の習慣ってさ、兄弟で争って順位を決めるんだよ。俺以外は血の気が多くて、うちの兄弟はライバルを蹴落とそうとして容赦なくほぼ殺しにかかってくるというか――」

「なんて物騒な兄弟なの！」

　独自の習慣というのは、それだったらしい。

「いや俺だって争いごとはごめんだよ！　アメリア嬢と婚約すれば、継承権争いから回避できると思ったんだよ！　頼むっ、俺を守ってくれ！」

「守ってなんて、殿方が言う台詞せりふ!?」

　だからルカは人のいないところや暗いところを警戒していたのだ。

　彼自身は王位に興味がないという。兄弟争いを避けたくてアメリアに近づいてきたようだが、訳がわからない。

「言っておくけどっ、私の家は婿入りなんて歓迎してないから！」

「違うって！　アメリア嬢にうちに来てもらって、その頭のよさでどうにか俺を王位継承から外してもらおうと考えていたというか――」

「他力本願なの!?　自分でやりなさいよ！」

　後ろから、令嬢なのに足が意外と速いぞ、フォームも見事だな感心する、などと緊張感が飛びそうな刺客たちの感想が聞こえるが、無視だ。

　彼らは、それくらい余裕があるのだろう。

　恐らく、アメリアを巻き込むつもりはないから考えているのかもしれない。

　元々、バゼリリアン王国は、ウィルアベル王国と友好関係を築いてはいない国だから、何かあれば一気に国交問題に発展してしまう。

（継承範囲外になる程度に痛めつける、というようなことを言っていたから、殺す目的ではないとは思うのだけど……）

　どの程度の怪我になるのか、持っている剣の鋭利さにはぞっとする。

　このままルカを見放すなんて、アメリアには無理だ。争い事になって目の前で血を見るのも嫌だ。

「自分で無理だったから、最後の頼みの綱でこっちの国に逃げてきたんだよ！」

　別棟を抜け、回廊へ突き進んだところでルカが叫んだ。

　そこにも通行人が一人もいなくて、胃がぎゅっとする。

　どうにか兵のいるところまで逃げきらないといけないようだ。足が震えて減速してしまいそうな不安感を拭うためにも声を出す。

「そもそも、なんで私なのよ」

「この国で『未婚で家柄もよくて美人、王族の正室に有望だ』とうちの国でも名前があがっていた才女は、アメリア嬢とミッシェル嬢だったんだ」

　マティウスとミッシェルの婚約発表は、祝いを理由にいったん国から出られるチャンスだった。

　そこでルカは、頼りにしたい才女をアメリアへとしぼった。

「望まれていない結婚の約束なら、俺がもらったっていいかなと思って。そもそもああいう仕事ができて顔がいい奴って、うまい感じで言葉で懐柔していそう――」

「エリオット様はそんな人じゃない！」

　アメリアは叫び声で、ルカの話を遮った。思わず立ち止まって、チェリーピンクの髪を翻して彼を真っすぐ見つめる。

　見合いに来て契約を持ちかけてきた時、エリオットは真実だけを話した。

　たしかにひどい話だったけれど、アメリアを騙だまそうとはしなかった。

『……できれば、好きな人と結婚したい』

　あの時、エリオットはそう言った。

　両親のため、兄のため、国のために努力し続けてきた彼が、初めての我儘で婚約という賭けに出たのだ。

　そして、彼はゲームヒロインではなく、アメリアと恋に落ちた。

　惹かれていると打ち明けて、熱いキスと共に、君がいい、と――。

「彼をひどく言わないでっ。私のことを好いてくれていないなんて、どうしてそう思うのよ！」

　今にも泣きそうな真っ赤な顔をしたアメリアを、ルカがぽかんと口を開けて見つめている。

「何度も言ってるじゃない、好き同士なの、彼はほんとに私が好きなの！　日頃からどんなに困らされているか！」

　彼が好きであることを思うと、どうしてか涙が出そうなくらいだ。

　エリオットが好いてくれていることを、アメリア自身がうれしく思っている。日々、彼の声に、仕草に、言葉に、感情のすべてに惹かれていた。

　彼女の中でエリオットの存在がどんどん大きくなっていくせいで、ときめきだってやまないのだ。

「代わりにどうだとか、馬鹿にしないで。私だって、エリオット様だけがいいの。結婚するのなら、彼以外考えられないんだからっ」

　今はもう、ずっと、エリオットの妻になることだけを想ってる――。

　その時、会いたいと思ったその人の声が聴覚を貫いた。

「アメリア！」

　ハッと振り返り、アメリアは赤薔薇色の目を見開いた。

　王宮内なのに馬が走っていた。

　先頭を切っているのはエリオットだ。驚愕した次の瞬間には、彼の黒馬がいっそう加速して脇を通り過ぎていった。

「俺のアメリアに刃物を向けるとは、万死に値するぞっ」

　エリオットが、躊躇なく先頭の刺客の一人を斬り払った。そのまま馬で突っ込み、剣を盾にした二人目にも重い斬撃を見舞う。

　アメリアは悲鳴を上げた。

　すると両脇を、続いてアルレッドとバイザーが操る馬たちが走り抜けた。

「問題ないアメリア嬢、殿下は殺していない」

「そうそう。殺さないだけ優しい対応っしょ。生きて捕まえろってのが命令」

　騎士コンビが、エリオットを左右からサポートする。

　相手の刺客たちが体勢を立てなおした。馬相手のエリオットたちからの攻撃をやりづらそうによける彼らが、一カ所へと追い込まれていく。

　アメリアは、いまだ絶えない馬の蹄の音の方へ目を戻した。

　そこにはクラークと、騎士たちを引き連れたハワード騎士団長の姿もあった。

「クラーク様どうしてっ」

「ルカ殿下の目的と、彼らを炙り出すのが作戦でしたからね」

　クラークが、すぐそばに馬を止めて飛び下りた。すぐにハワード騎士団長がそれに続く。

「ハワード騎士団長、バゼリリアン王国には身体強化された戦闘員による部隊もあります。ご覧の通り城壁も飛び越える、馬で移動する方が早かったでしょう？」

「ああ、お前の言う通りだったなクラーク」

　ぽかんとしている間にも、他の騎士たちがエリオットたちに代わるように、刺客たちの周りを取り囲んで逃げ道をなくす。

「逃げられても面倒ですので、まずはここで再起不能にさせていただきましょう。事情聴取は後です」

　ハワード騎士団長に指示を述べてから、クラークがアメリアを見た。

「おい、クラーク……？」

　表情は変わらないのに、不穏な空気を感じたハワード騎士団長の口元が、ひくっとする。

　そばから見ていたルカが、表情を徐々にこわばらせた。

「クラーク様？」

「これを使うといいですよ」

　目尻の涙にハンカチを押しつけたクラークが、そのまま手渡しして、ふぅと細く息を吐き出した。刺客たちの方へ向きなおった彼が、眼鏡の中心を押し上げる。

「四分の三殺しにします」

「なんで!?　話では、時間短縮で手っ取り早く気絶させるだけってことになっていただろ！」

「待てクラーク、半分の人数は俺によこせ」

　叫んだハワード騎士団長のそばから、馬を下りたエリオットがぶち切れた目で向こうを見た。

「俺にも四分の三殺させろ」

「殿下まで!?」

　エリオットの口から、彼に似合わない物騒な言葉が出た。

「なら俺らは従います」

「殿下の邪魔をする騎士は吹き飛ばしますね」

「いや同意しないで止めて！」

　二人が颯爽と走り出して、ハワード騎士団長が「マジで待って！」と慌てて大きな体をドシドシと走らせていく。

（……それだけ、私のことで怒ってくれているの？）

　アメリアはどきどきした。

（でも四分の三って……）

　ほとんど殺すことになるけど、いいのだろうかとは気になった。

　その予感はあたって、大変なことになった。あっという間に刺客たちは取り押さえられたが、そこに至るまでにクラークとエリオットが主にぼこぼこにしていた。最終的にはハワード騎士団長たちが、本気で止めに入っていた。

　これでは、どちらが賊かわからない。

「うわぁ……二人とも、なんて容赦がないの」

　さすがのアメリアも、恐怖も吹き飛んで呆然とした。

　手て練だれの刺客たちがいとも簡単に武器を取られ、殴り合いでもまったく歯が立たない様子を前に、ルカはとうとう腰を抜かしていた。




　刺客たちが連行されたのち、場所を第二王子執務室に移した。

　入室したのはアメリアとルカ、そしてエリオットとクラークとハワード騎士団長だ。廊下の向こうは、急な出来事の処理に対応する者たちの慌ただしい足音が続いている。

「今回の件は、すでに陛下へも報告済みだ」

　執務席に座ったエリオットが、極寒の眼差しでルカを見下ろす。

　ルカは今、床に正座させられていた。「魔王がいる……」とつぶやき、がたがたと震えて目も上げられない様子だ。

「兄上の婚約も間もない忙しいタイミングで、騒ぎを連れてきやがって。もう少しで国交問題だったぞ」

「誠に、申し訳ございません……」

　どうにか詫びの言葉をしぼり出した彼の頭には、大きなたんこぶができていた。

　かなり痛かったのか、ハワード騎士団長にひきずられてこちらに連行するまで苦悶の呻きを上げていた。

　かわいそうだけれど、考えなしの自業自得だ。

　クラークたちとそばから見守るアメリアは、なんとも口を挟めない。

「詰まるところ、お前は保身と立場的優勢を考えてアメリアを取ろうと？」

「ミッシェル侯爵令嬢は婚約しちまったから……」

「俺とアメリアは、その前に婚約済みだ」

　エリオットの声は落ち着いていたが、かなりの怒りを孕はらんでいた。

　ルカには効果がなかったようだ。不自然に横下を見つめたまま「だってさぁ」と唇を尖とがらせる。

「無理やり婚約して、自信がなくて逃げられるのを見越して護衛という監視をつけているのかな、て」

「なんでそういうふうに思ったんだ」

　まったく……と愚痴ったエリオットが、疲労感を滲ませて頭をかいた。長椅子の背にギシリともたれかかる。

「せっかく相思相愛になった俺たちを巻き込むな」

「別にあんた、いや、エリオット第二王子殿下を巻き込もうと思ったわけではないんですよ。あわよくば婚約を白紙に持ち込んで、アメリア嬢を国に連れ帰って、俺の暗殺がなくなればいいのになーとか思っただけで」

「勉強不足だな、ルカ第五王子殿下。その考えなしの思考を聞かされただけで、今すぐ国外追放を言い渡したくなった。我が国の外でなら暗殺されようが、うちの問題じゃないしな」

「なんで!?　俺をこのまま放り出すってひどくない!?」

「とりあえず、誤解した諸々も俺に納得させろ」

　エリオットが促した。ルカは足が痺しびれたと言って、立ち上がってから話し始めた。

　表面上だけ和平を守っている状態のバゼリリアン王国では、少し前に王位継承の順位決めに関する知らせが出された。

　本来は、妻になる相手がいる兄弟たちが上位を、他の兄弟同士で残る順位を争っていくことになる。

　しかし今回、国民と臣下の支持を集めるため、貢献の実績づくりに躍起になっていて兄弟たちには婚約する候補者さえいなかった。

「『妻になる女性がいればよかったなぁ』と兄弟たちの関心が向いた時、偶然〝一番目を押しのけて、二番目の王子が急きょ婚約した〟という、隣国のニュースが届いて、興味を引いたんだよ」

　言い方の印象が悪いのは、十一人の兄弟が全員、エリオットは次期国王の布石に婚約をしたと思ったからだ。

「あの王子は結婚しない、参謀か陰のトップ、というのが兄上たちの総意見だった」

「おい、国交で俺が行くことになったら覚えてろよ」

　エリオットが立ち上がりかけたが、クラークがすばやく着席させていた。

「ナメられていない証拠ですよ。バゼリリアン王国は、戦争をしかけてあそこまで大きくなった歴史がありますから」

「そうそう、隣国の王どもはぽやぽやしているからって、兄上たちは存在さえ気にしてないし」

　自国軍の規模も膨大な彼らには、考え方からしてまるで違うようだ。

　最も継承権争いが過熱するのは、どの兄弟にも国王になるチャンスが平等にある場合だ。この王子は政治権から除外した方がいい、と民たちから反対意見書が寄せられないことが条件だった。

　ルカ以外の王子たちは、自分の部隊を持ち国内外でも功績を上げてきた。

　それは、まずは大国の王となることを目指してのことだ。

「今回は一番下の弟にでさえ王になるチャンスがある。最悪なことに、勝負事が大好きな兄弟たちがいたるところで剣や才で勝負し始めたわけ」

　アメリアとハワード騎士団長は、同情の目でルカを見ていた。

　昔は実際に戦争に出て、生きて帰ってきた者、戦果をあげた者が国王の椅子に近づいた。

　大勢の血を流さないだけマシになった、とルカは話した。

「俺はさぁ、喧嘩とか怪我するような争いとか、ほんと嫌なわけ。軍を仕切っている他の兄弟のことは尊敬しているけど、他国と仲よく過ごせる努力くらいでいいんじゃないかなぁ、て」

　肩を落としたルカが、わかりやすく大きなため息をつく。

「俺、国王の座とか狙ってないのに、兄上たちも弟たちも全然信じてくれないんだよ」

「普段が軽すぎるせいでは？」

　クラークが、情けもなく口を挟んだ。

　だがルカは聞き流す。腕を組み、うんうんとうなずき思い返しながら続ける。

「ちゃんと説明しても怒らせるしさぁ」

「教養がないからじゃないか？」

　エリオットも冷ややかだ。

（顔に『くだらない』と書いてある……）

　長椅子の肘掛けに肘を置くエリオットの眼差しは、凍えんばかりだ。アメリアはそう思ったし、ハワード騎士団長は「いちおう相手は王子ですぞ」と小声を挟んでもいた。

　ルカが、今度は両手をわななかせて訴える。

「何度もちゃんと話し合おうとしたのに、取り合ってもくれないし！」

「あの、まさかと思うのですが、馬車の窓を叩いた時みたいな失礼なことはしていないですよね……？」

　アメリアは、普段の態度から猛烈に気になってきた。

「まさにそうじゃないか？　アメリアにタメ口きいている時点で、無礼なのがうかがえる」

「エリオット殿下ひどくね!?　個人的な怨みでもあるわけ!?」

「あるに決まってるだろ、さっきの今で、なぜ綺麗に都合よく忘れるんだ」

　エリオットは頬杖をつき、書斎机を指で叩く。

「アホだからでは」

　間髪を容れず意見したクラークを、ハワード騎士団長がすばやく見た。だが彼が何か言うよりも早く、クラークがルカに問う。

「そもそもあなたの場合、行動がすべて裏目に出ているのでは？」

「裏目？　運よく国交のチャンスがあって、それをいかしただけだけど」

「少し考えればわかることですが、隣国の〝薔薇君の令嬢〟として有名になっているアメリア伯爵令嬢を、第二王子殿下からまんまと横取りできたとしたのなら、王座を狙っての権力固めだとますます疑われるかと思いますが」

「……あ、そうか。だから出国前に刺客を送られたのかっ」

　どうやら暗殺者騒動が始まったのは、彼がこの国へ行くことを決めた時からだったようだ。

　ルカはそれもあって、早めに出国して最短ルートでここへ来た。

　留学だと言って送る者たちの数を極力減らし、軍馬を走らせた。バゼリリアン王国の男児では、珍しくない移動風景だという。

「でも、道中で襲われたりしなかったんですか？」

「入国してすぐ、ディゼル王国の大公夫妻と会ったんだ。うちの国も一目置いている国だし、ばっちり護衛も連れているし。『一緒に行ってもいい？』って言ったら『いいよー』って言うから、そっちの馬車で一緒に連れてきてもらった」

　言い方の軽さに、さすがのエリオットも驚きを滲ませる。

「やけに運がいい奴だな」

「それでいて驚くほど図々しいですね」

　彼に続いて、クラークも思わずといった様子で意見した。

　そもそもバゼリリアン王国は、ウィルアベル王国の王太子の婚約祝いで使者を出す予定もなかった。

　子息の誕生の時と同じく、形ばかりの手紙で済まそうとしていたらしい。

　しかし、ルカが父王らに提案して、自らが王子たちの代表となったのだ。

「よく説得できましたな」

　ハワード騎士団長が、素直な感想を漏らした。

「適当にいろいろと喋って、周りの側近たちもなんとなく納得する流れになった」

　それはそれで、喋ることをためらわない彼自身の才である気がした。

「運のよさと、神経の図太さ、か」

　そうつぶやいたエリオットが、わかりやすくため息をついた。

「そんなくだらん考えでアメリアにつきまとっていたと思うと、ほとほと見限る」

「えっ、見限られるのは困る！」

　ルカが走り寄り、書斎机に両手をついた。前のめりに覗き込まれたエリオットが、秀麗な眉をぐっと寄せる。

「なんだよ」

「おとなしくしているから国に置いてくれ！　俺、役に立つからさ。その代わり、王位継承権なんていらないって、俺が兄弟たちに説得するのを手伝って！」

「押しつけがましいにもほどがあるな。今回のお前の件も含め、そっちの方が大変なんだが？」

　そう言ったエリオットが、ふと考える。

「……非国交的なバゼリリアン王国とつながりを持つとしたら、いい材料か――」

　これまで、互いにほぼ無害な関係でいることを約束した状態でしかなかった。

　バゼリリアン王国は、軍事力は近隣の国の中でも最大だ。独自の文化で作られた特産品の数々も、質がいいことで知られている。

　貿易でも莫大な利益相手になりそうだが、今のところ国単位で取引はない。

「――そうしたとして、俺になんの利点がある？」

　エリオットの紺色の目が、真剣な雰囲気でルカへ戻る。

「俺は戦争よりも仲よくするのが好きだ。うちの大国には頻繁にいろんな国から使節団やら来客もあったから、俺は多くの国や要人に顔がきく。国交関係でもサポートできるし、俺を使えばあんたの仕事も少しは早く終わるんじゃね？」

　軽く提案をされたエリオットが、探る目をする。

「大国の五番目の王子でありながら、俺のために使われてやる覚悟がある、と？」

「守ってくれて、平和なら、俺は雇われてもいいと思ってる」

　欲のない王子だと、アメリアは感じた。

　たぶん、クラークもハワード騎士団長も同じだろう。当初の警戒心はなくなっていた。

　ルカは、自ら動くことを悪いと思っていない。

　日々が安泰なら、世話されるだけの優雅で贅沢な暮らしよりも、上司を持って働いてもいいと言っているのだ。

（あの行動力は、じっとできない性格からきていたのかも）

　刺客を警戒して、人の多いところを転々としていた。

　それと同時に、彼自身は留学という形で、たしかにこの国の軍事や王政を見て回っていたのだろう。

　それは彼にとって魅力的な〝勉強〟だった。

　かなり文化も違う国から来たのにそう感じさせないのも、彼が寛容的で国交に前向きな姿勢でいる証拠だ。まさに〝仲よくしたい〟ことの表れである気がした。

「悪くないな」

　エリオットが顎を一なでしてそう言った。ルカが目を輝かせる。

「じゃあ、いいのか!?」

「ああ。だが、ここに残す交換条件としては、俺への労働の提供だ。俺や兄上、陛下を助けてくれるというのなら、お前を守ってやろう」

「やったぜ！　俺ここの空気とか好きなんだよね、永住したいくらい」

「調子がいい奴め。今できるのは、ひとまず最長の留学対応だ。――とはいえその前に、兄弟争いの件をどうにかしないとな」

「早速考えてくれてんの？　さっすが参謀的王子」

　エリオットの目が、殺気を宿してルカをゆっくり見すえる。

　空気を読んだハワード騎士団長が、後ろからすばやくルカの両脇に腕を回して、ずるずると引きずった。目で追うクラークの近くまで引き離された彼自身は、きょとんとした顔だった。

「今度『参謀』などと呼びやがったら、沈める」

「あ、了解。ごめん口がすべった」

　ようやく察したのか、ルカが謝った。

　思ったことを、口からどんどん出すタイプみたいだ。

　なんだかんだで丸く収まっちゃったなと、アメリアは一変して軽くなった心境で思った。

　でも、これでよかったと思う。

　本音で語ったルカの話を聞いていたら、もう、憎めないなと感じてしまった。

　そして同時に、今回の判断を下したエリオットのことをもっと好きになった。

（ここにいる方がルカ様にとっていいと、彼も思ったんだわ）

　きっと、そう。

　迷惑がっても、相手が本当の悪人でないのなら無情にはなれない人だ。それを好きになってくれた彼を通して、アメリアは知った。

「きっちり労働は提供するからさ！」

　今回、迷惑をかけまくった隣国の第五王子、ルカが満面の笑みで王子らしくない台詞を言い放った。










終章　素直になる練習で甘いキスを




　隣国の第五王子ルカの一件は、マティウスたちのことも配慮し、両陛下の優しい意向もあって内密に処理されることになった。

　ルカはエリオットや臣下らに見守られる中、国王からの〝優しい説教と注意〟だけで済んだようだ。

　それはエリオットが、後のことを全面的に引き受けたおかげだ。

　彼がバゼリリアン王国に取りかかっている間、アメリアは妃教育に集中して取りくんでいた。

　エリオットの顔が見られなかったのは、ほんのしばらくの間だけだった。

　いったいどんな交渉の手を使ったのか、ほどなくしてバゼリリアン王国から、ルカを王位継承の最下位に確定するという通達が届いた。

　ルカは希望通り、兄弟争いから除外された。

　そして、まんまとこの国に長期留学することが認められたのだった。

「バゼリリアン王国から急ぎの手紙で、王じきじきに『息子をよろしく頼む』というお言葉があったそうですわよ」

　ヴァレンティーナが、テーブルに置いたティーカップをなでながら嘆息する。

「エリオット殿下の手腕にも舌を巻きますけれど、ルカ様はほんといろいろと騒がしいお方ですわね」

　彼女のあきれ返った感想に、アメリアも苦笑を返した。

　エリオットがルカとの約束を果たしたことを知った翌日、アメリアは特別サロンでヴァレンティーナと会っていた。

　それは、協力してくれた礼を伝えるためだった。

　マティウスへはエリオットが、そしてミッシェルへはヴァレンティーナが配慮して働きかけてくれたらしいのだ。

　アメリアはそれを、クラークの報告によって知った。

「二人のご公務が外続きで助かりましたわ。ミッシェル様には、一緒に大聖堂まで回った際、恋愛は誤解だったこと、勉強のためルカ様の滞在が延びることは伝えています」

　そう告げたヴァレンティーナが、アメリアに確認する。

「戻り次第、また三人で例の場所で休憩するのでしょう？　会われた際には、話を合わせるようにお願いいたしますわ」

「はい、ありがとうございます。それから――エリオット様へ護衛部隊を貸してくださったことも、本当にありがとうございました」

　アメリアは、深々と頭を下げた。

「いいのよ。あなたが気軽に来てくれるのも、その……うれしいし……」

　ヴァレンティーナが、大きく巻かれた金髪を手で忙しなくなでる。

（相変わらずのツンデレ……）

　けれど、出会った頃よりもちょっとだけ角が丸くなった彼女を、アメリアはかわいいと思った。

　ヴァレンティーナは、エリオットの部下たちやハワード騎士団長たちが、急に動かせる人数が限られることをわかって『白薔薇の会』の護衛たちを一部手伝いによこしたそうだ。

　彼らが出向いた際、エリオットがどんな表情をしていたのか、クラークに聞いた話から想像するたびおかしかった。

　そうやってアメリアがほっとして笑えるのも、周りの者たちが『彼の疲労は軽減されている』といったことを小刻みに報告してくれていたからだ。

　心配せずとも大丈夫だと、たくさんの人に気にかけられた。

　それもアメリアはくすぐったかった。おかげで報告の役目を取られたロバートが、たびたび拗ねていた。

『なんだ、もう聞いたのかい？　僕が一番に言って喜ばせようと思ったのに』

　エリオットの執務室で仕事をしている利点がなくなった、と言われた時は、アメリアも笑ったものだ。

　エリオットを待つ日々を過ごしながら、ただただ幸せだと思った。

　悪役令嬢だったのに、こんなにもたくさんの温かな人たちに支えられている。だから――。

「ありがとうございます、ヴァレンティーナ様」

　アメリアは静かな微笑みを浮かべて、心から感謝を伝えた。

　気をそらすようにティーカップを持ち上げていたヴァレンティーナが、瞬きも忘れて見入る。

「――あなた、外見が幼いのに、時々大人びた雰囲気になりますわね」

　よくわからないお方、そうつぶやいた彼女が苦笑した。

「正直、一瞬でもミッシェル様以外の女性にどきりとして、悔しかったですわ」

「え？　何がですか？」

　アメリアがきょとんとすると、彼女が珍しく噴き出す。

「ふふっ、やっぱり気のせいかしらね。悔しいから教えてあげませんわ。わたくしも立派なレディ、そしていずれ立派な婚約者になってみせます」

「やっぱりお家の方で、ご婚約者様探しはされているんですか？」

「わたくしの両親と、陛下が、ですわね」

　王族と血縁関係にあるという立場上、ヴァレンティーナの縁談は彼女の意思で行われない。政治的な結びつきのため、他国に嫁ぐ可能性もある。

　アメリアは一瞬、かける言葉に迷う。

　その表情を見て考えを察したのか、彼女が勝気に唇を引き上げた。

「陛下たちが厳選してくださるんですもの。きっと、いいお相手よ」

　彼女の信頼しきったその笑顔を、アメリアはとても美しいと思った。考え方の根本だけでなく、覚悟の違いを思い知った気がした。

　この世界で生き続けていたら、自分もいつかエリオットの立派な妻として、彼女みたいな気高い貴族女性になれるだろうか。

「エリオット殿下もバゼリリアン王国に貸しをつくって、ますますいい社交手段を得たわよね」

「私もそう思います」

　彼女が話を変えたので、アメリアも明るい調子で付き合った。

　別れる時に、辛気くさい空気は残したくなかった。『また今度』と言って、笑って次の約束をしたい。

「まっ、それでもエリオット殿下は〝王〟は望まないでしょうけれど。ほんと、お兄さん大好きっ子ですわよね」

　それだけの実力を持っていると認められ、支持も集めているのだろう。

　兄が大好き、という点では納得できて二人で笑い合った。とても穏やかな時間が流れているのを感じた。

　同じミッシェルのファン――そのたった一つの共通点が、こんなふうに彼女と話せているなんて不思議な思いがした。

「会えない中でも、手紙は来ていたんでしょう？」

　ヴァレンティーナが、一度紅茶で喉の渇きを癒やして言う。

「はい。クラーク様から迎えられた時にもらって、帰る時に返事を持たせて」

「あのエリオット殿下が毎日手紙なんて、ほんと恋してるのねー。そのクラーク騎士隊長も、そろそろ来る頃合いかしらね？」

　ヴァレンティーナが、始動の準備のように腕を伸ばした。彼女もこれから別件でまた用があるとか。

　その時、タイミングよくノック音が響いた。

　扉の前で軍人立ちしていたムキムキの女装の護衛が、扉を開ける。

　そこにいたクラークが、威圧しているような強面の大男と顔を合わせるなり、じっと見つめ合う。

「……何をしていますの？」

　ちっとも動かない二人を見て、ヴァレンティーナが焦れたように言った。

「いえ。かなり個性的で強めの化粧だな、と思ったもので」

　濁してはいるが『化粧』とピンポイントで口にしている。アメリアはクラークにはらはらした。

　他の令嬢たちの姿がない特別サロンには、三人の〝ドレスの護衛〟がいた。

　女性の肌に見立てようとしたのか、かなり濃い白おし粉ろいをしている。武骨な頬にはオカメのようなチーク、太い眉毛の下はマスカラで眼力も増していた。

　ちなみに、ヴァレンティーナ作だ。

　待ち合わせしていた彼女に、授業が終わるまでに仕上げたのだと自慢された際、アメリアは感想をしぼり出すのに苦労した。

（とにかくキレさせないことが大事、よね……）

　この状態でムキムキをけしかけられたら、トラウマになりそうだ。

「ふふん、仕上がりを見て驚きましたの？　後宮で来客があるから、女性だけの場に入れるようにしてみましたの」

「その作戦は根本から失敗していますね」

「根本って何よ!?」

　アメリアは風のごとく走り寄り、クラークの腕をつかまえた。

「それではヴァレンティーナ様っ、ごきげんよう！　また今度！」

　配慮も知らない冷徹近衛騎士隊長を引っ張り、特別サロンから逃げた。




　少し前までは人の慌ただしい行き来も見られた通路は、すっかり通常の光景に戻っていた。

　高官たちも肩の力を抜き、同僚らと談笑しながらゆっくり歩いていく。

　すれ違いざま、アメリアは彼らを目で追いかけた。

「本当に昨日で全部終わったんだなぁ、と感じますね」

「バゼリリアン王国は、これまで友愛は深めてこなかった大国ですから。その国の王との交渉もうまくいって、ほっとしているのでしょう」

　クラークも、アメリアと同じ方を横目に見て相づちを打った。

「エリオット殿下の今回の働きに、国交の予感を覚えて誰もが楽しみに思われているとか。私としては、ようやくミッシェル様と言葉が交わせるのがうれしいです」

「私もです！」

　あと一時間もしないうちの予定を思い、アメリアも満面の笑みになる。

　ルカの件が落ち着くまで、後で話の辻褄が合わなくなってしまうことを避けるために制限していた。

　これで安心して会える。近くから顔を見られるのもうれしいし、お喋りも楽しみだ。

　何より、アメリアは昨日でようやくとある心配事からも解放された。

（クラーク様がギリリク隊長というお方を殺さなくて、ほんとよかった！）

　王宮に来るたび、斬った斬られたという訃報が伝えられていないか、気になって仕方がなかった。

「それまで、もう一踏ん張りします」

「クラーク様、何かご予定があるんですか？」

「お前と殿下が休憩をしている間に、ハワード騎士団長たちと近くで落ち合う予定です。ざっと立ち話で済む業務報告ですから、問題ありません――が」

「『が』？」

　珍しく何か懸念があるのだろうか。アメリアは小首をかしげる。

「ギリリク隊長にも時間を取られるかと思うと、無性に斬りたくなるのが問題ですね」

　まだ根に持っているのか。

　一昨日おととい、ミッシェルの見守りの会をしていた際に、マティウスの近くにいた騎士を見たクラークを、体を張って押さえたことを思い出す。

（実際に会って大丈夫なのかな。……まぁ、ハワード騎士団長様がいるから大丈夫か）

　アメリアは、笑顔が素敵な大柄な男を思い出してそう思った。

　まだ忙しい合間だけれど、会う時間をどうにかつくってくれたエリオットに、これから会えるのがうれしくて仕方がなかった。




　クラークに送られ、第二王子の執務室に到着する。

　室内は人払いがされていて、軍服とマントを着けたエリオットが待っていた。

「ごめんね、忙しかった？」

「いや、二十分の時間は捻出できた。執務の方はロバートに任せたからな」

　ああ見えて、兄のロバートは仕事の手際がいい。以前いた部署でもかなり重宝されていた。

（二十分を取るのに、ようやくだったのね）

　それなら正直に忙しいと言えばいいのにと思う。けれど、アメリアのためにそう言わない優しさに胸が熱くなった。

　いつものように、ソファに並んで腰かける。

　体を向けたことによって、互いの足が触れ合った。彼はそれでも足りないと言わんばかりに、包み込んだアメリアと手を重ねたままでいた。

　短い休憩だ。

　エリオットは連日、昼休憩も惜しむほどに時間に追われていたと聞く。マティウスをサポートするための公務に加え、今回のバゼリリアン王国の第五王子という余計な仕事を挟んだことで、軍部側の通常業務も少したまっている状況だとか。

　今日も、これから彼が持つ部隊と、外部部隊とで何かあるようだ。

「エリオット様、本当にお疲れさま」

「そう、じかにアメリアから言葉を聞きたくてたまらなかったんだ」

　見つめる彼の目が、優しく細められる。

　昨日の帰りに、クラークに持たせた返事にも書いた。でもアメリアも、直接エリオットに言いたくてたまらなかった。

　あんなにうっとうしがっていたルカとの約束を、彼がこんなにも早く果たしたことにも尊敬の念を抱いている。

「体調は問題ない？　軍部でも忙しかったと聞いたわ」

「俺は体力だけは兄上よりも自信がある。平気だ」

「そう……無茶だけはしないでね」

「アメリアに心配されるのなら、したくもなるけどな」

　それはそれで悪くないと、彼がにやりとする。

　包み込む手の力が強くなって、空気や、二人の体温が一瞬で変わるのを感じてどきどきした。

「……エリオット様は、私にかまわれたいの？」

「そりゃもちろん。いつだってアメリアの中心でいたいと思うよ。ミッシェル嬢に負けないよう、引き続き努力しようと思う」

　エリオットが、アメリアの左手の婚約指輪に唇をつけた。

「努力だなんて……」

　胸がうるさいくらいに高鳴っている。この感情が、どういうものなのかアメリアはわからない。

　彼の言葉をうれしいと感じているし、もう十分だと思う気持ちもある。

　ミッシェルは尊い、という気持ちだってあった。けれど――エリオットもまた目にまぶしいくらいに輝いて見えた。

「結婚するのなら、俺以外考えられないと言ってくれたこともうれしかった」

　彼の紺色の目に、再び自分の顔が映ったのが見えてどきりとする。

「あれは……だって、本心だもの」

　思い出すと恥ずかしい。表情や手の温もりからもすでにバレバレな彼には、言い訳は通用しない。

「なかなか素直になるタイミングが少ないから、俺はうれしい」

「わ、私だって、エリオット様みたいに素直になろうと努力はしているの」

　好きだと伝えること。それから、時々、彼の過激な愛情表現にも応えようとがんばるところ……。

「じゃあ、練習してみようか？」

　そっと手を引き寄せられ、いたずらっぼく笑いかけられる。

　もう、顔が目と鼻の先だ。この距離感はよく知っているから、アメリアの胸はいっそう高鳴る。

「アメリア、キスがしたい？」

「……して、欲しいわ」

「よくできました」

　そんなの全然練習になっていない。けれど言葉と共に、吐息はエリオットの口の中に消えてしまった。

　彼のキスは優しくて、甘くて、気持ちがとんとんとほぐれていく。

『ミッシェル嬢の件が終わったら、今度は俺を見て欲しい』

　その言葉を表現するみたいに、舞踏会から何度もされたキス。

　そのせいか、今日まで会えなかったから、エリオットに近づかれた時にアメリアは期待した。自覚もあるから恥ずかしい。

　けれどエリオットは、アメリアが言えないとわかってそう聞いたのだ。

　キスがしたいか、と。

「……ん……んんっ……ぁ」

　優しくすべり込んだ舌に口内をなでられて、背が甘く震える。

「寄りかかっていい」

　ついジャケットを握ってしまってすぐ、キスの合間にささやかれて背を支えられた。

　安心感に、こわばりもすぐ抜けた。

　中を探りながら反応を見ていたエリオットが、顎を少し持ち上げ、激しめにアメリアの舌と絡め合った。

「あっ……ん、んぅ……っ」

　ぴくんっぴくんっと体がはねてしまう。

「いいよ。そのまま感じて」

　舌を伸ばしたまま熱い吐息をこぼし、彼はアメリアの口からこぼれた唾液をなめ取る。

「少し触る」

「んんっ」

　合図があったのはありがたいが、やはり胸をなでられるのはまだ慣れなかった。

　キスをしながら、彼の大きな手が胸の膨らみから脇腹まで何度も往復する。口づけし合っている時にそうやって触られると、なぜだか気持ちもいい。

　二人分の衣擦れの音がしていた。艶かしい呼吸音は、熱い。

「あまり怖がらなくなってくれたことも、喜ばしい」

　感嘆の息を吐き、エリオットが両腕で抱き上げて鎖骨の上にキスを落とす。

「んっ。エリオット様……」

　白い肌に、れろりと舌を這はわせる光景はいやらしかった。

　どきどきして、もっと熱が上がる。

「次は、アメリアからして」

　顔を上げたエリオットと目が合った。

　恥ずかしくてたまらなかったけれど、気づけば彼の腕の中にとらわれていて動けない。

　アメリアはこくんとうなずくと、顔を寄せながらそろりと舌を伸ばした。

「ン……っ」

　つたないながら、唇を重ね合わせて彼の舌にも触れる。

　まだ数える程度しか自分からはしたことがないため、ぎこちないことは自覚していた。

　エリオットがしやすいように応えてくれるため、どうにかキスができる。教えられた通りに、と頭の中で繰り返し吸いついた。

「はぁっ――いいよ、上手だ」

　吐き出す息が聞こえた。

　必死なアメリアは、彼の表情を見る余裕はない。

「このままお預けなんて、きついな――予定変更でいいか？」

　そんな声が聞こえた直後、ソファのクッションにぼふっと後頭部が沈んだ。

「きゃっ」

　目を上げたら、ソファに片膝を上げている彼がいてびっくりした。

　エリオットの背中のマントが、アメリアのドレスに重なってソファの縁にかかっている。

「あと少し時間がある。もう少しだけ肌に触れたいと思うのだが、……ダメか？」

　エリオットの長い指先が、アメリアの肩にかかるドレスの内側へとすべる。

　熱が襟元までゆっくり移動していくのを感じた。彼の眼差しは熱くて、真剣で、そして凛々しかった。

「隠れているここの肌にも、キスがしたい」

「……肩だけ？」

「それは……許してくれるのなら、もう少し下まで」

　取り繕わず、彼が本音を語った。

　無理には進めないと約束してくれていた彼の指が、ここだと教えるように、胸と鎖骨の中央にある襟を横へ引っ張るような合図を送る。

　その位置までドレスを下ろしたい、ということなのだろう。

　彼の下で肩をさらけ出すのは、抵抗があった。

（でも……）

「あと十分もないはずだから……その……キスをしたいのなら、していいわよ」

「興奮して噛むかもしれない」

　聞き届けてすぐ、エリオットがソファの背側にあったクッションに投げ出されたアメリアの手を握り、布越しに肩へキスをした。

「そんなことになったら、もっと見たくなってしまうかも」

　言いながら、彼が首側から肩へとキスを落としていく。

　肩をなでている大きな手が、ゆっくりとドレスをずらし始めた。少しめくれた場所へ、彼の唇がちゅっと触れる。

「あっ……エリオット様」

「時間が少ないのが惜しいな。素直なアメリアがかわいすぎる――このまま一気に腕まで脱がせてはダメか？」

「……は、ぁ……私、エリオット様になら……」

　このまま、と自然に答えてしまいそうになった時だった。

　突如、なんの合図もなく扉がけたたましく開けられた。

　アメリアはエリオットを押すように飛び起きた。普通であれば、時間だと扉の外から声がかかるはずだった。

「なぁエリオット殿下！　実はさっきさ、鍛練場で剣を握らせてもらって対戦したら筋はいいかもって言われて！　俺、褒められるの初めてだぜ！　せっかくだから騎士団で鍛えてもらおうか考えているところなんだけど……て、あれ？」

　エリオットの背中でマントが小さく揺れているのを見て、ルカがきょとんとして言葉を切る。

「……なぁ、もしかして震えてるのか？　アメリア嬢、怖い感じで叱ったのか？」

「そんなことしていません」

　やっぱりきつい顔に見えるのか。

　アメリアはそう思いながら少し落ち込む一方で、カラッと元気なルカを見てなんだか気も抜けてしまった。

　彼の方は純粋に留学を楽しめているようだ。気楽でいいなぁと思ってしまう。

　その時、開いている扉から、兵たちが恐々と顔を覗かせた。

「申し訳ございません。クラーク殿が気をきかせて離れているようにと指示していたもので、扉に手をかけるのに気づいた時には突入されており……」

「エリオット殿下失礼いたします、お時間です」

　状況を知らない騎士たちが、入室して生真面目な顔で敬礼姿勢を取った。

「鍛錬場へ顔を出すご予定です」

「クラーク様がまだお戻りになっていないようですが、いかがいたしましょうか。それまで代わりの護衛をこちらに置いておきましょうか？」

　次々に言われたエリオットが、ゆらりと立ち上がる。

「――お前たち二人が残れ。それから」

　そう指示したかと思うと、エリオットがずかずかと向かい、すれ違いざまにルカのジャケットを掴んだ。

「希望に応えて、お前は俺の部隊で鍛えてやろう」

「ええぇぇ、あんたのところの部隊は厳しそうなイメージあるから嫌――」

「よくも貴重なアメリアとの休憩を邪魔しやがって」

「あ。ごめん、もしかして邪魔した？　マジごめんね」

　ルカが抵抗もやめ、素直にずるずると引っ張られていく。

　騒ぎの一件があった日、エリオットとの婚約に対する誤解もとけた。恋人同士なのにごめんね、と彼には軽い態度で謝られた。

　素直に引きずられている分、彼なりに反省はしているのだろう。

　アメリアとしては、ちくしょーとこぼしながら部屋を出ていったエリオットが、ちょっとかわいいなと思ってしまった。

（エリオット様も『ちくしょー』なんて言うのね）

　それくらい悔しかったのかもしれない。

　もしかしたら、それほどまでにアメリアと過ごせなかった不満がたまっていたのか。

「……ふふっ、ダメ、やっぱりかわいいわ」

　知れば知るほど、ゲームのメインヒーローだとか第二王子だとかいう緊張もなくなっていく。

　大人びていない姿さえ、どんどん好きになっていくのだ。

　ミッシェルとのお茶が終わったら、彼との時間をもう一度つくってあげよう。

　クラークが戻り次第、エリオットを甘やかす計画を話してみようかなと、アメリアは思った。
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　百門一新です。このたびは「悪役令嬢ですが推し事に忙しいので溺愛はご遠慮ください！」の２巻をお手に取っていただきまして誠にありがとうございます！

　私自身、２巻をお届けできることになりとても驚いております。

　担当者様から「その後のアメリアたちをお届けしませんか？」とご連絡をいただいた時は、ほんとうにびっくりしました。

　皆様、アメリアたちを応援いただきまして本当にありがとうございました！

　楽しんでいただいたからこそ、こうして書く機会をいただきました。まさにうれしいプレゼントでした。

　今回のお話は、ゲームのシナリオ部分まで終えた後のアメリアたちの物語となります。前作では書ききれなかった部分も含め、アメリアを中心に、その後のみんなを書かせていただきました。

　クラークとアメリアのバディ、ほんとに好きでございます。

　今作でも揺らがないな！と書きながら思いました。それから、みんな「幸せそうでよかったねぇ」と微笑ましい気持ちで執筆しておりました。

　もっともっと書きたい人物がたくさんいたのですが、それはまた、いつかご機会がありましたら……。




　八美☆わん先生、１巻に引き続きイラストをご担当いただきまして誠にありがとうございました！　２巻の執筆のご提案をいただいた時、まっさきに思ったのが「八美☆わん先生の新たなアメリアたちの表紙が見られる!?」でした。

　そして今作でも引き続きご担当いただきましたＩ様、Ｓ様、このたびも本当にありがとうございました！　アメリアたちのその後を書かせていただけることになり、出版者様、編集者様にも感謝が尽きません。

　本作を作り上げるためにたずさわってくださったすべての皆様、関わり、ご協力くださいました皆様にも心からお礼申し上げます。




　アリアたちのその後を読んでくださった読者の皆様にも、心から感謝を。




百もも門かど一いっ新しん
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